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強大な闇に対抗するべく暗黒騎士を捨て、聖騎士 
となったセシル。奪われたクリスタルを取り戻すため、 
仲間たちとともにゴルべ ー ザの本拠地であるバブイ 
ルの塔に潜入する。しかしその願いが叶わぬばかりか、 
塔から脱出する際に、現れたゴルべ ー ザによって奈 
落へと突き落とされてしまうのだった。 


「ゴルべ ー ザ —— J 









強大な闇に対抗するべく暗黒騎士を捨て、聖騎士 
となったセシル。奪われたクリスタルを取り戻すため、 
仲間たちとともにゴノレべ ー ザの本拠地であるバブイ 
ルの塔に潜入する。しかしその願いが叶わぬばかりか、 
塔から脱出する際に、現れたゴルべ ー ザによって奈 
落へと突き落とされてしまうのだった。 


「ゴルべ ー ザ 


















「小賢しい真似を 
してくれたようだな」 





ファブールのモンク僧たちを束ねる立場にあった 
拳闘士ヤン。彼は祖国のクリスタルがゴルべ ー ザに 
よって奪われたのを機に、セシルたちと行動をともに 
する。飛空艇技師シドの操船する飛空艇ェ V タープ 
ライズ号に乘り、囚われたローザの救出へ向かうが、 
それが罠であるとヤンの本能が告げていた。 \ 







約束の日が訪れるそのときまで意識を閉ざし、無 
意識の底へと沈んでいる月の民。だが彼らの眠りを 
守る老人フースーヤは、妙な胸騒ぎを感じて目覚め 
てしまう。そこで目にしたのは警告を発している“月 
のクリスタル”だった。封印されし者が覚醒したこと 
を知り、フースーヤは青き星の未来を憂う。 



クリスタル奪還の旅は賢者テラ、ヤン、そしてシド 
の命をつぎつぎと犠牲にしていった。そして今、エブ 
ラーナの王子エッジが一行と手を組むことを拒み、 
たったひとりで炎の魔人ルビカンテを追おうとして 
いた。だが彼の行く末を案じたリディアの涙が、強情 
なエッジの心をゆっくりと溶かしてゆく。 



「嫌よ。これ以上、誰かが犠牲になるのなんて —— 」 
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クリスタル奪還の旅は賢者テラ、ヤン、そしてシド 
の命をつぎつぎと犠牲にしていった。そして今、エブ 
ラーナの王子エッジが一行と手を組むことを拒み、 
たったひとりで炎の魔人ルビカンテを追おうとして 
いた。だが彼の行く末を案じたリディアの涙が、強情 
なエッジの心をゆっくりと溶かしてゆく。 





「お、おい……泣くなよ」 



「嫌よ。これ以上、誰かが犠牲になるのなんて —— 」 

















「お、お 




泣くなよ」 






バロンより遥か南、エブラーナ領^:そび、え立つ巨大 
な建造物、それがバブイルの塔であ i 。 いつの畤代に、 
どのような目的で建設されたのかさえも定かではな V 。 
強固な封印が施されているはずのその塔を、ゴルべ 
ー ザがクリスタル強奪のための本拠地としたのは偶 
然ではなかった。クリスタルの力を借りて稼動を開始 
したバブイルの塔が不気味に輝く。そこにはゴルべ 一 
ザにしか知りえな V ゝ秘密が隠されていたのだった——〇 
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二十 年ぶり、といったところだろうか。 

それでもトロィア城は、当時の記憶のまま美しい姿で森のはずれにそびえ立っていた。陽光 
を弾く白い石造りの城壁を見つめて いると、 そこを這い登る無数の蔦に さえ、 どこか秩序めい 
たものがあるように錯覚してしまうほどだ。 

何もかも、あのときと同じだ。 

——変わってしまったのは、わし だけ か。 

急に自分がとてもちっぽけな存在に思えて きた。 

「先に神官のところへ行っていてくれぬかな」 

そう言い残すとテラは、セシルらから離れて歩きはじめた。 

ミンゥ とともにここを 訪れてから、 もう 二十年になる。 

あのころのトロィアは 、度重なる 魔物の襲撃に より、 国家存亡の危機に立たされて いた。 そ 
こに ミ シデ ィア からの使者と して、テラとミン ゥが訪れたので ある。 

ふたりは魔物を退けただけでなく、今後同じようなことが起こった場合に備え、いくつかの 
魔法を置き土産にしようと した。 しかし 当時、 まだ少女だった八人の神官たち は、 破壊の象徴 
である黒魔法を拒み、白魔法のみを受け取ったのだった。 
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それからのトロィアの隆盛は目を見張るものがあった。今では高位魔法を行使する者を多数 
抱えた、白魔法の総本山と呼ばれるまでになっている。 

それがテラには、たまらなくうれしかった。 

トロィアは、自分の生き様を肯定してくれる、数少ない存在なのだから。 

——とはいえ、城の者に会ったとしても、誰もわしに気づかぬかもしれぬだろうが。 
しばらく周辺を散策していたテラは、ょうやく覚悟を決め、城門をくぐった。 

その足取りは、重い。 

テラは怖かった。 

もしも神官たち が、 わしのことな ど、 すっかり忘れてしまっていたら——〇 
胸のうちにあるわずかな自尊心はたちまち打ち砕かれ、これまで送ってきた人生にたったひ 
とつの意味も見出せなくなるだろう。それが、たまらなく恐ろしい。 

わしと出会わなかったら、妻は今ごろ、見知らぬ男と幸せに暮らしていたかもしれない。 
わしの子として生まれなかったら、アンナは死なずにすんだのかもしれない。 

ふたりを死なせてしまった原因は、間違いなくこのわしにあるのだ。 

それなのに、何の誇りもなく命を落としては、天国で待つふたりに顔向けできなくなる。他 
人を不幸にしかできなかった男を、誰が夫と、父と呼んでくれょう。 

-と0 




すれ違った女性たちの会話が耳に入った。 

「 ——一昨日、 運びこまれた人、ダムシアンの生き残りといってたわね」 
テラは、 その女性を呼び止める。「それに間違いはないのか」 

「はい。自分は王子だと名乗っていますが、本当のことはわかりません」 
「そうか」とテラはくちびるを嚙んだ。 

「今、救護室で手当てを受けておりますが——」 

「ありがとう」 

怪訝な表情を浮かべる女性たちは、テラへ軽く会釈し、行ってしまった。 
間違いない、ギルバ ー トだ。 

セシルの話では、彼は大渦に呑みこまれたらしい。 

亡くなったと思っていたが、このトロィアへ流れ着いたというわけか。 
アンナが自分の命を犠牲にしてまで守ったあの男が——。 

テラは、 首を 振った。 それが どうしたというの だ。 

命が助かったのならば、それでいいではないか。あえて会う必要もない。 
再び城内を進む。 

突き当たりの石段を上ると、礼拝堂に 出た。 そこで 立ち止まる。 

八人の神官たちを前にして跪くセシルたちの背中が見えた。 
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「——なるほど。あなた方の事情は大変よくわかりました」 

凛とした神官の声が、石の壁に反響した。 

どうやら、セシルがこちらの状況を伝えたところのようだった。 

「しかし、 ご存じの ように々 土の クリスタル♦は、 我らが トロィ アの 象徴。 あなたが仲間を助 
けたいと思う気持ちは理解できます が、 そのために クリスタルを ゴルべーザとやらへ差し出す 
など、 我らに できよう はずもありません」 

「クリスタルは、 ゴルべーザを倒したのちに必ずお返しいたします」それでもセシルは必死で 
食い下がった。「それは約束いたします。ですから —— 」 

「約束 —— 」神官が微笑んだ。「あなた方の素性もわからないのに、ですか」 

「ぼくは、バロンのセシルです。それは先ほど——」 

「それを、どうやって証明するのです」 

神官の容赦ない言葉に、セシルは言葉を失った。 

「私たちが信じるに足る ものを、 残念ながらあなた方は持ち合わせていないようです」 
r ……ぼくたちを疑っているのですね」 

「あなたが、クリスタルを騙し取るために、ゴルべーザから送りこまれたのだとしても、私た 
ちは驚かないでしようね」 

「 —— 失敬な！」ヤンが語気を 強め、 立ち上がった。 
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テラは、大きく息を吐いた。 

できることならば出て行きたくなかった。だが、こうなっては仕方がない。 

「止めぬか」 

その言葉に、セシルたちが振り返る。 

「——テラ様！」声を上げたのは、神官の中のひとりだった。 

「久しぶりであるな」 

言って、テラはセシルの横で立ち止まった。「覚えておってくれたか」 

「このトロイアの隆盛があるのも、テラ様とミンゥ様にご尽力いただいたからこそ。なぜその 
恩人のお顔を忘れることなどできましよう」今度は、神官たちが跪く番だった。 

「このセシルたちの身元は、このわしが保証しよう」 

神官が顔を伏せた。 

「それでもクリスタルを借り受けることはできぬだろうか」 

しばしの沈黙。 

「じつを申しますと——」正面の神官が顔を上げずに言う。「このトロイア城に、我らが象徴 
である// 土のクリスタルゥはございません」 

別の神官が、そのあとをつづけた。「トロイァより北。森の彼方の洞窟に棲む//黒き妖精// 
の手に渡ってしまっております」 
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r ——ダークエルフに奪われたか」テラは奥歯を嚙んだ。「それでセシルにクリスタルを貸す 
ことを拒んでおつたというわけか」 

神官たちは答えず、ただ沈黙しているだけだった。 

「わしらがクリスタルを取り返したとしたら——」 

「お貸しすることはできます。しかし、一筋縄では行きますまい」 

「このテラがおってもか？」 

「恐れながら」神官が顔を上げた。「洞窟の内部は、ダークエルフの作り出した非常に強力な 
磁力に支配されておりますゆえ」 

テラは、セシルを見やる。ローザ救出の糸口がようやく見つかったというのに、聖騎士の顔 
に希望の光はなかった。より苦悩が深まったとの印象さえ受ける。 

それでテラは悟る。磁力の支配下では、金属製の武具を身につけては闘えない。 

そのようなところで、仲間を守ることができるのか—それを危惧しているのだろう。 
心配などいらぬぞ、このわしがついておる。 

テラは、その言葉を口にすることはできなかった。 

勝算が薄いことはわかり切っている。無謀な闘いを挑んで命を落とすことにでもなれば、 

口 - —ザを救い出すことも、ゴルべ .— ザを倒すことも夢となってしまう。 

賢者が恐れているのは、運命に逆らうことだった。 




あの//魔の道//で見た《幻視》が正しき未来であるのならば、そこへたどり着くための障害 
は、極力排除しなければならない。 

運命に 逆らえば、 ゴルべーザと対峙することができなくなる可能性もあるの だ。 

ダークエルフの棲む洞窟へと向かぅ か。 

それとも何か別の策を立てる か。 

選択肢はふたつあるが、どちらを選ぶべきか見当もつかない。 

だから黙したまま、運命の賽が振られるのを待ちつづける。 

啓示が あった。 

「——ぼくは行きます」セシルが立ち上がった。 

ヤンが、そしてシドが頷く。 

それが天の望む道か、とテラは覚悟を固めた。「ょかろぅ。わしも、ともにゆくぞ」 

ゴルべーザへとつづく道ならば拒む理由などあるわけもなかった——〇 

2 

礼拝堂を出たところで、先頭をゆくテラは立ち止ま った。 

「-テラ？ | 
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セシルが声をかけ るが、 それでも老魔道士は動かない。 

一行の背後から、謡うような詩句が聞こえて きた。 

八人の神官たちが、日課となっている祈りを捧げているのだろう。 

「運命か」とテラは独りごちた。 

ダ '—クエルフを 倒し、 クリスタルを取り戻すことが未来へとつながっている ようだ。 

ならば-と賢者は 考える。 

ダムシアンの王子ギルバートは 、どうな のか。 

ファブールからバロンへと向かう船から投げ出された 彼が、 遠く離れた このトロィ アへ流れ 
着いた のは、 単なる偶然だとは思えなかった。 

テラは、無意識に背中を押され、歩きはじめる。 

「——テラ 殿、 いつたいどちらへ」とヤン。 

「まったく、これだから年寄りは手が焼ける」シドが悪態をつく。 

賢者の足取りに、迷いは ない。 

不可視の者に手を引かれるようにして進んで いった。 

行く手を阻む扉を押し開け ると、 薬品の臭いが鼻腔を突いた。 

「救護室のようですが」 

セシルの言葉に、テラは頷いた。「ここにギルバートがおる」 




「まさか——」 ■ 20 
部屋の奥には寝台が あり、 そこに吟遊詩人が横たわっていた。 | 

「——病人が臥せっております。どうかお静かに」 | 
看護の女性が驚いたように駆け寄って きたが、 耳を貸す者はいなかった。 | 

「ギルバ 1卜！」 - 
口々に名を叫ばれ、ダムシアンの王子がゆっくりと目を覚ました。 | 
「よかった……セシル、君も無事だったんだね」 - 
吟遊詩人とは思えない、か細い声だった。半身を起こそうとしたが、食いしばった奥歯から - 
苦痛を意味する言葉が漏れた。 - 
「いけません。 今、 動けば、命の保障は —— 」付き添いの女性が慌てて駆け寄る。 - 
聞いて、テラは表情を曇らせた。 | 
それを察したのか、セシルが耳打ちして くる。 「ギルバ ー トは 、二度 もゴルべ ー ザへ挑み、 - 
重傷を負ってしまいました。それなのに……」 | 
「その体でバロンへ乗りこもうとしたのか」 | 

「はぃ」 一 
「何と無謀な——」テラは信じられないといったように首を振る。それほどまでにこの男を駆 - 
り立てる のは、 アンナへの愛な のであろう。 ■ 
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女性の制止を振り切り、ギルバートが起き上がろうとする。「ぼくも闘う」 

「そんな体で何ができる」テラは寝台の横に立った。「大人しく寝ておれ」 

「テラ…… さん。 生きていてくださったのですね」 

「当たり前だ」 

「よかった。本当によかった」 

「ふん。よい ことな ど ありは せんぞ」 テラは、 ギルバ ー トに背を 向ける。 

「どういうことですか」 

「じつは——」セシルが、それに答えた。「まだリディアが見つかっていない。それに、人質 
になった ローザは、トロイ アの クリスタルと 引き換えだと通達された」 

「そんな . 」 

「しかも、クリスタルはダークエルフに盗まれたという」 

聞いて、 ギルバートが眉根を寄せた。「ダークエルフに——」 

「ああ、何でも洞窟を強力な磁力で覆ってしまっているらしい」 

頷く と、ギ ルバ ー トが 目を閉じた。 遠い日の記憶を懸命に 掘り起こそうとしている かの よう 
だった。 「ダ ー クエルフは、金属が苦手なんだ」 

「知っているのか」 

「もう二年ほど前のことになる。ダムシアンにダークエルフが出没したんだ。何とか撃退でき 






たけど……そ、っ、あのとき奴は々火のクリスタルクを狙つていた」 

「そのダークエルフが、今度はこの トロィ アに目をつけた . 」 

「恐らく、 そうだろうね」 

そこでギルバートは目を開いた。「これを持っていってくれないか」 

言うと、寝台のかたわららに置かれている花瓶へと手を伸ばす。 

そこには黄色い美しい花が活けてあった。 

ギルバ ー トは 、そこから一輪の花を抜き取る と、 セシルに差し出した。 

「これは？」意味がわからないといったょうに首をかしげるセシル。 

「ダムシアンでは珍しくもない花さ」 

ギルバートが苦痛に耐えながらも微笑んだ。「すまない。みんなが闘っているときに……。 
どうか、これをぼくの代わりに」 

釈然としない顔つきのセシルだったが、それでも花を受け取る。 

「さて、 参るぞ」言う と、 テラはひとり、 救護室から 出て行く。 

すぐにセシルらが追いついてきた。 

「もう少し、ギルバートにやさしい言葉をかけてあげてもょかったのではありませんか」 
テラは立ち止まり、セシルを睨んだ。しかし、それは一瞬の こと。 すぐに前方へ と 向き直り 
と、 再び歩きはじめた。 
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トロィア城をあとにする。 

「わしが己の心を 偽り、 ねぎらいの言葉を口にしたところで——」 

彼方までつづく森を 見やり、 テラは 独り ごちた。「ギルバ ー トが 喜ぶとは思えぬ」 

「です が、 あれではギルバート殿が……」 

ヤンがテラの前に立つ。「あまりにも——」 

そんなヤンに、テラは手にした杖を突きつけた。「だから見舞ったのであろう」 

無論、 嘘で ある。 ギ ルバ ー トの容態が心配なのは確かだった。 が、 本心を 言えば、 運命に抗 
うことで未来が変わってしまうのを恐れたための行動なの だ。 
r ——時間がないぞ」テラが言う と、 男たちは歩きはじめた。 

_!日だけ待つてやる。それまでにクリスタルを手に入れることだ /S 
カィンの残した言葉が、心に重くのしかかる。 

3 

心臓が脈打つたびに、激痛が全身を駆け巡った。 

噴き出す汗が体を濡らして いるが、 口の中はからからに乾いて おり、 呼吸をすると喉がかす 
れた笛の音のょうな音を立てる。 





それでもギルバ ー トの双眸から光は消えない。 ■ 24 
睨むような視線を天井へと 向け、 そのときを待ちつづけている。 | 

「ご無理をなさるからです。 どうか、 お薬をお飲みください」 | 
付き添いの女性から、飲み薬を差し出された。 | 

ギルバートは顔を逸らす。 | 
しかし女性も引かなかった。「今は、しっかりと眠っておかなくてはいけません。これを飲 | 

め ば、 痛みを忘れ、ゆっくりとお休みになれます」 | 
無理やり吟遊詩人の顔を自分のほうへ向けさせ、その口に薬を流しこもうとした。 | 
「やめて くれ！」 | 

ギ ルバ ー トは 、それを 払いの けた。 - 
途端に全身を激痛が駆け抜け、苦悶の声が漏れる。 - 
看護の女性は呆れたようだった。 「どうして、 わざわざみずからの体を痛めつけるような真 | 
似をなさるのです。こんな ことをしても、 あなたは——」 ■ 
「眠るわけにはゆかないんだ」 ■ 


「みんなが命を懸けて闘っている」 

ギルバートに は、 苦戦するセシルらの姿が実際に見えるかのよぅだった。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


あのダークエルフは、手強い。 

二年前の、ダークエルフにょるダムシアン襲撃が思い出された。 

——あれは、 人々がそろそろ寝静まろうかという時刻のことだった。 

賊が侵入したとの報が城内を駆け巡った。 

他国に 比べ、 武力が圧倒的に劣る とはいえ、 ダムシアン王の もとに 集結した兵士たち は、い 
ずれも愛国の精神に満ち溢れた若者ばかり。さしたる混乱もなく、玉座の間へと速やかに集結。 
賊を迎え撃つ手箸が整った。 

その最前線に立つ のは、 ダム シアン 王その 人。 しかし手に剣は なく、 代わりに奏楽の ための 
竪琴が握られて いた。 

ギルバートは、玉座の脇に立つ王妃の隣で震えている。 

奇声を上げ、闇の中ょり現れたのは奇妙な人型をした影だった。 

銀の蓬髪を冷たい夜気になびかせ、その奥に光る双眸で待ち受ける兵士たちを一瞥。耳の辺 
りまで切れ上がった薄いくちびるから垂れ下がる舌がひらひらと 踊る。 

直立しているはずな のに、 だら りと 下ろした両の腕が、床につくほど長い。 

ダークエルフ だ、 とギルバートは思った。 

放浪 先で、この 邪悪な妖精の話は何度か耳にした ことがある。 

輝きを持った鉱石を 好み、 夜闇に紛れて略奪を行なうと言われ ている。 




となると、その 狙いは ダムシアンのクリスタルに 他なら ない。 

それを察知したからこ そ、 王は兵をこの玉座の間に集めたのだろう。 

「妖かしの 者よ、ここは 人の住む地なるぞ 。何 用 だ、 返答次第では——」 

王が竪琴を爪弾いたのが合図と なり、 兵士たちが一斉に剣を抜き放った。 

月の明かりが刀身にぎらりと反射す る。 

ダ ー ク エルフのみならず、妖精たちは鉄などの金属を嫌うとされて いる。 

それは、 彼らの生命の源である超自然の 力が、 金属と触れる ことによ って減衰して しまう か 
らだ という。 魔道士たち が 金属製の武具を身につけな いのも、 同様の理由だった。 

しかし- 

ダークエルフに怯えた様子は見られなかった。 

ギルバートの胸のうちで、不安が急激に膨れ上がって ゆく。 

妖精の類は、大きくなったと しても、 年端 も ゆかない子供のような身の丈だったはず。とこ 
ろが目の前のそれは、大人と変わらぬほどの体躯の持ち主だった。 

それは、気の遠くなるほどの長い年月を生き延びて来たとの証でも ある。 

静寂と沈黙。 

ダークエルフからの返答はなかった。 

否。 ギルバ ートは 気づいて いた。 邪悪なる妖精のくちびるから眩きが漏れている ことに。 
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その 囁きは、 常人の耳には届かない。 

しかし詩人としての才を持つふたりだけは別だった。 

ダムシアン王が妖精討伐の命を下した のと、 ギルバートが息を呑んだのは同時だった。 
いかなる力が働いたのか、すべての兵士たちが悲鳴を上げながら床に伏せて しまう。 まるで 
見えない力によって押さえつけられているかのようだった。 

前線でダークエルフと対峙するのは、王ひとりになっていた。 

王が爪弾こうとした竪琴を、邪悪なる妖精がその長い腕でなぎ払う。 

竪琴は、身動きのできないままの兵士たちの背を飛び越え、床に落ちた。 

王の目が足元に落ちている剣を捉えた。それを拾い上げよう とする。 しかし 剣は、 床に貼り 
ついてしまって おり、 引き剥がすことができない。 

あきらめた王が、後退った。「磁力か——」 

ダークエルフの魔力によって石造りの城全体が磁力を帯びている。剣だけでなく、甲冑に身 
を固めた兵士たちもその磁力に囚われ、身動きひとつできなくなっていたのだ。 

ギルバートが動いた。落ちていた竪琴を拾い上げ ると、 その弦を爪弾く。 

旅先で出会った老婆から教わった、悪しき妖精を諌める詩だった。 

突如として苦しみはじめるダークエルフ。 

城を支配していた磁力が消失した のだろう。 床に倒れていた兵士たち が、 つぎつぎと立ち上 
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がり、 落ちていた剣を拾い上げる。 

そして妖精はクリスタルをあきらめ、夜の闇へと消えていったのだった——〇 
この トロィ アの北にある洞窟に潜んでいるのは、恐らくあのときと同じダークエルフなのだ 
ろう。 とすれば、自分の詩が役に立てるはずだった。 

ギルバートは、寝台で半身を起こした。 

懸命に息を殺し、かたわらの花瓶に生けてある花に意識を集中す る。 

不安そうに見つめる看護の女性は、ただ首をかしげるばかりだった。 

だが、ギルバートには聞こえている。 

セシルの苦悶の声が。 

ヤンの拳を握る音が。 

テラの荒い息遣いが。 

シドの上げる悲鳴が。 

今 こそ、 ぼくが- 

ギルバ ー トは、片足を 床についた。同時に眼前に閃光が 走り、 一瞬だけ遅れて全身がばらば 
ら になるかのような激痛が襲って きた。 

「どこへ行こうと言うのです。まだ動けるお体ではありません」 

寝台へ押し戻そうとする女性を払いの け、 ギルバ ー トは 立ち上が った。 「どこにも行かない 
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さ。あれを取りに行くだけだよ」 ■ 
部屋の隅に置かれている竪琴を見つめた。 I 
そこまで、わずか数歩の距離。しかし今のギルバートには、地平の彼方にあるも等しい。 I 
わずか二歩目で視界が暗転し、膝から崩れ落ちた。 I 
ギルバートは、這って進んだ。 I 
セシルたちを救えるのは、自分しかいない。 I 
ぼくがこのトロィアに流れ着いたのは、偶然ではないのだ。 I 
脳裏をよぎったのは、アンナの顔。 I 
泣き顔ではない。悲しそうな顔でもない。 I 
暖かな、陽だまりのような笑顔。見る者を幸せにし、力を与えてくれるあの笑顔だった。 I 
偶然のひとつひとつには意味がある。 I 
その連続こそが運命 —— 。 I 
ぼくは、このために生かされたのだから。 I 
指先に触れた竪琴をしっかりと握りしめ、ギルバ ー トは立ち上がった。 I 
崩れ落ちそうになる肉体を叱咤し、寝台へと戻る。 I 
ギルバートは、花瓶の花に聞かせるようにして、詩を奏ではじめる。 I 
この植物には、花から花へと音を伝える性質があった。ダムシアンの人々は、これを通信手 129 




段として用いて おり、// ひそひ 草 ♦と呼んで いた。 

悪しき妖精を諌めるこの詩 も、 きつとセシルらのもとへ届いていることだろう。 

ギルバートの顔に微笑が宿った。 

花弁の奥から聞こえてきたのは、セシルの歓喜の叫び。 

「やったぞ 、ギ ルバ ー ト！」 

そこまでが吟遊詩人の限界だった。 

弦を爪弾く指が 止まり、 まぶたは 閉じられ、 ギルバ ー トは意識を失った。 

4 

「この馬鹿者め——」 

看護の女性からギルバートの行状を伝え聞いたテラは、そう眩いた。 

あのとき、セシルの持っていた花から、心温まる旋律が流れ出た。 

同時にダークエルフが苦しみはじめ、洞窟内を支配していた磁力が消失したのである。 

こうなれば、 ダークエルフなど敵では ない。 

こ/っして々 土の クリス タルクを奪還したテラたち は、トロィ ア城へ帰還。そのままギルバ1 
卜の待つ救護室へと急いだのであった。 
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一行が見つめる 中、 ギルバ ー トが目を開いた。 

「テラさん……よかった。みんな、無事だったんですね」 

「当たり前であろう。わしを誰だと思って おる、 賢者テラである ぞ」 

「ええ、そうですね」 

「まったく……このような体で無理をしおって」 

「ぼくは大丈夫です。それよりも、トロィアのクリスタルは？」 

テラは、胸をしめつけられるようだった。 

この男は、己の体よりも、仲間やクリスタルのことを案じている。 

アンナの心を弄んだ、軽薄で臆病者の吟遊詩人だと？ 

虚飾と飽食にまみれ、民衆の心の痛みをまったく理解しようしない王族だと？ 
それは、いったい誰のことだ。 

ふいにテラは目頭が熱くなるのを感じた。 

「この馬鹿者め——」再び同じ言葉をくり返すと、ギルバートに背を向けた。 

六十年もの 間、 わしは何を見て生きてきたの か。 

アンナは正しかった。わしの目こそが節穴だったの だ。 

涙が溢れて くる。 老魔道士は、それを拭おうともせず、ただ背中を丸め、泣いた。 
そんなテラを気遣うよ うに、 セシルがギルバ ー トに 寄り添った。 






「心配はいらないよ、ギルバ ー ト。君のお陰でクリスタルを取り戻すことができた」 

「ぼくのお陰で…… ？ いや、 そんな ことは—— 」 

吟遊詩人が顔を 赤らめる。「でも、 よかつた。本当によかつた……」 

「しかし、 なぜ彼奴は急に苦しみ出したんじゃ？」 とシド。 「お主がセシルに渡した花から、 
あの詩が聞こえてきた直後じゃつたぞ」 

「吟遊詩人として各地を放浪していたと きに、 とあるお婆さんから教えてもらつたのです。彼 
女は言つていました、人と妖精とは古き時代からの大切な友人なのだと」 

「友人、か —— 」 

「だから、 ぼくたちは争うべきではないと言うのです。妖精は 元来、 悪戯が大好きな生き物。 
しかし、もしも その度が過ぎるようなことがあれば——」 

「なるほど。あの詩でこらしめてやるというわけじやな」 

「ええ」ギルバートは頷いた。 

ヤンが両の拳を胸の前で合わせ、頭を垂れた。「お陰で助かり申した」 

「そんな . ぼくは-」 

言いかけたギルバートの端正な顔が、苦痛に歪んだ。 

テラは涙を拭つてから振り返り、セシルらを押しのけた。「大丈夫か」 

「テラさん . 一 
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「アンナは幸せ者じやった。わしは、心からそう思う」 

老魔道士の眉間から皺が消えていた。心にわだかまりなどない。愛娘にしか向けたことのな 
い眼差しでギルバ ートを 見つめる。「お主のような勇敢な者に愛されたのだからな」 

「 . テラさん」 

「今は、 その傷を癒す こと だけに専念するのだ」 

「ぼくもゴルべーザと——」 

「ならぬ」吟遊詩人の 言葉を、 テラは断ち切っ た。 「お主は、とてもよくやってくれた。わし 
らの未来への扉を開いてくれたのだから」 

r -1_ 

「アンナの仇は、このわしが討つ。ギルバート 、お 主の分もな」 

「ありがとうございます」 

言う と、 ダムシアンの 王子が 目を閉じた。 

そのまま 寝息を立て はじめる。 

ようやく 緊張から解き放たれた のだろう。 

「まずは、クリスタルを 取り戻した ことを 神官たちに報告しよう」 とセシル。 

「うむ、そうじ やな」シドが 頷く。 

「しかしカィン 殿は、 どのようにして我々と接触するつもりなのか」ヤンが考えこむようにし 
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て腕を組んだ。「日没は近い。約束の期限は明日の昼だというのに——」 

「わしら が、 それを気にしたところで仕方あるまい」 

テラは、 三人の顔を順に眺めた あとで、 懐に入れてあったクリスタルを取り出す。 
透き通ったその 水晶は、 春の日差しをやさしく弾く水面のように輝いて いる。 

だが、外界の光を反射しているのではなかった。 

テラの手の上で、クリスタルは一定の明度を保ちながらも、刻々と光の相を変えて ゆく。 ま 
るで輝ける液体が激しく流動しているかのようで ある。 

いったい、この水晶にどのような力が秘められているのか。 

テラは、クリスタルをそっと握った。その温もりが、心地よ い。 

ゴルべーザと対峙する瞬間が迫っている。 

「行きましよう」 

セシルの声が合図と なり、 一行は救護室をあとに する。 

最後尾をゆく テラは、 三人が 出て 行ったのを 見てから、 看護の女性を振り返っ た。 

「この男の世話を、どうかよろしく頼む」 

深々と頭を下げた。「わしの——息子なのだ」 

顔を上げる と、 女性の驚いたような顔があった。 

テラは、 そんな彼女に微笑んだ。 
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「もっとも、一度たりとも父上と呼んでもらったことはないのだがな」 

この世に未練などないと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。 

しかし、そのほうがいいとテラは思いはじめていた。 

六十年も生きてきたの だ。 

去り際に、涙のひとつも流しておかねば、あまりにも寂しすぎる。 

5 

「信じられません——」 

つづけて何かを言おうとした神官たちだったが、そこで言葉が途切れる。 

それが、テラの差し出した，/土のクリスタル / S を目にしたときの彼らの反応だった。 

シドは、 そんな神官たち八 人を、 ただ黙って見つめて いる。 

かすかな違和感を覚えたからだ。 

「それでは約束どおり、このクリスタルをお借りします」セシルが言った。 

沈黙。 

テラの表情が曇った。「やはり不安か」 

「はい」と神官が頭を下げる。「クリスタルは、持つ者にょってその力を変えます。邪悪な者 
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の手に渡れば、どのようなことに使われるか……想像もつきませぬ」 

「ふむ」とテラは顔をしかめ、顎の髭をしごく。 

明らかに神官たち は、 クリスタルを貸し出すことを渋っていた。 

約束とは いえ、 彼らの意に反した行動は取るべきではない。 

だからこそセシルとテラは、どうすべきか悩んでいるのだろう。 

仕方あるまい。ため息をつき、シドは言った。 

「あんたらは最初から、わしらにクリスタルを貸すつもりなどなかったんじゃろう？」 
弾かれたように神官たちが顔を上げた。 

「シド、 それは——」 とセシル。 

しかし飛空艇の老技師は、それを遮り言葉をつづける。「わしら は、 ダークエルフから、ク 
リスタルを取り戻したつもりじゃった。しかし、あんたら は、 その労をねぎらうどころ か、 礼 
のひとつさえ一切口にしようともしなかった」 

「まさか . 」ようやくテラも気づいたようだった。「そなたらは、わざとダ^ —クエルフにク 

リスタルを盗ませておったのか-」 

ややあってから、正面の神官の顔に笑みが浮いた。「お察しのとおりです」 

「なぜ、そのようなことを」 

「この辺境の地にありましても、バロンが各地のクリスタルを強奪しているとの噂は聞こえて 
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參 ります。となれば、このトロィア への進軍 も 時間の問題」 

シドは鼻を鳴らした。「戦を避ける唯一の方法というわけじやな」 

まつたく女というのは、何とも恐ろしい生き物じやな。 

「それで我らが帰還した ときに、あのょうに 驚かれた と…… 」 

ヤンも合点がいった様子だった。 

「あきらめて逃げ帰ってくるとでも考えていたんじやろうな。まったく、わしらも甘く見られ 
たもんじや」シドは笑った。 が、 それは一瞬のこと。すぐに真顔に戻り、「それで、どうする 
つもりじや？ ダ ーク エルフは倒しちまつたぞ」 

「妖精は、決して滅びません」 

「ほう- J 

「超自然の 力を 糧 に、 やがて蘇るでしょう。しかし —— 」神官が寂しそうに微笑む。「それに 
は決して短くない時間が必要になります」 

「彼奴らが、それまで待ってくれるとは思えぬな」テラが腕組みをした。 

「仮に間に合ったとしても」とセシル。「ゴルべーザにとって、あの天然の要塞がそれほどの 
障害になるとは思えません」 

「ど/っするつ もり じや？ I 
シドが、神官たちに問うた。 
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長い沈黙があった。 

こうしている間にも時はその歩みを止めることはない。 

すでに日は暮れ、大気に夜の冷たさが忍び寄ってきて いる。 

「やはり、あなた方にクリスタルを託すより方法はないようです」 

神官が渋々と認めた。「我々は争うことを好みませんゆえ」 

「ありがとうございます」セシルは頭を下げた。「必ずや、ゴルべーザを倒し、クリスタルを 
再びこのトロィアへお返しいたします」 

—と0 

城外が、にわかに騒がしくなった。 

一行は背後を振り返る。 

城仕えの女性が駆けこんで来る。「神官様-」 

「何事です」 

「バロンの飛空艇が現れました」 

「ヵィン」セシルが親友の名を眩いた。 

シドは頷いた。「まるで、わしらの行動を監視していたかのようじゃな」 

「行って くる ぞ」 とテラ。 

八人の神官が頭を下げた。「ご武運をお祈り申し上げます」 


39 




一行は、礼拝堂をあとに し、 城から飛び出た。 

頭上には、滞空をつづける《赤き翼》があった。 

「降りてくるつもりはなさそうだ」 

言つてセシルは、シドを見やる。「エンタ1プライズ号へ」 

* 

エンターブライズ号が離陸す る。 

《赤き翼》と同じ高度まで上昇したところで、甲板に竜騎士が姿を現すのが見えた。 
そのカインが嗤つた。「約束どおりに、クリスタルを手に入れたょうだな」 

「カ イン、 まだ正気に戻らぬのか」 

舵を握りしめた まま、 シドは声の限りに叫ぶ。 

しかし、カインはそれに言葉を返そうともしなかった。 

ただ、 セシルを見つめて いる。 

それに真っ直ぐ視線を返しながら、 

「——ロ ー ザは、 無事なのか」 と セシルが 訊く。 

「もちろん だ。 しかし、ここにはいない」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


「何-」 

「安心し ろ。 俺が、これからローザのところへ案内してやる」 

「いつたい、どこへ」 

ヵィンは答えることなく、甲板から姿を消した。 

同時に《赤き翼》が動きはじめる。 

「セシルよ。ど/っする」 

シドのあとを、ヤンがつづける。「罠かもしれませぬな」 

そんなふたりを、テラが睨みつける。「だが、我らに他に何ができるというのだ」 

次第に小さくなってゆく《赤き翼》をセシルは見つめていた。 

そんな聖騎士の背中を、シドは軽く叩いた。 

「わしら は、 みなお前の味方じゃぞ」言ってから頷く。 

「シド —— 」 

「ヵィンが案内しようとしている場所は見当もつかぬ。じゃが、そこにはローザがおる。そし 
て、恐らくはゴルべーザもな。行くしかないじゃろう」 

その言葉に、テラが、そしてヤンが 頷く。 

「ありがとう、みんな . 」 

「礼を言うのは、まだ早い」 





テラが 言った。 「心してゆく ぞ。 ここからが正念場じや」 
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それは、幻などではなかった。 

——《赤き翼》に導かれるようにして闇の中を飛行するエンタ1ブラィズ 号。 

その甲板に立ち尽くす テラは、 突如現れた巨大な建造物に息を呑んだ。 

暗雲を 貫くようにして屹 立す るのは、塔。 

だが テラは、 それを幻影だと信じて疑わなかった。 

ミ シディアの長老 ミン ウ とともに 各地を旅して まわったのは、 二十年 も 前の ことになる。 町 
や村を訪れただけでは ない。 魔物の姿を 求め、 未開の地へ も 分け入っ た。この 世界で訪れた こ 
とのない 場所な どない ——それがテラの自慢だったの だ。 

だが、このような 塔を 目にした 記憶は ない。断じて、ない。 

エン タ 1ブラィズ号は、 速度を落とす ことなく 塔へ と 接近す る。 

テラは船首へ駆け寄る と、 そこから身を 乗り出し、 眼下を見下ろした。 

一面の漆黒の闇が見えただけだった。 

顔を上げる。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


塔が間近に迫っ ている。 その外 壁は、 もはや視界に収まり きらない。 

背後でセシルの 声。 「シド、このまま塔へ潜入できるか」 

気がつけば、《赤き翼》の船影が消え失せていた。 

恐らく、塔のどこかに飛空艇の発着場があるのだろう。 

「——やってみよう」とシド。いつもの陽気さは影を潜め、どことなく声が硬い。 

エンタ1 ブラィズ号が速度を 落とした。 

セシルがテラの隣へやってきて、前方を睨む。 

「面航 I 寅の方角！」セシルの操舵号令が飛ぶ。 

シドがそれに合わせ、舵輪を右へ。 

「——宜候」と再びセシル。 

傾いた船体が、水平になる。 

テラは、目を すがめ た。 やがて正面に淡い矩形が見えて きた。 

どうやら、 塔への進入口のようで ある。 

テラは、 両足ががたがたと震えるのを 感じた。 これが罠であるのは明白 だ。 クリスタルを受 
け 取り、 代わりに ロ ー ザを引き渡すだけなら ば、 わざわざこのような場所へ連れてくる必要な 
どないのだから。 

テラは//魔の道//での《幻視》を思い出そうと目を閉じた。 



あのとき、ゴルべ ー ザと対峙した場所は、本当にここだったのだろうか。 

だが、すでに記憶が忘却の彼方へと消え去ってしまったのか、あるいは元からその背景を見 
ていなかったのか、細部まで思い出すことはできなかった。 

「掴まっておれ！」シドが叫んだ。 

目を開く と、 そこは すでに塔の内部だった。 

つぎの 瞬間、 足元に強い衝撃を 感じ、よろ けて しまう。 

セシルに体を支えてもらわなければ、間違いなく転倒していたであろう。 

「-手荒いことだ」 

というテラの不満の言葉は、シドの耳に届いたようだった。 

「仕方あるまい。滑走路がどれほどの長さがあるのかわからんからの」 

言い合いとなるのを避けようとしたのか、ふたりの間にヤンが割って入った。「いったい、 
ここはどこなのでしような」 

一行は、エンタ1プラィズ号から降りる と、 周囲を見まわした。 

「何とも見事な造りじやな」その見慣れぬ光景に、シドが目を丸くする。 

異論を挟む者はいなかった。 

材質は、すべて金属なのだろう か。 淡い光を 弾く、 無機質な床と壁とどこまでもつづいてい 
る。 異なる文明に只中へと迷いこんだような錯覚に陥るほどだった。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


足を踏み出すと、その音が虚ろな大気に木霊す る。 ■ 
テラは、 鈍色の壁にそっと触れてみた。 I 
石とは明らかに違う冷た さに、 慌てて手を引っこめた。 I 

「-カィン、 口^ — ザはどこにいる^ — 」 一 

じれた ように、 セシルが叫んだ。 I 
「そう慌てるな」竜騎士の姿はなかったが、声だけが響き渡った。「我らが主が、お前たちに I 
一言、礼を言いたいそうだ」嗤った。 I 
聞いてテラは身構えた。「主だと？」杖を握る手に力がこもる。「ゴルべーザか！」 | 

— to | 

r ゾット の塔へ、ようこそ」 | 
鉛のような声が聞こえた。「約束を守ったようだな。喜ばしい限りだ」 | 

カィンと同じように、 どこにいるのか見当もつかない。 | 
「姿を見せぬ か！」 テラの足が、また震えはじめた。 しかし、 それは恐怖では なく、 怒りのた | 
めだった。顔が紅潮し、声が上ず る。 「卑怯者め！」 - 
「凄まじいまでの憎悪の念を感じるぞ」 | 
ゴルべーザが嗤った。「ならば、塔の最上層を目指すがよい」 | 
「そこに口^—ザもいるのか I と セシル。 1 45 



「見事、たどり着くことができたならば、ロ ー ザとクリスタルを 交換して やろう」 

「ローザは——無事なんだな？」 

「今のところは、な」 

「何-」 

r この 塔は、 血に飢えた魔物で溢れ返って いる。 急がねば、この娘の命がどうなるのか 
残念ながら、私にはそれを保障する ことは できぬ」 

ゴルべーザの哄笑が響き渡った。 

「この外道め！」テラは吐き捨てるように言う と、 走りはじめた。 

その足音が残響音と なり、 木霊するゴルべーザの声を搔き消した。 

「-テラ！」 

背後から、 セシルが叫ぶのが 聞こえた。 

だが、立ち止まるつもりなどない。脳裏をよぎるのは、愛娘の死に顔。 

感じたことのないほどの怒りが、涙を干上がらせてしまつている。 

アンナ-! 

復響の刻が迫って いた。 
























静寂の 中、 己の靴音だけが響き渡る。 

ゾットの 塔、 六層 目。 

カインが向かう のは、 もうひとつ上の階層である最上層だった。 

先刻、この塔へと帰還したカインは、ゴルべーザとともにセシルらとゥ会話クした。 

そのあとでゴルべーザだけが、ローザの囚われている最上層へ向かったのだ。 
r ——歓迎の宴を準備せねばならぬな」 

ゴルべーザは、そう言い残して姿を消した。 

その言葉の意味すると ころは、 カインにはわからなかった。 

わからないから こそ、 考え、思い悩んだ。 

間もなく、セシルたちは最上層へとやってく る。 

そのときゴルべーザが、クリスタルと引き換えにローザを解放するとは思えなかった。仮に 
彼女が自由の身になったとしても、今度はセシルたちが黙ってはいないはず だ。 ゴルべーザに 
闘いを挑み、クリスタルを奪還しようとす るだろう。 

狡猾なゴルべーザの こと、 とても無策とは思えない。 

とすると— 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


奴の言う宴とは、セシルを陥れるための罠ということになる。 

いったいゴルべ ー ザは、 何を画策しているの か。 

それを自分の目で確かめるべく、カインは最上層へと向かっていた。 

カインには 予感が あつた。 

——ゴルべ ー ザは、 当初からロ ー ザの存在を利用し ようと 考えて いた。 

だから こそ、 ファブールで彼女を捕らえたの だ。 

いったい、どれほどの残酷な罠が仕掛けられることになるのか。 

カ インは、 セシルの死を望みながら も、 心のどこかでそれを否定して いる。 

セシルを憎悪しながら も、 彼との思い出が忘れられずにいる。 

だから、はやる気持ちを抑え、あえてゆっくりとした足取りで進んでいた。 

できることなら ば、 罠の全容を知りたくなかつた。知つてしまつたら、そこにセシルが陥る 
まで、大人しく待っていられる自信がないの だ。 

立ち止まることができたら、どれほど楽なことか。 

ロ ー ザ——。 

愛する女への想いが、カインの背中を押した。 

上層へとつづく階段を昇り切る。 

ゴルべーザの背中があった。後ろ手で縛られ、うな垂れるローザの前にその漆黒の魔人が立 
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ちは だかり、 彼女の額の辺りに右の掌をあてがって いた。 

ヵ ィンは、 ふたりの頭上にある巨大な刃を目にして息を呑んだ。 

ゴルべーザが振り返る。「宴の準備は整った」 

ヵ ィンは、 刃から目を離せずに いた。 

それは一本の細い ロ ー プで吊るされ ており、 不安定に揺れて いる。 

落下すれば、彼女の体な ど、 容易く両断されてしまぅ だろぅ。 

「——セシルの前でローザを殺すつもりか」 

カ インは、 抑揚のない声で訊いた。 

返答次第では、際限なく湧き上がるこの怒りを解き放つことになるかもしれない。 
ゴルべーザが嗤 つた。 「そのようなことをして何になる」 


「無益な殺生 ほど、 空しいものはなかろう」 

その意外な言葉に、ヵィンはすっかり毒気を抜かれてしまった。 

同時に、ゴルべーザという男がわからなくなる。 

彼の邪悪な輪郭がぼやけ、形の不明瞭な、暗黒の霧と化したかのょうな錯覚に陥った。 
「貴様は、何を考えている」 

問われたゴルべーザは、黙したままヵィンに向かつて歩を進める。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


竜騎士の体に緊張が走った。 

しかし漆黒の甲胄の 男は、 カインのかたわらを 過ぎ、 そのまま下層への階段の 前へ。 

そこで立ち止ま った。 

「お前は……あの娘を欲しているのであろう」 

カイ ン は、 ゴルべーザに背を向けた まま、 身じろぎもしない。 

固く口を 結び、 意識を失ったままの ロ ー ザを見つめる だけ。 

「否定も肯定もせぬか」ゴルべ ー ザが再び嗤 った。 「今しばらく待つがょ い。 やがてお前の恋 
敵であるセシルは命を 落とし、 あの娘はお前の ものと なる」 

「俺には——」 

カインは、ゆっくりとゴルべ ー ザを 振り返った。「ロ ー ザのほうこ そが、 死の淵に立たされ 

ているょうに見えるがな . 」 

「あの刃が気になるか」 

「当然だ」 

「あれは、 セシルと ロ ー ザの劇的な再会を演出するためのものに過ぎぬ」 

「どういう意味だ」 

「-いずれ、わかる」 

言う と、 ゴルべーザは再び歩きはじめた。「そろそろ時間だ」 
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カ ィンは、 肩越しにロ ー ザを見やる。 

意識を取り戻した様子はない。 

大きく 息を吐くと、 前方へ と向き直り、 ゴルべーザの あとを追った。 

2 

——ここだ。 

テラは、 足を止めた。 

ゴルべーザの姿は《幻視》でしか目にしたことはない。 

それでも本能が告げて いる、 この禍々しい気配は奴の ものであると。 

遅れてきたセシルたち三人 も、 それに気づいた のだろぅ。 無言の ままで 左右に 広く 展開する 
と、 浅く 腰を 落とし、 身構えた。 

前方の暗がりに、ふたつの影が浮かび上がる。 

「ご苦労であったな」 

影のひとつが言った。重々 しい、 まるで鉛のよぅな声だった。 
r ゴルべ ー ザ！」 

気色ばむテラを左手で 制止し、 セシルが 一歩、 進み出た。「ローザは、 どこ だ」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


鉛の声が嗤う。「クリスタルが先であろう」 

「ローザは-」 

「私は約束を破ることは好まない」 

「わかつた」言うとセシルがクリスタルを取り出す。 

差し出されたその輝きに満ちた水晶を手に し、 ゴルべ ー ザは頷いた。「まさしく//土の クリ 
スタ ル％これで地上の四つの クリスタルは、 我が手中に収まつた」 

「約束 だ。 ローザを返してもらおう」 

「 —— 約束、だと？」 

「何-」 

「守らぬほうがよいのであろう」ゴルべーザの視線が、老魔道士へ向けられていた。「その死 
にぞこないの目が、そう言っておるではないか」 

セシルが背後を振り返った。 

テラは殺気を隠そうともせず、ゴルべーザを睨んで いる。 「この悪党め が！」 

「テラ-」 

「お前のような老いぼれなどに用はない。と言いたいところだが——」 

「貴様になくと も、 わしには ある。 十分すぎるほどにな」 

テラは、セシルを杖で脇に押しのけると、「思い知れ、アンナの痛みを！」 




怒りに任せ、賢者は立てつづけに呪文を詠唱。 

声なき囁きを媒介と し、 超自然の力が発動す る。 

漆黒の甲胄を焦がす のは，/炎獄ク。 

ゥ 轟雷ゥ が、 あらゆる神経を焼き切る。 

そして冷気によって細胞を破壊する//氷塊% 

しかし —— 

それらの高位魔法を喰らいながら も、 ゴルべ ー ザの膝を折ることは叶わなかった。 

「どうした、老いぼれ。この程度 か」 

テラは肩で息をしながら も、 仇敵から目を逸らさない。 

萎えそうになる 心を、 怒りが必死になって支えている。 

精神力が枯渴してし まい、 つぎなる呪文を詠唱しても、その効果を現出させることはできる 
かは自信がなかった。だが——構うもの か。 

テラは、 くちびるの端をわずかに吊り上げ、微笑んだ。 

ついにこの瞬間が、《幻視》により垣間見た未来が、 今、 現実のものとなるの だ。 

賢者の覚悟を悟った のか、 セシルが 「やめろ、 そんなことを すれば！」 

「無茶な！そなたの身がもたぬ！」ヤンも声の限りに叫ぶ。 

だが、テラの決意は変わらなかった。 



ファイナルファンタジー IV 下巻 


「精神力が干上がったのなら ば、 代わりにこの命を捧げようぞ！」 

詠唱がはじまつ た。 

ふと、、 、シ ディアの 長老 ミンゥの 言葉が脳裏を よぎる。 

しかし、そなたは老いた 身。々 堕星//など使っては—— 〇 
それでも詠唱はつづく。 

賢者の顔に刻まれているのは固い決意。揺るぎない覚悟。そして微笑み。 

ゴルべーザの体が、わずかに動いた。 

が、 つぎの瞬間に呪文が発動。 

頭上から降り注ぐのは、ひと抱えもありそうな無数の 岩。 

術者の怒りが炎に 転化し、 その岩を燃え滾ら せる。 

「封印されし黒魔法 —— ♦堕星 / S か」 

漆黒の甲胄が、我が身を守ろうとするかのように両手をかざす。 

その程度で、封印されし伝説の黒魔法の威力を軽減できるはずもない。 

ゴルべーザの 体は、 荒波に翻弄される木の葉のように 舞い、 ついに崩れ落ちた。 

片膝を つき、 苦しむゴルべ ー ザを 前にし、テラの 顔から笑みが消える。 

持てるすべての精神力、さらには生命力までもを//堕星//に注ぎこんだ反動で、肉体から急 
速に生気が失われてしまったの だ。 




賢者と呼ばれし老人は両膝を床に つき、 前のめりに伏した。 1 56 
「ょもや//堕星//を使ぅとはな」ゴルべーザが立ち上がつた。「だがクリスタルは、すでに我 | 

が手の中 I そこでかたわらに立つカインを見やる。 ■ 


糸の切れた操り人形の ごとく、 その体から力が抜け、どうと倒れる。 

テラのゥ堕星 / S の余波を受けたためであろう。 

「 —— 術が解けた か。まあよい、 お前の役目は終わった」 

ゴルべーザがヵィンに背を向けた瞬間だった。 

セシルが抜刀。その漆黒の背に向けて突進する。「逃がさん！」 

それを予期していたかの ように 振り返ったゴルべ ー ザは、 右の掌を聖騎士へとかざす。 
腹部に強い衝撃を受けた セシルは、 思わず両膝をついてし まう。 

その前にゴルべーザが立ちはだかった。 

再び、漆黒の甲胄が掌をセシルに向ける。 

ヤンもシドも動けずにいた。 

死を覚悟したかの ように、 セシルが目を 閉じる。 

しかし——予想に 反し、 何も起こらなかった。 

恐るおそるセシルは目を開く。「なぜ . とどめを刺さない」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


ゴルべーザが、怯えたように後退った。「お前は、いったい——」そこまで言う と、 一行に 
背を向け、逃げるようにしてその場から消える。 

「セシル殿」 

呪縛が解けたようにヤンが、そしてシドがセシルのもとへ駆け寄る。 

ヤンに支えられ、立ち上がったセシルは、 

「ぼくはいい。それよりもテラを-」 

シドが頷き、テラを抱き起こした。「しつかりしろ」 

「倒せなんだか……」賢者のくちびるから弱々しい声が漏れた。 r ミンゥの言うとおりであっ 
たな。憎しみに囚われ、闘った報いであろう」 

「嚷ってはいかん。すぐに トロィ アへ運んでやるぞい！」 

「セシルよ . ど、っか、ど、っかアンナの仇を-」 

テラの 視界が、 ゆっくりと暗くなってゆく。 

「目を開けん かい！ このくそ 爺！」 シドがテラの体を揺さぶっ た。 

「テラ殿」ヤンの目に涙が浮かぶ。 

「テラ——アンナの仇は、ぼくらが必ず討つ」 

セシルの言葉を聞き届け ると、 テラはアンナのもとへと旅立つ た。 






何度も名を呼ばれた。 

無意識の沼に沈んでいた意識が、ゆっくりと浮上する。 

-カイ、 ✓ ! 

誰 だ、 俺を呼ぶのは？ 

-しつかりしろ、カィン！ 

ようやく、 それがセシルの声なのだと理解す る。 

だが、 心が目覚める ことを 拒絶して いた。 

気を失う直前に耳に した、 ゴルべーザの言葉が思い出される。 

「術が解けたか。まあよ い、 お前の役目は終わった」 

そして奴は、俺をここに残して姿を消した。 そう、 俺は捨てられたの だ。 

術が解けただと —— ？ 

笑止。俺は、お前に操られたことな ど、 一度たりともない。これまで常に自分の内なる声に 
従い、生きて きた。 誰にも命じられず、本能の赴くままに。 

それは、ゴルべーザも承知していたのではないのか？ 

偶然、 互いの利害が一致したことで行動をともにしただけではなかったのか？ 
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まぁ、ぃぃ。 I 

奴が逃げ失せたところで、俺は何も変わらない。 I 
これまでと同じょうに、自分の意思で行動し、道を切り拓いてゆくだけだ。 I 
カインは、まぶたを開いた。 I 
目の前にセシルの顔があった。 I 
不安そうなその表情が、歓喜のそれへと一変し、ついで双眸が涙に揺れる。 I 
——なぜ、泣くのだ。俺などのために。 I 
親友の姿が眩しかった。その真っ直ぐで一片の曇りもない視線が、まるで見る者の心の闇を I 
呑みこまんとするかのょうに感じられる。 I 
カインは、目を逸らすことができなかつた。 I 
「すまなかった、セシル」背負いつづけてきた罪の意識が言葉となって、震えるくちびるから I 
零れ落ちた。「俺は、何ということをしてしまつたのだ …… J I 
聖騎士が口を小さく振る。「操られていたんだ」 I 
「いや、違う。意識はあった。それなのに、俺はローザを —— J I 
「ローザ？」セシルの表情が一変した。「ローザは、どこに」 I 
カインは、セシルの手を借りて立ち上がると、頭上を仰ぐ。「この上の層にいる」 I 
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シドの言葉が合図と なり、 一行は走りはじめる。 

先頭をゆくのは、カイン。 

——塔の最上 層に、 果たして ロ ー ザの姿はあるの だろうか。 

ゴルべーザは、言つていた。「宴の準備は整つた」 と。 

そして「無益な殺生 ほど、 空しいものはなかろう」 とも。 

カインは、さしたる理由もなく、その言葉を信じていた。己の心の暗部が、ゴルべーザの持 
つ闇と共鳴しているかの ょうに、 そこに嘘や偽りがないと囁いている。 

とはいえ、奴の狙いは、まつたく見当もつかなかつたのだが。 

階段を駆け上がり、前方に立ちはだかる扉を蹴り破る。 

そこには、後ろ手で縛られた、ひとりの女の姿があつた。 

あれからずつと気を失つたままなの か、 顔を伏せられたままだつた。 

頭上には、細い ロ ー プで吊り下げられた巨大な刃が揺れている。 

「——ローザ！」 

セシルがカインを追い越し、愛する女のもとへと駆け寄る。 

その声に目を覚ましたのだろう か、ロ ー ザが顔を上げた。疲弊し切つている ょうで、 表情は 
暗く、どことなく 目も虚ろだつた。 

「気をつけろ。刃が落ちる-」 
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カインの言葉に呼応し、セシルが抜刀。ロ ー ザの自由を奪う戒めを断ち斬る や、 彼女の体に 
手を まわし、 後方へ跳躍。 

つぎの瞬間、いかなる力が作用したのか、ロープが切断されて巨大な刃が落下した。先刻ま 
でローザの囚われていた場所に、その殺意の切っ先が突き刺さる。 

セシルは、大きく息を吐く と、 剣を収めて ロ ー ザに向き直った。 

「間一髪じやつたの」とシド。 

「信じてた」ローザが顔を伏せ、額をセシルの胸に預ける。「きっと助けに来てくれると」 
「すまなかつた。こんなに遅くなってしまって」 

女は、小さく首を振った。 

セシルがそんな彼女の背に腕をまわし、やさしく抱きしめた。 

「やれやれ、お熱いこっちやな」シドが笑った。 

ヤンも笑みを浮かべ、 r これでひとつ、目的を果たせましたな」 

カインだけが、セシルとローザから目を逸らせるょうにして床に視線を落としている。 

—間一髪？ 

本当に、そうなのだろうか。 

視界の隅で抱擁するふたり に、 カインはなぜか違和感を覚えた。 

ふと、ゴルべーザの言葉が思い出された。//今しばらく待つがょい。やがてお前の恋敵であ 
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るセシルは命を落とし、あの娘はお前のものとなる——ク。 

カインは、 小さく嗤 つた。 

俺は、 何を期待しているの だ。 もう 宴は、 終わったというのに。 

-と0 

セシルの腕の 中で、 ロ ー ザが身じろぎする姿が見えた。 

彼女の右手に現れた のは、小さな、 それでいて研ぎ澄まされた 光。 

カ インは、 弾かれたように顔を上げた。そして思い出す。 

あれは、バロン城はセシルの私室での出来事——。 

迫るカインに考えを改めさせようとして、ローザが短剣を取り出したことがあった。 

恐らく、 あのときのものだろう。 

カインは戦慄した。宴は、まだ終わってなどいない。それは、これからはじまる。奴はロー 
ザの 心を、 あの忌まわしき術に より 操っているの だ。 

カインへの褒美——それは、ローザがセシルを亡き者にする こと。 

親友を裏切った男に相応しい のは、 愛する男の命を奪った 女。 

同じ罪を背負えば こそ、 ふたりは離れられなくなる。 

ゴルべーザは、そう言いたいのだろう。 

口 j ザの手にした短剣に気づいている 者は、カ イン以外にいなかった。 このまま 傍観者を決 
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めこめば、セシルはここで命を落とし、ゴルべ彳ザを止める者はいなくなる。 

そして、俺はローザを手に入れるの だ。 

カ インは、 奥歯を強く嚙 み、 両の拳を握りし めた。 

いいのか？本当に、それでいいのか？ 

確かに、それで俺の望みは叶う だろう。// 共犯 / S という 絆で、 俺たちは結ばれることになり、 
互いの心の傷を舐め合いながら生きていくこと になる。 

-目を閉じろ。そうすれば、 夢は現実の ものとなろう。 

そうカインに囁くのは、己の理性だった。しかし—— 

「ローザ！」 

本能が叫んだ。 

その白い手が血にまみれるなど、許すことはできない。 

カインは ローザに駆け寄る と、 彼女の右手を取っ た。 誰にも見咎められる ことなく、 そこに 
握られた短剣を奪い、懐に隠す。セシルの戸惑いに気づいた が、 構わなかった。 

「許して くれ、ローザ。俺は、 操られていたばかりではなかった」女の手を取った まま、 その 
場で 跪く。「俺は、 君に……側にいてほしかった」 

ローザの掌に、あのときの傷があった。 

カインがそこに強く触れると、わずかに血が滲んで くる。 女の体が、小さく震えた。この痛 
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みが彼女の戒めを解くことを期待する。 

「カイン—」 

ローザの声に、竜騎士は顔を上げる。 

白魔道士の目に光が戻っていた。だが、まだ状況が呑みこめないのだろう。目を大きく見開 
き、「私は、いったい——」つづく言葉を必死で探しているようだった。 

そんな彼女に、カインは力強く頷く。 

ローザは、かたわらのセシルを見やる。 が、 それは一瞬のこと。すぐにカインへ向き 直り、 
同じように頷いた。「一緒に戦い ましよう、 カイン」調子を合わせてくる。 

「ええい、ごちゃごちゃ言っとる場合じゃなかろうが」 

シドが声を張り上げた。「ここは危険じゃぞ」 

立ち上がったカインの肩を、セシルが叩いた。 

「君の力が必要 だ。 ともに闘ってくれるな」 

「セシル……すまなかった」頭を垂れた。 

頷いたのか、ただ顔を伏せただけなのか。 

それはカイン自身にもわからなかった。 





と- C 

遠く、地鳴りにも似た音が聞こえてきた。 

同時に壁が、床が微細な振動を刻みはじめる。塔の崩壊という最悪の事態が脳裏をよぎった。 
一刻も早く、ここから脱出しなければならない。 

下層への階段を降りようとしたときのことだつた。 

風が吹いたように感じられた。つづいて前方の空間に異変が生じる。 

不可視のはずの大気の流れが見えた。 

それは渦巻き、次第に巨大化してゆく。 

渦の中心に、人型が現出した。 

風が止むと同時に、それが姿を現す。女性としか見えなかった。 

だが、人間であるわけがない。絶世の美女としか形容のできない美貌に、凄惨な笑み。足先 
が床から離れていた。宙に浮いているのだ。 

身の丈ほどある髪は、その一本ずつが生命を宿しているかのように不気味に蠢いていた。 

「——バルバリシア」ヵィンは 叫び、 手にしていた槍を握りしめる と 身構えた。 

「お前も寝返つたようだね、ヵィン」バルバリシアと呼ばれた美しき魔物のくちびるが、さら 
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に吊り上る◦「愚か者め。それだけの力を持ちながら」 

お By も 

その部分で、ローザが身を強張らせたが、それに注意を払う者はいなかった。 

「寝返ったのではない」とカイン。 

その言葉は真実だった。誰に命じられたわけでもない。 また、 誰に操られたわけでもない。 
内なる声に導かれる まま、 本能に従って生きてきただけなの だ。 

誰もが そうであるように、 カ インの 心の中にも光と 闇と が ある。 相反す る その ふたつは、 し 
かし、たったひとつの 望みへ と 向けられ ている。 愛しい ローザ、 その 人に。 

——そのためならば、俺は聖者にも悪魔にもなれる。 

「覚悟はできているようね」とバルバリシアが嗤った。「だが、もはや々堕星 / S の使い手はい 
ない。ここで仲良く葬り去ってやろう」 

女の体が、疾風の速さで動いた。 

突き出されたのは、肉食獣の如く引き締まった腕。 

それをシドが寸前でかわした——ように見えたが、のけぞる老技師の左の肩口から、血の赤 
が弾け飛んだ。「くっ、何じゃこれは！」 

「風だ」カインが叫ぶ。「こいつは風を自在に操る」 

バルバリシアの体の動きに大気が反応し、それが凶器となる。己の間合いを無視した攻撃を 


67 




仕掛けることができるのが、四天王のひとりである所以。 

セシルが、傷ついたシドをかばうよう にして、 その前に立つ。「ヤン！」 

「応！」弁髪の拳闘士は、風の魔女へ突進。 

右の腰にためた 拳を、 相手のみぞおちへと叩き こむ。 

しかし宙を舞う羽毛の ように、 バルバリシアの 体は、 ヤンの作り出した大気の乱れを敏感に 
察知。軽やかにその必殺の一撃を かわす。 

拳が空を切りながらも、ヤンに焦りの表情はなかった。 

体を沈める と、 すぐ背後にいたカインが跳躍す る。 

ヤンの動きは、竜騎士の姿を隠すためのものだった。 

虚を突かれた形のバルバリシアは反応できなかった。 

「おのれ！」 

カインの槍に腹部を 貫かれ、 美貌が 歪む。 悪鬼の如き表情へ と 一変して いた。 
r —— む」ヤンが後方へと飛び退く。 

カインもそれに 気づき、 間合いを 広げた。 

「これは— 」とセシル。 

周囲の大気が、足元から上方へと急激に上昇。 

バルバリシアの怒気を孕むその颶風は、頭上で黒煙のように姿を変えた。一瞬、空が割れ、 
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光が疾る 。暗雲の中では、 そこに生じた無数の氷の結晶同士が激しい摩擦をくり返して いる。 
それにより負の電荷が蓄積され ていた。 

一行を取り巻くのは正の電荷。正と負——両者の間の電位差が、一線を越える。 

「喰らうがいい」バルバリシアの声が合図となった。 

放電は、落雷という形で一行を直撃。それは電位差が中和され、大気中から耳を聾する轟音 
が消失するまでつづき、カィンたちは片膝を折ることとなつた。 

と ——五人の体を淡い光が やさしく 包み こむ。 

ローザの♦療光ゥだった。 

失われた生命力が戻ってくる。 

とはいえ、 戦況が不利である ことに 変わりは ない。 

「ロ ー ザは、 わしに任せろ。 セシル、 お前は——」 

シドの 声に、 聖騎士が 頷く。 

セシルとヤンは互いに顔を見合わせた あとで、 バルバリシアとの間合いを一気に詰めた。 
気勢をそぐ ように、 再び大気が 動く。 

風は、瞬時にして勢いを 増し、 魔女を中心とした渦を形成した。 

ヤンが拳を叩きこむ。だが、大気の壁を貫くことはできず、その代償として手を鮮血に染め 
た。 風が止まぬ 限り、 手出しはできぬようだった。 




剃刀の如き旋風の 中、 バルバリシアの体が浮かび上がる。 

その顔には恍惚の表情。拳の痛みに苦悶するヤンを指差した。 

「させる か！」セシルが頭上に掲げた剣を 振り下ろす。 しかし見えない壁に阻まれ、その一撃 
は無情にも跳ね返されて しまう。 

風が舞ったかと思う と、 その急激な大気の流れがヤンを呑みこんだ。 

嵐に翻弄される木の葉の ょうに、 ヤンは死の舞踏をはじめる。 

やがて 踊り 疲れたかの ょうに、 僧兵の長は崩れ落ちた。 

つぎにバルバリシアが指差した のは、 セシル。 

そのとき、カインが跳躍。頭上の暗雲の中に姿を消したかと思うと、槍の切っ先を足下のバ 
ルバリシアへ向けて急降下す る。 

飛行中の竜の背から敵陣の只中へと飛び降り、その勢いを攻撃に転化し、壊滅的な打撃を与 
える——竜騎士がもっとも得意とする奇襲作戦だった。 

カインは、 それを応用したので ある。 

渾身の一撃は、バルバリシアの作り出した風の壁を粉砕する。 

魔女の端正な顔が、驚愕に歪む。 

カインは嗤 った。 「空中戦は、お前だけのものではない」 

その 機を、 セシルが見逃すはずもなかっ た。 ヤンも立ち上がり、拳を固める。 
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そして—— 

バルバ リシアが、 ついに両膝を床に つく。 己の血にまみれた掌を見つめて いる。 肩が小さく 
震えたかと思うと、顔を上げた。そこには恍惚の笑み。 

「私が死ねば、この塔は跡形もなく消えうせる」 
r 何 —— 1_ 

「大地へ叩きつけられるまで祈りでも捧げているがょいぞ」 

断末魔の哄笑のあと、バルバリシアの体がひび割れ、砕け散った。 

同時に、先刻からつづいていた塔の振動が、激しさを増す。 

「エンタ^ — プライズへ」とセシル。 

だが、シドが「駄目じ や、 間に合わん」 

「私につかまって」ローザが一行の顔を見まわす。 

ヵインは、 しばし躊躇した のちに、 差し出されたローザの右手を握った。 

ローザがヵインを引き寄せ、耳元で囁く。「ありがとう」 

竜騎士は、視線をそらせた。 

視界が眩い白に包まれる。 

ローザの//転移//が発動した瞬間、塔が崩壊をはじめた。 




緩い風が、大地を渡って ゆく。 

エンタ1ブライズ号の甲板に立つロー ザは、 その風に誘われるかのよぅに船首へ と 足を向け 
た。 右の掌に巻かれた 包帯を、 やさしく握りし める。 

眼下に、ァガルトの村が見えた。 

バロンより遥か南方、採掘された鉱石を主な収入源とする小さな村である。 

そこから視線をやや北へ向けると、噴煙を上げる山が目に入った。 

あれが、地底世界への入り口なのは間違いない。 

一行が地底を目指すことになったのは、ヵインの言葉が発端だった。 

ローザの々転移々によって、辛くもゾットの塔から脱出した一行は、バロン城のセシルの部 
屋で実体化した。 

命こそ助かったものの、セシルの落胆は大きかった。 

テラを失ったばかり か、トロイ アの神官から借り受けたクリスタルも奪われてしまった。ゴ 
ルべーザを倒し、四つのクリスタルを奪還するといぅ目論みは、すべて潰えたの だ。 

ローザの//治癒ゥで傷を癒すヤンとシドの表情も一様に暗い。 

そのとき、ヵインが語りはじめたのである。 
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「ゴルべーザは、まだクリスタルを四つしか揃えていない」 

意味を理解しかね、一行は互いに顔を見合わせた。 

カインがつづける。「そう……闇のクリスタルだ」 

「そういえば」とセシル。 r 土のクリスタルゥを手渡したときに、奴は言つていた。これで地 
上の四つのクリスタルは、我が手中に収まつた——と」 

「噂に聞いたことがあるぞい！」寝台に腰掛けていたシドが立ち上がった。「この世界の四つ 
の クリスタルは、 言うなれば表の クリスタル」 

そのあとを引き受けたのはヤン。「つまり裏のクリスタルも存在する、と——？」 

「しかし問題は、それがどこにあるのかじやな」 

シドは大きく息を吐く と、 腕組みをした。「言葉どおりに考えるのならば……表が地上だと 
すると、裏は地底ということになるが」 

「さすがシドだな」カインが感心したように言う。 

「しかし穴でも掘らんと地底へは行けんぞ」 

「ゴルべーザは、言つていた。光と闇……すべてのクリスタルを揃えたときに、月への道が開 
かれると」カインは窓辺に近づき、そこから外を眺める。 

「月への道？」セシルが眉根を寄せた。 

「それ以上の ことは、 この俺にもわからぬ」一行を振り返るカ イン。 その手には握り拳ほどの 
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大きさの、真紅に輝く石があった。「これを渡しておこう」 

石を受け取ったセシルは、それをまじまじと見つめた。 

溶岩の塊といったょうな石である。 

表面が、今にもどろりと溶け出してしまいそうなほど赤く、わずかに明滅していた。 

しかし熱は なく、 ひんやりと冷たい。 

「これは-」とセシルは顔を上げ、カインを見やる。 

「鍵だと言っていた。ゴルべーザがな」 

r -1_ 

「この石を掲げることで、地底への道が開けるらしい」 

「それは、どこなの？」ヤンの治療を終えたローザが、ふたりのもとへやってくる。 

カインは小さく首を振った。「わからん」 

「何を考えこんどる。わしらには、エンタ1プライズがあるじゃろう。わからなければ探せば 
ょい。この世界なんぞ、あっという間にひとまわりじゃわい」 

「でも、あれはゾットの塔に——」 

「ふん、甘く見てもらっては困るのう。最新型の飛空艇じゃぞ。遠隔操作で、すでにこのバロ 
ンへと戻つてきとるわい」 

「ならば、決まりですな」ヤンが拳を固めた。 
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「出発は明朝。それまで、ゆっくりと体を休めることじゃ」 

こうして、 地底への道を探す探索がはじまっ た。 

エンタ1プライズ号を 駆り、 世界中のあらゆる土地を訪れる。 

最後にたどり着いたのが、辺境の村ァガルトだった。 

一行は、ドヮーフ族の末裔が住むと言われるこの村の中央部に、古ぼけた井戸を発見す る。 
セシルの掌の上で、真紅の石の明滅が、何かに呼応するかのょうに速まってゆく。 

「どうやら、ここのょうじやな」 

シドの言葉に、セシルは頷き、井戸の中へ石を投げこんだ。 

ふた呼吸ほどののちに、大地が揺れた。 

村の北にそびえるアガルト鉱山が鳴動し、噴火した。 

エンターブライズ号へと戻った一行が、上空から山頂を見下ろすと、そこには巨大な穴が穿 
たれているのが見えたのだった——。 

船首に立つローザは、黒煙を吹き上げるその大穴を見つめている。 

-と。 

かたわらにカインが立っていることに気づいた。 

「お前は船室へ行って いろ。 出航する」竜騎士が言った。 

「カ イン、 私は- 」 



ロ ー ザは何かを言いかけた が、 口をつぐみ、カインに背を向け歩きはじめる。 

胸に去来するのは、例えようのない不安。 ゾット の塔で、カインの静止がなければ、自分は 
セシルを傷つけていた—— 否、 命を奪っていたかもしれない。その点では、カインに感謝して 
もしきれない。しかし、それでもカインの心が見えなかった。 

ロ ー ザとカ インは、 幼いころから、ずっと一緒に育っ た。 

互いの性格は、知り尽くしているつもりだった。そう、これまでは——〇 
しかし、彼は変わった。ゴルべーザに操られ、自分の知らないことを知り、自分が見たこと 
もないものを見てきたはずだ。 

船室へとつづく扉の前で、口—ザは振り返った。自分の知らないカインが、そこにいる。も 
、っ、 あのころには戻れないのだと、ローザは痛感し、目頭が熱くなる。 

エンタ1プライズ号が動きはじめた。 

船首を下げ、大穴に向かって急降下する。 

黒煙に突入した ことで、 周囲が闇に染まって ゆく。 

ローザは、カインの姿が闇と同化してゆくような錯覚を覚え、身震いす る。 

しかし——それでもローザは、カインを信じた。 

思い出は決して自分たちを裏切らない。そう、心に強く言い聞かせて。 
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闇に塗り潰されていた視界が、一瞬で真っ赤に染まる。 

同時に、 息苦しいまでの熱風がエンタ1ブライズ号の甲板を舐めていった。 

カインは、 船首から体を 乗り出し、 眼下の光景を見やる。 

赤と黒の斑が広がっていた。 

広大な溶岩の海に、黒々とした陸地が見える。 

—— 地底世界は、灼熱の地だった。 

このどこかに、四つの々闇のクリスタル / S が隠されているらしい。 

絶対に、奴に渡してはならない。 

しかし、あのゴルべーザを出し抜くことなど、果たしてできるのだろうか。 

無理だろうとカインは思う。 

あの漆黒の魔 人は、 こちらの動きをすべて見透かしているかのようだった。もしかしたら、 
この大穴を開くための赤い石を俺に持たせていたのも、計算の内なのかもしれない。 

となれば、地底世界で待ち受けているのは、さらなる悲劇。 

結局のところ、俺たちは、奴の掌の上で踊らされているだけなのか。 

カインは、静かに眼を閉じた。 
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それでも不思議な ことに、 カインはゴルべーザを憎んではいない。 

奴は、俺をヤンやローザのように操ろうとはしなかった。俺の心の闇が、ゴルべーザと共鳴 
し、 同調したに過ぎない。それを知っていてもなお、奴は —— 〇 
ゴルべーザの真意が知りたかった。 

ふと、自分はどうしてここにいるのだろう。 

そんなことを考えてしま/っ。 

一度は仲間から離れ、世界を我が物に しようと する勢力に加担した。それな のに、 なぜ恥を 

さらしてまでセシルたちのもとへ一民つてきてしまつたのか。 

わかって いる。 名誉や自尊心をかなぐり捨ててでも手に入れたいものがあるから だ。 

カ インは頭上を 仰ぐ。 

それでも涙は零れて きた。 

視界いっぱいの 闇が、 生き物の ように 揺れて いる。 

ここからは星々 も、 月 も 見ることはできない。 

——月か。 

ゴルべー ザは、 言って いた。 

すべての光と闇のクリスタルがそろえば、月への道が開かれる と。 

月への憧れなどは、カインには一切ない。 




しかし、犯した罪を一生背負いながら生きてゆくことを考えれば、この母なる大地を離れ、 
自分を知る者のいない世界で暮らすのも悪くない選択だと思えて くる。 

ロー ザとふたりきりで月に降り立った自分の姿を想像した。 

「あれは-」 

カインの夢想を断ち切ったのは、セシルの叫びだった。 

前方へと視線を 転じる。 

二艇の《赤き翼》があった。 

それは、すでにゴルべーザがこの地底世界へと潜入していることを物語っている。 

カインは己の無力を 悟り、 奥歯を強く嚙んだ 。 

「交戦 中よ。でも、 いったい誰と —— 」 ロ ー ザが船首へと駆け寄ってく る。 

「戦車部隊のようだな」言って、カインは舵を握るシドを振り返っ た。 「シド、このエンタ彳 
ブライズには、何を積んでる」 

「武器などあるわけがなかろうが」 

カインの予想したとおりの答えだった。 

シドは、 自分の開発した飛空艇が戦に使われることを恐れていた。そのため、これまでずっ 
と武器の搭載を頑なに拒んでいたのだった。 

ゴルべーザによって破壊のための兵器へ と 生まれ変わった《赤き翼》 を、 彼がどういった気 









持ちで見つめているのかは、想像するまでもなかっ た。 

再び、 カインは前方へと向き 直る。 

あの戦車隊への援護はできないということになると—— 

「危険だ」セシルが叫んだ。カインと同じことを考えていたよう だ。 

このまま飛行をつづければ、無数の砲弾の行き交う戦場へ と、 無防備なまま突っこむことに 
なつて しまう。 それは避けなければならない。 

しかし シドは、 「駄目じ や、 ここでは旋回できんぞ」 

「どうして-」 

「このエンタ1ブライズは装甲が 薄い、 溶岩の上は飛べぬのじや」 

「つまり、このまま 突つ切る と？」とヤン。 

「それしか方法はないからの」 

そう言って、シドが舵輪の右にあるレバーを 引く。 

エンタ1ブライズ号の推進力が増した。 

その 瞬間、 甲板が激しく揺れる。 ロ ー ザが悲鳴を上げた。 

エンタ1ブライズ号が被弾したの だ。 

恐らく《赤き翼》がこちらの存在に気づき、標的を変えてきたの だろう。 

「ええい、強行突破する！しっかりつかまっとれい」 
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こうな っては、 すべてを運に任せるしかな かった。 

二度目の被弾。エンタ1ブライズ号の速度が、がくりと落ちる。 

機動力を活かすために、装甲を薄くしたのが裏目に出たようだった。 

「痛い か、 エン ターブライズ！ 辛抱して くれい！」 

シドの 祈りは、 天に届かなかった。 

「——落ちる」セシルが叫ぶ と同時に、 エンターブライズ号が失速。 

大地へ吸い寄せられるかのように高度を落としていった。 

2 

「ご無事だったか」 

そう気遣いの言葉をかけて きたのは、ドヮ ー フの王ジ オットだった。 

《赤き翼》からの砲撃を受けて不時着した エン ターブライズ 号は、 想像以上の損傷を 被り、こ 
のまま飛行をする ことは 危険な状態に あった。 

そこで一行は、飛空艇をあとに し、 近くにそびえる城へ向かったので ある。 

城に住まうのは、ドヮーフという種族。肌は 黒く、 背が低い。しかし、がっしりとした体格 
をして おり、 何よりも人間に対して非常に好意的だった。 




そのドワ ー フたちをまとめ 上げ、 地底世界を治めている王ジオット も、 不時着したエンタ 1 
ブラィズ号を気にかけて おり、 開口一番、一行の無事を確かめて きた。 

そんな ジオットに 片膝を つき、 礼を尽くしたあとで 
「闇のクリスタルは——」とセシルが切り出す。 

ドヮーフの王は、小さく首を振った。「残念だが、すでにふたつのクリスタルが、奴らの手 
に渡つてしまつておる」 
r ——やはり間に合わなんだか」とヤン。 

「ここまで、 奴の動きが速いとはな」カィンも拳を固める。 

「いやいや、勝負がついたわけではないぞ」ジ オットが、 そんなふたりに微笑む。「残りのふ 
たつは、まだ無事 だ。 そのうちのひとつは、この城にある」 

なるほど、と ヤンは思つ た。 

《赤き翼》がドワーフた ちと 交戦していたのは、この城にあるクリスタルを奪うためだったの 
だ。となると、 まだ安心はできない。相手はあのゴルべーザなのである。再び襲撃を仕掛けて 
くるのは火を見るより明らかだった。 

それは ジオットも 理解して いるようだ。だからこそ、 

「とはいえ、 クリスタルを奪われるの も、 時間の問題かもしれぬがな」 

と弱気な言葉を吐いたのであろう。 
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いかに屈強な種族ドヮーフとはいえ、戦車だけでは城を守りきれるものではない。 

ヤンは頷いた。「確かに飛空艇相手では分が悪いですな」 

「ほう、 あれは飛空艇と呼ばれておる のか。 ここには空がない からのう。 上の世界に、あのょ 
、っな ものがあるとは思わなんだ」 

「何が あっても、 奴——ゴルべーザに クリスタルを 渡してはなりません。それを阻止するため 
ならば、 ぼくたちも喜んで協力させていただきます」 

立ち上がったセシルに、ジオットが頭を下げる。「それはありがたい。自慢の戦車隊 も、 上 
空からの攻撃にさらされ ては、 ちと苦しい。そこで相談なのだが……そなたたちの飛空艇とや 
らで、我らの戦車隊を援護してもらえぬだろうか」 

「それが —— 」 

言葉に詰まったセシルの あとを、 シドが引き受けた。「奴らからの砲撃を受けて不時着した 
ことで、ちょいとばかりいかれちまったんですわい」 

「そうか」 とドワー フの王は 嘆息し、 頭上を仰ぎ見た。とはいえ、すべてをあきらめたという 
表情では ない。 「修理には、どれぐらいの時間がかかりそうなの だ。 必要なものがあれば、 こ 
ちらで用意させてもらうが」 

「ありがたいお言葉じゃが、応急処置ぐらいしかできそうにありませんな」 

「ここでは設備が足りぬか」 
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「それも あるが、 飛べるようになったと ころで、 エンタ 1 プラィズの装甲では溶岩の海を渡る 
ことはできんのです」 

「なるほど。では、どう すれば- ？」 

「一度、地上へ戻り、ミスリルで装甲を施さねばならんじやろうな……」 

そこでシドは考えこむようにうつむく。 が、 すぐに顔を上げた。「よっ しや。 ひと 走り、 
行ってくることにするかのう」 

ローザが目を丸くした。「行くって . どこへ」 

「バロンに決まっておろう」 

「-ンド！」セシルも驚いたように声を上げる。 

「何、すぐに戻るわい。よい子で待っとるんじやぞ」 

「シド . 気をつけて」 

不安そうな ローザに、シドは、 「ほっ ほ。ローザよ、わしに 惚れるな よ！」と 微笑んだ あと 
で、 玉座の間から 出て 行った。 

その背中が見えなくなってから、セシルがジオットへと向き直る。 

「ところで、この城のクリスタルは、いったいどこに？」 

玉座に座るジオットが、肩越しに背後を見やった。 

「じつはな、 この玉座のうしろに隠し扉が ある。 わしの目の黒い うちは、 何人たりともクリス 
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タルには近づけぬというわけじや」 

自信たっぷりの王を尻目に、ヤンは、眉根を寄せた。 

この気配は、いったい……。 

神経を研ぎ澄ます。ヤンの目が鋭くなった。睨むときの視線が向けられているのは、ジオ ッ 
卜の言う隠し扉の 奥。 そこにはクリスタルが置かれていると いう。 

「どうした、ヤン」とセシル。 

r ——気配を感じる」ヵィンも、それに気づいたようだった。 

「間違いない。あの扉の 奥に、 何者かが潜んでいる」 

ヤンの言葉に、ジオットが立ち上がる。そして、 

「何を しとる。早く扉を開けい！」 ドワ ー フの 近衛兵に 命じた。 

セシルを 先頭に、ヤン、ヵィン、そしてロー ザが開いた扉の奥へ と 飛び こむ。 

小部屋の中央に台座が あり、 そこに闇のクリスタル——その名のと おり、 黒い輝きをたたえ 
た水晶が安置されていた。 

クリスタルは、無事だった。 

しかし、ヤンの顔に安堵の表情は浮かばない。見つめているのは、床に転がる六体の人形。 
親が幼い娘に買い与える ような、 何の変哲もない人形である。 

なぜ、このようなものが、ここに……。 
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と- C 

人形が一体、また一体と起き上がる。 

「こいつら……生きているのか」ヵィンは身構えた。 

一行の見つめる 中、 人形たち が、 けたたましい声で哂いはじめる。 

「ぼくらは、 陽気なヵルコブリーナ」 

「怖い けれど、 じつは可愛い人形さ」 

「まったく、馬鹿な人間たちだょね」 

「こんな場所まで、やつて来るとは」 

「残念だけど、もうお別れの時間だ」 

「その首を手土産にさせてもらうょ」 

3 

襲いかかってくる人形に、セシルたちは応戦。 

魔物を相手にしたときと勝手は違う ものの、 容赦などで きぬ。 つぎつぎと人形たちを斬り捨 
てて ゆく。 最後の一体を両断した ところで、 一行は大きく息を吐いた。 

しかしヤンは、緊張を解こうとはしなかつた。 
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生命を宿した人形の話な ど、 これまでに聞いたことはない。とすると、何者かに操られてい 
たと考えるのが適切であろう。 

そしてその者は、近くにいる可能性が高い。 

人形の残骸が、小さく震えた。 

「くそ 一。 よくも やったな、 人間め」 

「痛いよ一、痛いよ痛いよ痛いよ一」 

「でも、もうこの 場所は報告済みさ」 

「さあ、 このあと何が起こるかな？」 

「ぼくらの仇を討っていただこう！」 

「ゴルべーザ 様！ どうぞこちらへ」 

言い残し、人形が跡形もなく消え失せた。 

同時に、一行の前方に闇が生じる。それは次第に人型となり —— 

「ゴルべーザ！」ヤンが叫んだ。 

漆黒の甲冑に身を固めた男が、そこに立っていた。 

「先日の宴は気に入ってもらえなかったようで残念な限りだ」 

ゴルべ ーザは、セシルを、 ついで ローザ、 最後に ヵィンを 見つめた。「私なりに趣向を凝ら 
したつもりであったのだがな」 



「黙れ！」セシルが剣を正眼に構える。「クリスタルは渡さない」 

漆黒の甲胄が揺れた。嗤っているよぅだった。 

「私が、なぜクリスタルを集めているのか-その理由も知らぬというのにか」 


「光と 闇、 合わせて八つの クリスタルは、 月へとつづく封印されし道を指し示すための道標。 
すなわち、バブイルの塔を復活させる鍵となるのだ」 

バブイルの塔 —— 。 

それはバロンより遥か 南、 エブラーナ領にそびえ立つ巨大な塔で ある。 

いつの時代に建てられたものなのかさえも定かではない。入り口には強固な封印が施されて 
おり、 何者の侵入も拒みつづけていた。 

そのバブイルの 塔が、 月への道だというのである。 

ゴルべーザはつづける。 「月には、 我らの人知を超えた力が眠るという」 

「その力を手に入れようというのか」とセシルは身構えた。 

ヤンも浅く腰を落とす。「そのようなことを許すわけにはゆかぬ」 

「このクリスタルで七つ。残すところは、あとひとつとなつたわけだ」 

ゴルべ ー ザは、 左手の台座で鈍く光る々闇の クリスタ ルゥに目をやった あとで、 一行へ と 向 
き 直る。 r これ も、 すべてお前たちのお陰 だ。 感謝している」 
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その言葉が合図と なった。 

ヵィンが頭上高くへ跳躍した直後に、ヤンは 拳、 セシルが剣を立てつづけにゴルべーザの甲 
胄に叩き こむ。 ついで落下の勢いを利用したヵィンの一撃。 

ゴルべーザは動かなかった。 

「この程度か」ただ甲胄をわずかに 揺らし、 嗤っただけ。「では、前祝いと ゆこう。 受け取れ、 
これが私からの最後の贈り物だ」 

漆黒の面類の奥から、鉛の眩きが漏れた。 

ヤンは、 それが呪文の詠唱だとすぐに思い当たる。「させるか！」 

追撃のため、拳を固めた瞬間だった。 

周囲の大気が急激に低下。肌に刺すような痛みを感じた直後、その異変に気づく。足が動か 
ない。否、指先さえも動かすことができなくなっていた。 

呪縛の冷気である。 

「動かぬ体に残された 瞳で、 真の恐怖を味わうがよい」 

ゴルべーザが右腕を掲げる。「参れ、黒竜！」 

床から黒い霧が立ち昇ったかと思うと、ゴルべーザの前に巨大な影が出現した。 

ヤンは、我が目を疑う。 

ゴルべーザが召喚したのは、闇色をした 竜。 




その鋭い双眸が自分に向けられていることを、ヤンは理解していた。 

ここで死ぬわけにはゆかない。 

もちろん、死ぬのを恐れているわけでもない。 

ヤンは全身に力をこめた。しかし指一本さえも動かすことができなかつた。 

ホブス山での出来事を思い出す。 

そう、 あのとき私は十七人もの掛け替えのない仲間を失つてしまつた。 

黒竜が喉を垂直に立て、咆哮を上げた。 

ファブールから出航した船での悲劇が 蘇る。 

海に投げ出されたリディアを、私は救うことができなかつた。 

黒竜の吐き出した漆黒の霧が、ヤンを包みこむ。 

体中の生命力が、根こそぎ失われた。 

呪縛こそ解かれたものの、死の一歩手前にある肉体が床に崩れ落ちる。かろうじて許されて 
いるのは、呼吸をすることだけ。自分の意思では、目も閉じられない。ヤンは、目の前でくり 
広げられる、さらなる惨劇を見つめる他なかつた。 

ヵインが黒い霧に呑み こまれ、 力尽きたように 倒れる。 

ヤンの脳裏を横切つたのは、賢者テラの最期。 

ゾット の塔で彼を救えなかつた ことが、 今でも心を締めつ ける。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


つぎに黒い霧の餌食になった のは、 ロ ー ザ。 

悲鳴も上げずに、気を失ったかのように床に伏した。 

-やめて くれ！ 

ヤンは声なき悲鳴を上げた。 

もう、 たくさんだ。これ以上、大切な仲間が倒れてゆくのは見たくない。 

黒竜が最後に目をつけたのはセシルだった。やめろ。やめてくれ！ 

-と。 

ヤンの祈りが天に届いたのか、周囲の闇が薄れる。 

いつの間に か、 大気に光の粒子が混じって いた。 その白い粒子は、黒竜の前に立ちはだかる 
ようにして収縮。つぎの瞬間、実体化し、美しい白い竜の姿となった。 

純白の翼が開くと同時に、白き竜はク息//で闇を打ち払う。 

黒竜が霧散し、呆然と立ち尽くすゴルべーザの姿が見えた。 

「もう大丈夫よ」 

白き竜が消えたと同時に、どこからか声が聞こえた。 

姿を現した のは、 緑の髪をした魔道士と思しき女性だった。 

「君は-」 とセシル。 

ヤンも己の目を疑った。 




しかし彼女は、あのとき確か七つか八つの少女だったはず。それなのに、 今、 目の前にい る 
彼女は、成人した女性にしか見えない。 

いつたい、どぅして——？ 

疑問は尽きなかった が、 それでもヤンは素直に望外の再会に涙した。 

お®り、リディア-〇 


自由を取り戻したセシルに よって、 生死の境を彷徨っていたロ ー ザ、 ヵ イン、 そしてヤンが 
再び立ち上がる力を取り戻す。 

セシルの心にも様々な疑問が渦巻いて いた。 だが、今はそのことを考えるよぅな余裕などな 
い。 ゴルべーザを 倒し、 クリスタルを守る こと だけに意識を集中させる。 

幸いにして、リディアの登場と黒竜の消滅によって、ゴルべーザは動揺しているよぅにも見 
える。この機を逃すわけにはゆかなかった。 

リディアの召喚した土の巨人 タイタンが、 大地を揺るがす。 

一時的に平衡感覚を失ったゴルべーザに 向けて、 セシルとヤンは一気に間合いを 詰める。 
ふたりが注意を引きつけている ところへ、 頭上から槍によるヵインの一撃。 
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息をつく暇を与えぬ波状攻撃で漆黒の魔人を追いつめて ゆく。 

- と。 

追撃を試みたヤンに向けて、ゴルべーザが右の掌をかざす。 

セシルは反射的に動いて いた。 振り上げた剣を 一閃。 

ゴルべーザの右腕が宙を舞った。激痛を意味する咆哮が大気を震わせる。 

ヤンは勢いを落とす ことなく、 ゴルべーザの懐へ と 飛び こみ、 腹部へ左の 拳。 

「我らが同士の無念を、ここに！」 

さらに右の拳をめりこませる。「そしてテラ殿の仇を - 」 

ゴルべーザは体をくの字に 折り、 そのまま床に両膝をつ いた。 

とどめとばかりに、 ヤンの爪先が漆黒の面頰を蹴り 上げる。 

それで勝負がついた。ゴルべーザは背後へと吹っ飛び、背中から落下。動かなくなった。 
五人の顔に笑みが 浮く。 

自分たち は、 あのゴルべ ー ザを倒し、クリスタルを守つたの だ。 

「あなたのお陰ょ」 

とロー ザが、自分たちの窮地に駆けつけてくれたリディアを抱きしめた。 

召喚士 は、ロ ー ザの腕の中で照れ臭そぅに微笑む。 

「しかし、その姿は、いつたい —— 」とセシル。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


それは、誰もが感じている疑問だった。 

ょうやくロー ザに解放され たリディアは、 

「幻界へ行っていたの」遠くを見るょうな目つきで語りはじめた。 

* 

フアブールからバロンへと向かう途中、幻獣リヴアイアサンに遭遇してしまった。 

激しい波に船は翻弄され、風が吹き荒れる。 

私は海へ投げ出され、大渦に巻きこまれて意識を失った。 

そして- 

気がつく と、 私はひとり幻界にいた。 

幻界——それは幻獣たちの 住まう、 こことは別の世界。 

私はこの地を治めている幻獣王様と王妃様のもとへ通され、そこでリヴアイアサンが現れた 
のが偶然ではなかったことを知った。 

幻獣王様こそが、あのリヴアイアサンだったのだ。 

「すまなかった な、 リディア」 と 幻獣王様が頭を下げた。 

幻獣が人間界へ姿を現すには召喚士を媒介とする必要がある。そうでなければ、人間界に現 


97 




出してもその強大な力を制御できなくなってしまうからだ。 

それを理解していながらも、幻獣王様はリヴアイアサンへと姿を変え、人間界へと現れた。 
結果としてリヴアイアサンは風を乱し、海を荒らし、船を沈めるという大惨事を引き起こして 
しまったが、そこには一切の悪意や敵意はなかった。 

幻獣王様は、幻獣ォーディンからの報告によって、《赤き翼》が出撃したことを知っていた。 
その襲撃から、何としても私たちを救おうとお考えになった。もしも幻獣王様が行動を起こさ 
なかったら、私たちは海の藻屑となっていたでしようね。 

でも私は、行方の知れなくなったみんなのことが心配だった。 

そうしたら今度は王妃様が、 

「心配はいりません よ、 リディア。 あの事故で命を落とした者はいません」 

とやさしく教えてくれた。 

ふたりは、私のことをとても気に入つてくださつたようで、このままずつと幻界で暮らして 
はどうか、と薦めて くる。 

私は迷った。 

人間界へ戻ったとしても、故郷の村はもうない。ここにいれば、幻獣のみんながやさしくし 
て くれ、 争いや悲しみといつたものと無縁に暮らすことができる。 

でも- 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


人間界では、みんなが闘っている。 

自分でない誰かの ために、 涙を こらえ、 命を 懸けて。 

だから、私は言った。「幻獣王様、私は帰らなくてはなりません」 

こ、っしている間に も、 人々の間に悲しみの輪が広がっている だろう。 

私はまだ幼い。 でも、 きつと私にしかできないことがあると 思う。 だから——〇 
「仲間を想うお前のその気持ちを尊重し よう。 しかしな 、リディア」 

幻獣王様は、そこで難しそうな顔をした。「今すぐ仲間のためになりたいと考えているのな 
らば、余計に帰ることを急いではならんぞ」 

私には、その意味がまったく理解できなかった。 

王妃様が微笑んだ。「幻界と人間界では、時間の流れ方が違うのです。ここでは一瞬が永遠 
となり、また 永遠が 一瞬となります」 

さらに頭が混乱して くる。 まるで謎かけをしているよう だ。 

「お前にも理解できるように話してやろう」困惑する 私に、 幻獣王様がようやく助け舟を出し 
て くれた。 「ここ幻界では、人間界のように時間の流れが一定ではないの だ。 お前が望むのな 
らば、 お前の時間は永遠に も、 あるいは一瞬にもなる」 

つまり、こ/っいうことだつた。 

幻界で暮らす者は、それぞれ自分の望む時間の早さの中で生きることができる。 
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人間界での一日が、ここでは一瞬にもなる し、 十年にもなる。 

明日、 人間界へ戻ったときに数百年が経っていてほしいと願えば、そのとおりになる。また 
十年後に帰ったときに十日しか過ぎていないことを望むなら、そうなる。 

急ぐ必要な どない、 幻界 にいる限りは。 

突拍子もない話だった が、 なぜか私には信じられた。 

だから、幻獣王様の薦めに従って、この幻界で暮らすことにした。 

幻獣たちとの友情を 深め、 召喚魔法を学ぶ 日々。 

十数年にも及ぶ長い修行の 中で、 私は心身ともに成長していった。 

ある日、私は幻獣王様に呼び出された。 

「 I お前の大切な仲間が窮地に陥っておる」 

その言葉が、長かった修行の終わりを告げていた。 

セシル —— 〇 

その名が心に浮かぶ。片時 も 忘れた ことなどない。 

今の私なら ば、 彼の力になれる。彼を支えることができる。 

「リディア……私たちは、あなたの味方ですょ」名残惜しそうに、王妃様が私の手を握ってく 
れた。「帰りたくなったら、いつでも戻っていらっしやい」 

こうして私は、 幻界を あとにする。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


人間界では、あれから十日ほどしか経っていなかった。 

幻獣王様の言葉に、嘘はなかったのだ。 

* 

「この子が、あのミストの少女だとは——信じられん」 

ヵ インは、 ただ呆然とリディアを見つめた。 

うれしくないはずがない。 

王の命だったとはいえ、自分とセシルが ミストの 村の壊滅に関わってしまったのは事実なの 
だ。 その罪は決して消えることはない。しかし、こうして彼女が生きてくれていたことを知る 
と、背負っていた罪の重さが、少しだけ軽くなったょうな気がする。 

「私の ことは 覚えているかしら」 とローザ。 

リディアは微笑んだ。「忘れるわけがないわ」 と、 そこで 何 かに気づいた ょうに、 周囲を 見 
まわした。「テラのお爺ちやんとギルバートは——」 

尤黙。 

>vyt ^3/ 

戸惑う リディアに、 セシルが言った。 「テラは、 ゴルべ ー ザとの闘いで命を落としてしまっ 
た。 ギルバ ー トは、深い 傷を 負い、トロイ アで療養している」 
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「そうだったの」 リディアは 顔を伏せた。「もっと 早く、 こちらへ戻ってきていたら —— 
「違うぞ 、リディア」 ヤンが彼女に肩に触れる。「すべての 元凶は、 このゴルべ ー ザだ」 
一行が、床に倒れたままのゴルべーザの遺体を見つめる。 

そのときだった。 

少し離れたところに落ちて いる、 セシルにょって断ち斬られた右腕が 動いた。 

指が床を かき、 わずかずつではあるが前進をつづける。 

その目指す 先には々 闇の クリスタル// が あった。 

一行は驚きの 余りに、 その奇妙な光景を凝視するだけだった。 

主なき 腕が、 ついにクリスタルへと到達し、それをしっかりと握る。 

「私は —— 死なぬ」 

どこから か、 鉛の声が した。 

呪縛が解かれたかの ょうに、ヵ インがクリスタルへと駆け寄る。 

しかし間に合わなかった。寸前で腕はクリスタルとともに消滅して しまう。 
振り返った ヵインは、 ゴルべーザの遺体も消え失せていることに気づき、戦傈した。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


残る々闇のクリスタルゥは、ひとつだけ。 

ドヮ ー フ城 ょり 南西、溶岩の海に隔てられた辺境に、封印の洞窟と呼ばれる場所が あり、 そ 
の奥深くに隠されているという。 

まっとうに考えるならば、最後のクリスタルを死守するた め、 封印の洞窟へ向かうべきなの 
だろう。だが、あえてそうしなかった のは、 

「ゴルべーザが封印の洞窟に向かったのは 明らか。 しかし、案ずることは ない。 かの 地には、 
その名のと おり 強固な封印が施されて おる。 それを解かぬ 限りは、 いかにゴルべーザとはいえ 
々闇の クリスタル /S を手にすることはできぬであろう」 

ジオット王が自信たっぷりに言い放ったからだった。 

とはいえ、ここで待っているだけでは事態が好転するわけもない。 

「この城のクリスタルが奪われたのは、ぼくたちに責任があります」セシルはドワーフの王の 
前へ進み出る。「何か力になれることはないでしょうか」 

ジオット王は、しばらく思案したあとで口を開いた。 

「奴の目が封印の洞窟へ向けられている今 こそ、 好機かもしれぬな」 

「 -と 言います と？」 
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r ハブイルの塔へと潜入し、七つのクリスタルを奪還してもらいたいのだ」 

ジオットの大胆な提案に、一行は言葉を失った。 

ややあってから、ょうやくカインが言った。「確かにバブイルの塔は大地を 貫き、 ここ地底 
世界にもつづいている。しかし、あそこは——」 

ヤンがそのあとをつづけた。「敵の本拠地ではござらぬか」 

「いかにも」とドワーフの王は頷いた。「何、心配はいらぬぞ 。我ら 戦車隊が、奴らの軍勢を 
引きつけ る。 その隙にそなたらがクリスタルを奪還す る だけだ」 

セシルは、仲間たちを振り返っ た。 r ——どうする？」 

「クリスタルを奪還するだけ だ、 とは . 簡単に言つてくれる」とカ イン。 

リディアがそれに 頷く。 「敵の本拠地へ潜入するなんて」 

「確かに危険ね。でも —— 」 

ローザのあとをヤンが引き継いだ。「ゴルべーザからクリスタルを奪い返さねば、この状況 
を変えられぬか」 

カ インが大きく息を吐いた。「シドが戻らぬ 限り、 溶岩の海を渡る術はない。 つまり 封印の 
洞窟へ向かうことができない今、俺たちにできるのは——」 

「、ハ ブイルの塔へ行くしかないわけか」 

言ってから、セシルは四人の仲間たちの顔をゆっ くりと 見まわす。 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


彼らがつぎつぎと頷くのを見てから、ジオットへと向き直っ た。 

「わかりました。やつてみましょう」 

こうして一行は、ドワ ー フ城をあとに し、 バブイルの塔へ と 旅立ったので ある。 

氺 

左右を溶岩の海に挟まれた細い陸地を、北西へと向かう。 

やがて赤く染まる彼方の 闇に、 巨大な塔の威容が浮かび上がった。 

そして靴底をとおして感じられる、かすかな地響き。 

先行して いたドヮー フの戦車隊が見えて きた。 砲塔を高く 掲げ、 轟音とともに弾を 射出。 ふ 
た 呼吸ほどののちに 着弾し、 塔の外壁を浅く 削り取る。 

塔を破壊するほどの破壊力はない ものの、この 派手な攻撃で敵の目を引きつけていれば、確 
かに容易く内部へ潜入する ことは できそうだった。 

戦車隊を陣頭指揮しているドヮーフが、一行に気づき、やって来た。 

「あなたは——」 

リディアは、目を丸くして相手を見つめた。 

小柄なドヮ ー フの中に あっても、 さらにいくばかりか背が低い。体 も 細い部類に入るのだろ 




、っ。 浅黒い肌には、つやと張りが あり、 赤みを帯びた髪を無造作にうしろで束ねて いる。 年の 
ころ、八つか九つといつたところか。まだ少女とも呼べる歳のドワーフだつた。 

「あたしは ルカ。 よろしくね」 

リディアは差し出された手を握り 返し、 「リディアょ」 と 名乗っ た。 

ルカに仲間を紹介した あとで、リディアは 彼女とともに眼前にそびえ立つバブイルの塔を見 
上げる。 r ——ここに七つの クリスタルが あるのね」 

「、っん、そうみたい」言ったあとで、ルカはかたわらのリディアへ視線を転じた。「ごめんね、 
こんな役まわりを押しつけちやつて」 

「、っうん、 気にしないで。これは私たちの闘いでもあるから」 

「そうかもしれないけど」そこでルカはため息をついた。「客人をもてなすのがドワーフの礼 
儀 だ、 な一んて日ごろから言ってるくせにね…… 。まあ、 父上もそれほどまでに危機感を抱い 
ているつてことなのかなあ」 

「父上？まさか、あなたはジオット王の——」再びリディアは目を丸くする。 

「そうだけ ど、 それがどうかしたの？」 

「お姫様が、陣頭指揮を執っているなんて思わなかったから。でも、どうして——」 

ルカは、それには答えず、再びバブイルの塔を見やる。 

「許されるなら、あたしもゴルべーザと闘いたい」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「地底世界のために？」 

「それもあるけ ど、 あいつはあたしの人形たちにひどい ことを したから」 

言われて、リディアは気づいた。ドヮーフ城で襲いかかってきた六体の人形は、きっとルカ 
が大切にしていたものだったのだろう。そう思うと心が痛んだ。 

だからリディアは、「私たちに任せて」ルカの手を強く握った。「必ず、あなたのお友達の仇 
を討つから。——約束する」 

ルカの驚いたような表情が、微笑みに変わっ た。 「ありがとう」 

そこへセシルの声がかかった 。「リディア、 そろそろ出発し よう」 

「行ってくるね」 

そう言い残して、リディアは仲間たちのもとへと向かう。 

背後でルカの声がした。「必ず帰ってきて」 

振り返る と、 ドヮーフの少女が手を振っ ている。 

「 —— ルカ」 

「リディアとは、いい友達になれそうな気がする。だから —— J 
「大丈夫よ。心配しないで」不安そうなルカにリディアは微笑を返した。 
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戦車隊に よる 陽動作戦が功を 奏し、 一行は塔への潜入に 成功した。 

そこでヤンが違和感を覚えたのは、内部の構造を目の当たりにしたからだった。太古の昔か 
ら存在するバブィルの塔が、なぜこのような機械仕掛けなのか。 

ふと、 ゴルべーザの言葉が思い出される。 

八つの クリスタルは、 月へとつづく道を指し示すための道標。 

月には人知を超えた力が眠るとい、っ ——〇 

こうして塔の内部を眺めていると、ゴルべ ー ザの言っていることは真実なの だと、 ヤンは改 
めて思った。そして、奴がその眠れる力を手にしたと きに、 どれほど恐ろしいことになるのか 
も想像できるような気がした。 

ゴルべーザを止めなくてはならない。 

そのためには、この塔のどこかにある七つのクリスタルを取り戻す必要がある。 

先頭を行くのはセシル。そのあとにヵインがつづき、三番手のヤンは、自分の背後のローザ 
とリディアを守るようにして歩を進めて いた。 
r ——ヤンは、いつも私を守ってくれる」 

ふいにリディアが言った。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


いつの間にか隣へやってきていた彼女をちらりと見た あとで、 ヤンはすぐに前方へ と 視線を 
戻した。「そうだったか」 

「私は幻界で暮らしていたから、 もう 十年以上 も 昔のことになる。 でも、 片時も忘れたことは 
なかったわ。荒れ狂う海に投げ出された私を 助けようと、 真っ先に飛びこんでくれた」 

「仲間を助ける のは、 当然の こと だ」 

「ヤンにとって は、 当たり前のことなのかもしれない けど、 それがとてもうれしかつた。私も 
誰かのために自分の命を投げ出すことのできる勇気がほしかった」 

「それで、幻界での修行を決意したわけか」 

「ええ」 

リディアに微笑みかけられ、ヤンは困ったように頭をかいた。 

「幻獣のみんなも、ヤンに感謝していたわ」 

「——ほう。 幻獣が私に？」 

「幻獣王様や王妃 様、 それに —— 特にシルフたちが」 

「シルフが-なぜ？」 

「きっと勇敢な人が好きなのね」 

「静かに」 

セシルの小さい、しかし鋭い声が飛んだ。 
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ヤンはそれに瞬時に反応。無意識のうちにリディアを庇うようにして腰を浅く落とす。 
前方にふたつの人影があった。 

一行は物陰に身を隠すと、息を潜めてその様子を 窺う。 

ひとりは腰の曲がった老人。「ルビカンテ様、どうかお気をつけて」 

その老人の 前。 光り輝く床の 上に、 真紅の外套で全身を覆った男が立って いた。 ルビカンテ 
と呼ばれたその 男は、「案ずるな。 忍術とやらを使うエブラーナの 城は、 すでに 落ちた。もは 
や、 このバブイルの塔の起動を阻止しようと画策する者はおらぬ」 

老人がうやうやしく頭を垂れる。 

と ——ルビカンテの姿が眩い光に 包まれる。 

「留守は預けたぞ」その言葉を 残し、姿を消した。 

床から発せられていた光は消え失せ、周囲に薄い闇が戻って きた。 

老人は、顔を上げると突然、大きな声で嗤いはじめる。 

r ゴルべーザ様 も、 そしてルビカンテ も、 これでいなくなっ た。 そう、このルゲイェこそが、 
バブイルの塔の最高責任者となったのだ」うれしくてたまらないといった様子で、くるくると 
まわる。 踊っているつもりな のだろう。 

「変なお爺さん……」 

リディアが、 ぼ そりと眩いた。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


しかし、それがルゲイェを名乗る老人の耳に届いてしまったようだった。 

「そこにおるのは誰だ！」 

見つかってしまっては仕方がない。 

一行は物陰から 出て、 老人の前に立つ。 

「貴様ら……エブラーナの残党か」ルゲイェのしわだらけの顔が歪んだ。「違う。貴様はセシ 

ル か！ いったい、いつの間に——」 

ヵインが、一歩前に出た。手にしていた槍の切っ先を、老人に向ける。「お前が、ここの最 
高責任者だそうだな。ならば訊こう。クリスタルは、どこにある」 

「答えるとでも思っておるのか」 

「ならば答えたくなるようにするまでだ」 

「忠告して やろう。 ——爺だと思って、わしを甘くみぬほうがよいぞ」 

ルゲイェの顔に、ぞっとする笑みが浮いた。「なぜ、このような年寄りが、バブイルの塔の 
管理を任されておるのか。それは、わしがゴルべーザ様の有能な頭脳だから だ。 どれ、貴様ら 
も、わしの研究材料としてやろう」 

言い放つと、老人は大きく体を震わせた。 

いかなる力が作用しているの か、 その骨格が変化して ゆく。 

足が伸び、体が縮み、肩がはずれたように腕がだらりと垂れ下がる。筋肉が引きちぎられて、 
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皮膚が 裂け、 内部から金属と思しき質感が現れる。やがて、その姿は二足歩行する機械兵器と 
なった。両肩から突き出した銃口が、セシルに狙いを定めて いる。 

「本物の恐怖と いうものを、 貴様らに見せてやる」剥き出しになった眼球が、獲物を求めてせ 
わしなく動く。「——存分にな！」 

その言葉に一切の誇張はなかった。 

ルゲィェの分厚い装甲に、あらゆる攻撃が効果をなさない。 

セシルの剣は弾かれ、ヵィンの槍は跳ねのけられ、ヤンの拳が血に染まる。 

さらにまき散らされる 炎、 そして肩口の銃口から発せられた光の束が、五人の人間たちの生 
命力をじわじわと奪い去つて ゆく。 

一方的に蹂躪されるセシルたち。 

それでも彼らの心が折れるようなことはなかった。自分たちの肩に、人間だけでなく、ド 
ヮーフたちの未来もかかっていることを自覚している。 

たとえ渾身の一撃が、相手にかすり傷程度の痛手でしかないとしても、それは決して無意味 
なことだとは思わなかった。蓄積された傷が、やがて大きな損傷となることを 信じ、 一行は祈 
るよう な気持ちを胸にひたすら 闘う だけだった。 

やがて、探し求めていた勝利への糸口が見つかる。 

相手の消耗を肌で感じ取ったヤンは、みずからを鼓舞するかのように吠えた。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


それが味方の士気を上げ、劣勢だった戦況を引っくり返す。 

勝利の二文字が視界をちらつきはじめたときだった。 

ルゲイェの口から霧が噴出され た。 

それを全身に浴びた 一行に、 奇妙な現象が 起こる。 

味方の傷を癒すはずの ロ ーザの〃療光 /S が、 殺意を伴ってセシルらに襲いかかった。疲弊し 
た体を鉛のように重く し、 裂けた肌を銳く えぐる。 

痛みに歪む 顔。 セシルとカ イン、 そしてヤンの動きが鈍っていっ た。 

「どうして——」狼狽するローザ。 

セシルの一撃が、ルゲイェに打ちこまれる。 

しかし機械兵器は喜悦の笑みを浮かべるばかり。 

その光景に、ヤンは違和感を覚えた。 

——何かがおかしい。 

先刻、 あの霧を浴びてからという もの、 自然の法則を捻じ曲げたかのように奇妙な ことば か 
りが起こる。ロー ザの ク療 光ゥは傷を悪化 させ、また セシルの一撃はルゲイェから奪い去った 
はずの生命力を回復して いた。 

そこでヤンは気づいた。これは——罠なのかもしれ ない、 と。 

考えてみれば、あの霧による攻撃以来、ルゲイェはただ立ち尽くしているだけ だ。 我らの動 
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きを見れば、とどめを刺すのは今だと考えるはず。それなのに、奴は何もしようとしてこない。 

まるでこちらの攻撃を待つているかのように . 〇 

確かめなくてはなるまい。 

ヤンは背後の召喚士を振り返ると、 

「私に"炎撃，を」と叫んだ。 

リディアが驚いたのも無理のない話だった。この状況 下で、 自分を攻撃してくれと言われれ 
ば、 誰でも彼女の ような 反応を示す だろう。 乱心したと思われたのかもしれない。 

ヤンは真っ直ぐな視線で リディアを 見つめる ことで、 その誤解を解いた。 

リディアの現出させた火球が、ヤンを直撃す る。 

しかしそこに焼けつくような炎の熱さはなかった。代わりに傷ついた体が癒されて ゆく。 

リディアが目を丸くした。「どうして-」 

「彼奴の霧の仕業だ！」 

ヤンの言葉ですべてを理解した のか、 セシルとローザが同時に呪文の詠唱を開始。ふたりの 
ク療光// は 仲間に ではなく、 ルゲイェに向けられたものだった。 

癒しの光を浴びたルゲイェが、苦悶の声を発する。 

それでヤンは確信した。どのような仕組みなのかはわからなかった が、 あの霧には損傷と回 
復の効果を逆転させる力があるの だ。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


——ならば、それを利用しない手はない。 

ヤンは、懐から小瓶に入った水薬を取り出した。 

疲弊した生命力と枯渴した精神力を潤す//霊薬//である。 

それを恐怖におののくルゲイェへと投げつけた。 

小瓶が割れ、霊力に満ちた液体が鋼の体躯を濡らす。 

「クリスタルを探していると言っておった な。 だが、ひと足遅かった ょう だな」崩れ ゆく 己の 
肉体を見つめた あとで、 突然ルゲイェが嗤いはじめた。「このバブイルの塔は大地を 貫き、 地 
上と地底を結んで おる。 七つのクリスタルは、すでにルビカンテが地上へ移したのだ」 

r 何 —— 1_ 

「残るひとつ も、 時間の問題であろう。おお、そろそろ時間だな。ドヮーフどもの城は、わし 
の造った巨大砲で瓦礫の山と化す。この地底世界でゴルべーザ様に歯向か、っ者はいなくなるの 
だ。 そして、ついに月への道が開かれる-」そしてルゲイェは絶命した。 

* 

ルカが、ドヮーフのみんなが——〇 

リディアは、 溢れて くる 涙を拭う ことなく、 走りつづける。 




ル ゲイェの言葉が真実なら ば、もう 時間はほとんど残されていない ことになる。 

それでも一行は、わずかな望みを捨てようとしなかった。 

だから 走る。 走りつづける。 

-と。 

どこからか聞こえてくる電子音。 

先頭を行くセシルが足を止めた。見る者を威圧するかのような巨大な——門と呼ぶのが適切 
であろう扉が、一行の前に現れた。 

「ここだ」と誰かが眩いた。 

リディアは、 その言葉に 頷く。 根拠などない。ただ己の本能を信じるだけだった。 

ヤンが跳躍した。強烈な足技を 受け、 扉がゆっくりと開いて ゆく。 

電子音が 大きくなる。 

殺風景な通路とは異なり、内部には様々な機器が立ち並んでいた。それを操作していた三体 
の魔物が、一行の存在に気づいたのか振り返る。 

カ インは、 室内を見まわした 。「巨大 砲とやらの制御室のようだな」 

図星だった のか、 魔物が剣を手に 取る。「貴様ら、 どうしてここに——」 

「ル ゲイェは、も、 っいない」 

セシルは、1物を威圧するかのように進み出た。「ドワーフ城への攻撃を中止しろ」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


しかし魔物はその言葉に耳を貸そうとしなかつた。 

奇声を上げ、侵入者へと襲いかかる。 

セシルと ヵ インは容赦しなかつ た。 瞬きする 間もなく、 魔物たちを斬り捨てた。 
そのうちの一体が、ょろけながらも立ち上がり、制御盤に剣を振り下ろす。 

「これで巨大砲は止められぬ」言い残し、その場に崩れ落ちた。 

制御盤から火花と黒煙が上がりはじめる。 

「しまつた。何とい うこと を——」セシルは言葉を失つ た。 

一行は制御盤へと駆け寄る。 が、 どうすればいいのか見当もつかない。 

照準がドヮーフたちの城へ固定されていることだけはわかつ た。 

「ドヮ j フのみんなが……」リディアは己の無力を 嘆き、 涙を流す。 

「くそ。 どうにかならんのか」とヵインが手にしていた槍を床に叩きつ けた。 
しばらくの沈黙の あと、 

「爆破するしかなさそうだな」とヤンが顔を伏せ、眩いた。 

四人の視線が、ヤンに集中する。 

弁髪の男は、顔を上げると「それ以外に、ドヮーフたちを救う術はない」断言した。 
「しかし、どうやつて——」セシルは、最後まで言うことができなかつた。 
r ——ごめん」 
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ヤンが雷光の疾 さで、 仲間たちへつぎつぎと蹴りを放つ。 

四 人は、 それに反応で きず、 体をくの字に 折り、 制御室の外へと吹き飛ばされた。 

真っ先にセシルが立ち上がり、ヤンのもとへ 走る。 

その鼻先で扉が閉じられた。 

「 ——開けろ！ヤン、ここを開けるんだ」カインが 叫ぶ。 

ヤンが鍵をかけてしまったようだった。扉は、びくとも動かない。 

「妻に伝えて くれ。 私の分も生きろと」 

扉の向こうから声が した。 「——楽しい旅であった」 

つぎの瞬間。 

凄まじい轟音が 扉を、大気を、 そして四人の体を震わせた。 

電子音は聞こえなくなっていた。 

「ヤン、 どうして——」リディアはその場に泣き崩れた。 

7 

バブイルの塔は大地を貫き、地上と地底とを結ぶようにして建造されていた。 

だが、どうやら 地上部と地底部は分断され ており、 何らかの特殊な手段を使わぬ 限り、 双方 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


を行き来することはできないようだった。 

一行は、これ以上の探索はあきらめ、ドワーフ城へ帰還することにした。 
その道中。 

塔内部の無機質な通路を、重い足取りで歩く。誰もが無言だった。 

—— なぜ、みずから死を選んだのだ。 

ヵィンには、ヤンの行ないが理解できなかった。 

ドワ^ — フたちを救うために？ 

俺たちが彼らと出会ってから、どれだけの時間が経った。 

どれほどの言葉を交わし、心を通い合わせたというの だ。 

義理や友情は、確かに存在したかもしれ ない。 

しかし、それは命を懸けるほどのものだったのだろうか。 

しかもヤンには、妻がいたと いう。 我が子を身ごもった最愛の妻が —— 〇 
彼女を残して、どうして死を選ぶ必要が ある。 

今という瞬間のために未来を捨てるな ど、 何と愚かな行為であろう。 

ヵィンの意識は、ヤンを完全に否定していた。 

だが、無意識は違う。 

彼を尊敬し、その英雄的な生き様を羨んでいた。 




やりきれない思いを必死で 鎮めようと、 カインは拳を強く握りし める。 心を塗り潰している 
のは、 ゴルべーザへの 怒り。 体中を流れる血が、ぐつぐつ と 沸騰して いる。 

そのときだった。 

カインの抱く憎悪の感情に呼応するかの ように、 どこからか鉛の声が響き渡る。 

「小賢しい真似をしてくれたようだな」 

「ゴルべ ー ザ！」カ インが 吠えた。 

しかし鉛の声に感情の起伏は感じられない。 

ただ、ひと言——「さらばだ」 

つぎの瞬間、塔が激しく揺れる。床が崩れはじめた。 

「きゃああああああっ！」リディアの悲鳴。 

足場を失った一行は、足下に広がる闇へ吸いこまれるようにして落ちて ゆく。 

頭上の光が急激に小さくなる。 

死を覚悟した 瞬間、 背中に衝撃を 感じ、 落下が 止まった。 

「危ないところじやったな」 

暗闇の中から、懐かしい声が聞こえた。 

「-ンド！」ローザが声を上げた。 

一行を受け止めたのは、シドが操船するエンタ1ブライズ号の甲板だった。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


しばらく 闇の中を航行して いたが、 やがて前方に小さな赤い光が見えて くる。 

「つかまっ とれ。 飛ばすぞ」 

シドが言った直後に、エンターブラィズ号が加速した。 

闇を背後に置き去り にし、 塔から 脱出。 同時に甲板に熱気が溢れた。 

「シド、どうして——」とセシル。 

「地底世界へ戻ってきてみれば、すでにお前たちは塔へ潜入したあとじ ゃった。まったく、こ 
のわしを置いて ゆく とはな……」シドは軽やかに舵輪を操りながら 、笑った。「そこで、 仕方 
なく塔の周囲を調査して おったところ、 地下へつづく怪しげな穴を発見した」 

「それが、ぼくたちの落ちた——」 

「うむ。どうやら《赤き翼》の格納庫のょうじゃった。飛空艇をすベて取り戻せば、ゴルべ一 
ザの戦力も機動力もがた落ちになるじゃろう？それで策を練っていたと ころに、 お前さんた 
ちが上から落っこちてきこったというわけじゃ」 

「ありがとう、シド。 助かったわ」 とローザ。 
r ——ところで、 ヤンが見当たら ぬょう だが」 

甲板に沈黙が流れた。エンターブラィズ号のエンジン音だけが大気を震わせて いる。 

口を開いた のは、 セシルだった。「巨大砲を破壊するた めに、 自分の身を犠牲して」言いた 
くないことを言わねばならないときの口調で ある。 
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「ドワ ー フのみんなを守るために——」リディアが涙ぐんだ。 

その召喚士に気づいた シドは、 「そこのお嬢ちやん は？」 

「リディア だ、 ミストの生き残りの——」 

セシルの言葉をシドが遮った。「追ってきおったか」 

背後へと視線を転じた一行が目にしたのは、一艇の《赤き翼》。 

両者の距離が、急激に縮まって ゆく。 

《赤き翼》の船首が光った。その直後、エンタ1ブライズ号の甲板が激しく揺れる。 

「撃ち落そうというのか」とヵインは奥歯を嚙んだ。 

セシルが舵輪を握るシドに駆け寄る。「振り切れないか」 

「う 一む。 こちらのほうが性能が上のはずなんじやが な。 恐らく奴らも、《赤き翼》を改造し 

おったんじやろう」 

エンターブライズ号は、ドワーフ城の尖塔をかすめ、飛行をつづける。 

「ドワーフたちのところへ逃げこむわけにはゆかん . 」 

「追いつかれちやうわ」リディアの声が飛ぶ。 

「残念じやが、地底での闘いは向こうに分が ある。 ここは一度、地上へ 戻り、 態勢を整えるの 
が懸命じやろうな」 

しかし《赤き翼》との距離は、さらに縮まる。 
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「エンジンが持たぬ か。セシル、 舵を頼む」 

舵輪を聖騎士に譲った シドは、 甲板中央の船室へ姿を消す。 

戻っ てきた老 技師は、ひと 抱えも ある 見慣れぬ物体を手にしていた。 
「エンタ ー ブラィズが地上へ出た ところで、この 爆弾を 使い、 穴を塞ぐ」 
カ インは 眉根を寄せた。「爆弾を——？| 


「こんなもんは 


できれば使いたくないんじやが な。こ、 つでもしないことには、《赤き翼》 


を振り切れそうにもないからのう」 

言つてから シドは、ひとり 船尾へ と向かう。 

そんな彼のもとへローザが駆け寄る。 「シド、まさか、 あなた 




「お前とセシルの子の顔が見たかったが 


」シドは一行に背を向けたままで言つ た。 「これ 


も運命というやつじゃろう。ヤンが寂しがるといかんしな」 

「 ——お 爺ち ゃん！」 

悲鳴にも似たリディアの叫びに、シドが振り返った。 

「こら。せめて、おじちゃんと呼ばんかい」 

にやりと笑っ た。が、 すぐに真顔に 戻る。 

地上へと抜ける大穴が見えて きた。 

視界が闇に染まっ た。 そう思った瞬間に、目の前が光に満たされる。 
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「飛空艇技師 シド、 一世一代の見せ場じゃあ！」 

シドの姿が甲板から消えていた。 

「— yF —」カインが叫ぶ。 

瞬きするほどの短い間の あと、 轟音が響き渡った。 

ホ 

噴煙を上げるアガルト鉱山があった。 

セシル、 ロー ザ、 そして リディアは、 右舷からその光景を見下ろして いる。 

カインだけが三人から離れたところに立ち尽くしていた。 

竜を摸した兜の面頰を下げ、泣いた。 

幼いころに父親を亡くしたカインは、同じように孤児だったセシルとともにバロン王に引き 
取られ、育てられた。様々な試練に耐え、修練を積み、ふたりは栄達を重ねて今の地位を築い 

た。 その 陰には、 いつもシドの姿があった。 

あるときは 父親のように 厳しく、 また あるときは 祖父のように やさしく、ときには 古くから 
の友人のように接してくれた シド。 その明るい人柄と思いやりに満ちた言葉に救われた ことは、 
一度や二度では ない。だが、 その シドは、もういない。 
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「どいつ も、 死に急ぎやが って！」 

ヵインは吐き捨てるょうに叫んだ が、 それは同時に自分を置いていかないでほしいとの懇願 
でも あった。俺を、 ひとりにしないで くれ。 

ゴルべーザへの憎しみは、依然として心に焼きついている。 

しかし- 

それとは異なる感情が、少しずつ大きくなってきているのをヵインは実感していた。 

恐怖。 

ゴルべ ー ザを恐れる気持ちが、憎悪を呑み こみ、 肉体と精神を支配しはじめていた。 
仲間たちが——自分を知る者たちが、つぎつぎと命を落として ゆく。 

—— つぎは誰だ？ 

リディアか？ セシルか？ それとも口^ —ザ？ 

やがて俺を知る者は、誰ひとりとしていなくなるのかもしれない。 

他者とのつながりが一切断たれた世界で、俺は何のために生きる？笑顔を 忘れ、 言葉を発 
する こともなく、 孤独に打ち ひしがれ、 涙に溺れ、死んで ゆく。 

それが心底、恐ろしい。 

ゴルべーザを倒さねば、その想像は現実のものとなろう。 

しかしそのために、これから 先、 どれほどの犠牲を払うことになるのか。 
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想像するほどに怖くな ってゆく。 

俺はいったい、どうしたらいいのだろう。だが、シドはもう何も答えてくれない。 

8 

見慣れた 室内、まくし 立てる母親の声を 聞き流し、 お気に入りの椅子に腰掛けて いる。 
それは、 ローザにとってのありふれた 日常。 

しかし、ようやくそこへ 戻って こられたというのに、 心が鉛の ように重い。 

地底世界を脱出しバロン城へ帰還したローザは、セシルたちに何も告げることなく、バロン 
の城下町にある自分の生家へ戻ってきていた。 

母親は、久しぶりに帰ってきた娘の顔を見るや泣き出し、それが収まってからようやく彼女 
を家の中へ入れる と、 今度は延々と説教をはじめたのだった。 

娘が自分の話を聞いていない ことに 気づいた のだろう、 

「もう二度と、どこにも 行かないで おくれよ」 

ローザの顔を m きこむようにして懇願した。 

それにローザは応えず、ただ顔を伏せた。 

「やっぱり、 お前を白魔道士なんかにす るべき じゃなかった」 
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母親が、 再び泣き はじめた。 

ローザは、小さく ため息を ついた。 

——お母さんは、何もわかってくれていない。 

もしも 私が白魔道士でなかっ たら、こうやっ て生きて戻ってくる ことは できなかった かもし 
れないのに。 きっと、 この世界で何が起こっているのかも知らないの だろ、 っ。 

「お前も、そろそろどこかへ嫁いでもいいんじゃないかい」泣き止んだ母が唐突に言った。 

ローザは、 弾かれた ょうに 顔を上げた。「お母さん——」 

「私は、ヵィンがいいと思うんだけど……」 

「——やめて」ローザは立ち上がった。 

「やはりセシルがいいのかい？」 


答えない娘に、母親は小さく首を振った。「わかっ てるよ。 お前がセシルを好いていること 
ぐらい。 でも、 セシルは《赤き翼》の任を解かれたって噂じやないか」 

「私を厄介払いしたいの？白魔道士を辞めさせたいだけなの？それとも単にファレル家の 
血筋が絶えてしまぅことだけが心配なの？」 

「そんな……私は ただ、 お前に幸せになってほしいだけで」 

叱られた子供のよぅに小さくなる母親を見て、ローザは罪悪感を覚えた。「ごめんなさい、 
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お母さん」それから自分を産み、育ててくれた女性に微笑みかけた。「でも大丈夫よ。私は、 
自分の手で幸せをつかみ取るから」 

おずおずと顔を上げた母親だが、口を開こうとはしなかった。 

「お母さんだって、昔は白魔道士だったん でしよう。 それで騎士のお父さんと 出会い、 結ばれ 
て、 幸せになった。私 も、 きっとそうなる わ。 だってお母さんの子供だもの」 

「ローザ……」 

「私、白魔道士になって本当によかったわ」 

言ってから、ローザは母親に背を向けた。 

その言葉に含まれた半分の嘘を隠そうとするかの ように。 

そして、 溢れて くる 涙を見せまい として。 

戸口へと歩くローザに、慌てたように母親が声をかけた。「どこへ行くんだい」 

「行かなくてはならないの」 

引きとめようとする母親を振り切り、あてもなく歩きつづけた。 

町は活気を取り戻しつつある。行き交う人々の顔には笑顔が浮かんでいた。しかしローザは 
知っ ている、 その平穏が虚飾に過ぎない ことを。 彼らは闇の台頭に感づきながら も、 素知らぬ 
振りを し、 幸せな自分を演じて いる だけなの だ。 

ロ ー ザはそれを理解しながら も、 そんな彼らを羨ましく思っ た。 
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——白魔道士を志すことがなければ、私も彼らと同じように生きられたのだろう。 

気がつく と、 町の北西にある高台の前で足を止めて いた。 

その上には、シドの家が建って いた。 

老技師の帰りを待つ娘が住んで いる。 

シドの死を、 彼女に伝えなくて はならない。 

それは、 幼いころから可愛がってもらった自分の役目だと思っ ている。 

とはいえ、 やはり気が重い。 

まるで金縛りに遭っ てし まったかの ように、 つぎの一歩が踏み出せない。 

白魔道士は傷を癒す、言うなれば生を支える存在。高位の魔法を修得すれば、死の一歩手前 
にある 魂 さえ も呼び戻す ことができる。 それなのに今の 私は、 白魔法にも限界が あることを、 
万能ではない ことを 告げにゆかねばならない。 

肉親の死を知った彼女の、泣き崩れる姿が目に浮かぶようだった。 

そして自分には、何もしてあげられることはない。 

——できない。 

そんな残酷な ことは、 自分にはできない。現実から逃げていると後ろ指を差されても構わな 
かった。溢れる涙を拭おうともせず、ローザは城へ走った。 

無性にセシルに会いたかった。 
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寝台に腰掛けて泣き じやくる ロ ー ザを、 セシルは見つめていた。 

バロン城の左の塔、最上階にあるセシルの私室。 

突然、 ローザが部屋へ駆けこんで 来て、 何も言わずに泣きはじめたの だ。 

それでもセシルは、彼女にその理由を訊こうとはしなかった。 

ただ やさしく 見つめ、 ロー ザが落ち着くのを待ちつづけた。 

しばらくしてから、ょうやくローザが顔を上げた。泣き腫らした目が赤い。 

「-ンドのことかい？」 

セシルの 問いに、 ローザが 頷く。 「亡くなったのを知らせることができなかった」 

「すまない。本当ならばバロンへ戻ってから、ぼくが真っ先にしなくてはならないことだった 
のに」セシルは、頭を下げた。「何を言っても言い訳になってしまうだろう。でも気が動転し 
ていて、何から手をつけたらいいのかわからない状態なんだ」 

「セシル——」 

「それだけじやない。ファブールにヤンが亡くなったことも伝えなければ」 

「そうね」とローザが眩いた。 

ふたりは、言葉を忘れてしまったかのょうに沈黙した。 
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その静寂を破ったのは、 

「もう一度、 バブイルの塔へ行き ましよう」という 女性の声だった。 

「リディア-」 

彼女は、ふたりの前までやって くると、 「せめてシドとヤンの亡くなった場所で手を合わせ、 
遺品のひとつでも発見してから家族に報告したいの」と言った。 

セシルとローザは、それに頷く。 

が、 その表情には影が落ちたままだった。「ぼく も、 できればそうしたいと思っている。し 
かし、地底世界へとつづく穴は崩れ、塞がってしまっている」 

-と。 

「道はある」今度は、男の声がした。 

「カイン！」部屋へ入ってくる竜騎士の姿を認め、セシルは叫んだ。 

「ルゲイェの言葉を覚えているだろう。バブイルの 塔は、 地上と地下を貫くようにして造られ 
ている。必ず、どこかに入り口はあるはずだ」 

「そうね」 と ロー ザ。 「私たちがアガルト鉱山の山頂から地底世界へ入っ たときには、 すでに 
ゴルべ ー ザは、 ふたつの々闇の クリスタ ルゥを手に入れ ていたは ずよ」 

そのとおりだ、とセシルは思つた。 

ここで失意に 暮れ、 時間を浪費して いる だけでは何の解決に もならない。 




-考える よりも、 まず 動け！ 

それは、 子供の ころから シドに何度も言われてきた言葉だった。 

まず、 バブイルの塔へと 侵入し、 地底世界を目指す。 

そこから先の ことを、 今から思い悩んだところでどうなるというの だ。 

ふと、真紅の外套を身にまとった男がルゲイェに言っていた言葉が思い出される。 

——忍術と やらを 使うエブラーナの 城は、 すでに落ちた。 もはや、 このバブイルの塔の起動 
を阻止しようと画策す る 者は おらぬ。 

「エブラーナか」セシルの目に光が 戻る。 

バブイルの塔が地上に突き出しているのは、エブラーナ領。 

そこへ向かえば、道が開かれるとの確信があった。 

9 

エブラーナ城は、廃墟と化して いた。 

人間はもちろん のこと、 魔物の気配さえも感じられない。 

ときおり 吹く風が、調子はずれの笛の音のように寂しげに聞こえてくるだけだった。 

——忍術と やらを 使うエブラーナの 城は、 すでに 落ちた。もはや、 このバブイルの塔の起動 
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を阻止しようと画策する者はおらぬ。 

ルビカンテのその言葉は真実だった。 

リディアは、エブラーナの民と会ったことは一度もなかったが、悲しみに胸が張り裂け そ、 っ 
だった。 そう、 闘っていたのは、私たちだけじゃなかった。この城で暮らしていた彼ら も、 自 
分たちの故郷を、そして世界を守るために命を懸けていたのだ。 

これ以上の捜索は無意味と判断した一行は、城をあとにする。 

北を見やる と、 不気味に輝くバブイルの塔の威容が目に飛び こんで来た。 

リディア たちは、 エブラ ー ナ 城を訪れる 前に、 一度、塔への侵入を試みて いる。 しかしその 
周囲は切り立った山々に囲まれて おり、 近づくことさえもできずにいた。 

「打つ手なしか」とカインが眩いた。 

リディアは反論し ようと 口を開いた が、 言葉が出てこなかった。 

そんな自分が悔しくて、奥歯を強く嚙む。 

「いや、まだあきらめるわけにはいかない」とセシルが言っ た。 

彼が見つめているのは、西の海岸線。 

バブイルの塔を取り巻く険しい山 脈は、 そこで終わりを告げている。 
r ——エブラーナの生き残りか」カインが言った。 

「どういうこと？」リディアには、その 意味が理解で きなかった。 




「煮炊きの匂いが、かすかに風に混じっているんだ」セシルは歩きはじめた。 

一行も、そのあとを追う。 

あの山のどこかに、エブラーナの人たちが隠れ住んでいる——〇 

相変わらずリディアは、セシルたちの言う匂いを嗅ぐことができなかったが、それでも疑う 
ようなことはなかった。廃墟と化したエブラーナ城には、ただのひとつも遺体は存在しなかっ 
た。連れ去られたわけでないのなら、どこかへ避難したと考えるべきだろう。 

「エブラーナとバロンは、国交がなかったの」リディアの横にローザがやってきた。「こんな 
に遠くて、しかも海に隔てられた孤島にあるから仕方ないことかもしれないけど」 

「それじ ゃ、 エブラーナのことは何も-？」 

「そうね。忍術と呼ばれる、不思議な技を使う一族だということぐらいかしら。魔法とは違っ 
た理論で、大自然の力を利用すると聞いたことがあるわ」 

「そんな人たちでも——」 

リディアは、そこで言葉を切った。 

歯が立たなかった、という言葉を呑み こむ。 それを口にしたら、自分たち四人では、ゴル 
ベーザに太刀打ちできないことを認めてしまうと思えたからだ。 

セシルが立ち止まった。 

岩山に穿たれた穴があった。ゆうに大人が通れるほどの大きさである。 
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そこでょぅやくリディアにも煮炊きの匂いを嗅ぐことができた。どこか懐かしい気分になっ 
てく る。 ふと亡くなった母親の顔を思い出し、目の奥が熱くな った。 

セシルを先頭に、薄闇に支配された洞窟の中を進んで ゆく。 

「妙だな」言ったのはカインだった。 

「ああ」とセシルがそれに同意す る。 「人の気配が感じられない」 

リディアの心に渦巻く不安は、一歩進むごとに強くなる。 

そのときだった。 

セシルとカインが同時に足を止める。 

小さな影が、ふたりの前に生じていた。その影の手に握られているのは 刃。 切っ先がセシル 
の喉元に突きつけられていた。 

「君は——」 

言いかけたセシルの 言葉を、 影が 遮る。「ここを、どこ だと心得る」 

リディアは自分の目を疑った。 

影の正体は、黒装束に身を包んだ少女だったの だ。 

年の ころ、 九つ か 十といったと ころだろぅ。 だが過酷な修行の影響な のか、 その顔に幼 さは 
ない。凄みと ともに、 凛とした美しさを備えていた。 

「エブラーナの民の協力を仰ぎたい」とセシル。 




「本当なのよ」 

ロ ー ザが少女の誤解を 解こうと一歩、 踏み出しかけた が、 

「-動くな」 

少女の鋭い声に気圧されたかのように足を止めた。 

「ぼくたちは、 バブイルの塔への道を探しているんだ」 

セシルを見上げる少女の 目が、 銳さを 増した。 「その言葉に偽りはないのだろう。しかし、 
それでもここを通すわけにはゆかぬ」 

「どうして-」 

「お前たちが敵の手に落ちた ときに、 この場所を漏らさない とも 限らない」 

カインの周囲に殺気が満ちた。「俺たち が、 エブラーナを売るとでも言うのか」 

「あり得ない話ではないだろう」 

「ふざけやがつて——」カインが手にしていた槍を握り直す。 

「動くなと言つたはずだ」 

「子供にできるか」 

カインと少女の視線が、火花を散らす。 

-と。 

「何事だ」闇の奥から男の声がした。 
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その 瞬間、 少女はセシルの喉元から短剣を 引き、 後方へ と 跳躍した。 

少女のかたわらに現れたのは、ひとりの老人だった。 

「侵入者です」 

「-ほう」言って老人は、セシルを値踏みするときの目で見つめた。 

「ぼくたちは、何としてもバブィルの塔の内部へ潜入したいのです。そのための力添えをいた 
だきたいと思い、ここへやつてきました」 
r パブィルの塔へ？いったい、何のために」 

「仲間を 助け、 クリスタルを取り戻すためです」 

「つまり——」老人が目を細めた。「そなたがバロンのセシル殿というわけですな」 

「なぜ、それを」 

老人は笑った。「我らエブラーナは、各地に密偵を放っておりますゆえ」そこで少女に視線 
を転じた。「お前は下がっていなさい」 

少女は何かを言いかけた が、 小さく頭を下げる と、 現れた ときと 同様に音もなく気配を 消し、 
闇の中へ と 溶けてしまつた。 

「案内いたしましょう」老人が一行に背を向けて歩きはじめた。 
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洞窟の内部は、進むに従って広くなっていった。目が慣れて くると、 そこにいくつもの人影 
があることに 気づく。 誰もがセシルらに好奇の目を向けて くる。 

「ずいぶんと修練を積まれた方々だとお見受けします」 

セシルは、闇の中でうずくまる人々の力量を感じ取り、そのまま正直に口にした。 

「ほう、 わかりますか」 

「ええ。先ほどの少女も——」 

「あやつは、まだまだですな」老人は鼻で笑った。 

「そんな……バロンでも、あれほどの腕を持った子供は——」 

「しかし、そんな我らもルビヵンテの軍勢に敗れ、この有り様。所詮は、修行が足りなかった 
ということでありましような」 

「そんな-」 

「とはいえ、あきらめたわけではありませんぞ。王と王妃の仇を討つべく、若様の指揮の もと、 
この洞窟をバブィルの塔へと掘り進めている最中ですからな」 

「-若様？」 

「エブラーナの王子、エドヮード様——みなにはエッジ様と呼ばれております」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「会わせてもらえないでしようか」 

「もちろん、そのつもりでおります。しかし-」 

老人はセシルらを振り返り、心底困ったような表情を浮かべた。「まさか、まだおひとりで 
掘削の作業をつづけておいでなのかもしれませんな」 

「ぼくたちで捜してみることにします」 

「そう言っていただけると助かりますな。多くの民は、まだルビカンテの軍勢との戦で負った 
傷が癒えておりませぬ。わしらが見ていてやらねばならんのです」 

老人は、セシルらに頭を下げる と、 去っていっ た。 

その背中が闇の中へと消えてから 

「では、その王子様とやらを捜しに行くか」とカィンが言っ た。 

一行は深部を目指し、さらに進んで ゆく。 

洞窟の様相が変わりはじめた。 

これまでの自然によって作り出された岩壁ではなく、そこに明らかに人の手が加わっている 
ことが見て取れた。エブラーナの民の執念なのだろう。 

カィンが足を止めた。 

それに気づき、セシルは振り返る。 r ——どうした」 

「洞窟を掘り進めているのならば、その音が聞こえてきてもいいはずだろう」 
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「そうね」とロ ー ザ。 

リディアが目を閉じる。 r ——何も聞こえないわ」 

「疲れて休んでいるとも考えられるだろう」セシルは前方の闇へと向き直った。「あの老人の 
話では、エッジは、たったひとりで作業をつづけているそうじやないか。王子という身分にあ 
りながら、見上げたものだ」 

「本当に、そうだとしたらな」言って、カインはセシルの隣に立つ。 

「——何が言いたい」 

「セシルよ、鈍ったものだな。感じられないか、この殺気を」 

言われて、セシルは前方の闇へと意識を集中した。 

静寂 —— 。 

だが、その中に確かに微量ながら何者かの思念が溶けていた。 

悲哀。憎悪。そして殺意。 

「行こう」 と 叫ぶ と、 セシルは走りはじめた。 

歩を進めるたびに、大気中に漂う負の感情が強くなって ゆく。 

この殺気は、エブラーナの王子エッジのものなのだろう か。 

もしも、そうだとしたら— 

セシルの背中を冷たいものが滑り落ちた。 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


ここまで強烈な感情を周囲に まき 散らす ほど、 エッジは追いこまれている ことになる。 相手 
はゴルべーザ か、 それとも—— 。 

前方の 闇が、 赤く染まっ ている。 

その熱気に気圧される ようにして、 一行は足を止めた。 

ふたりの男が対峙していた。 

一方は、 真紅の外套を まとっており、 もう 一方は 黒装束に身を包んで いる。 

「——ルビカンテか」カィンが低く唸った。 

もうひとりの人物は、 エブ ラーナのエッジということになる。 

加勢すべきだとセシルは思った。それは、カィンたちも同様だろう。しかし、一行は魅入ら 
れたかのようにふたりを見つめるだけで、まったく動こうとしなかった。そこには、他者の介 
入を許さない空気ができあがっていたの だ。 

「やっと見つけたぜ 、ルビ カンテ」 

エッジと思しき黒装束の男が言っ た。 「この 瞬間を、 どれほど待ちわびたことか」 

体中から発散される殺気を隠そうともしない。 

動けば皮膚が裂けそうなほど大気が張り詰めていた。 

しかしルビ カンテは、 自分に向けて放たれるその濃密な感情に も、 まったく動じた素振りを 
見せなかった 。「ほう、 どこかで会ったかな？」 
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「忘れたのなら、思い出させてやるまでだ。エブラ ー ナの無念、今こそ晴らす」 

「なるほど。そなたは、かの国の残党か」 

「エブラーナの王子、エッジ様よ！」 

「そのエッジが、私にいったい何の用 だ。 エブラーナとの戦は、すでに決着がついた。無駄に 
命を捨てることはあるまい」 

「無駄だと —— ？」 

エッジの 口調から、 一切の抑揚が 消えた。「なら、 試してやるよ」 

言い終わった 瞬間に、動いた。 

一気に間合いを詰めるエッジの両の手に、鈍い光が生まれた。短刀よりも小さい、苦無と呼 
ばれる武具で ある。 浅く腰を落としたまま、風の疾さで相手の脇をかすめるようにして駆け抜 
けた。 一瞬遅れて、血の赤が飛沫となって 散る。 

互いの間合いを出たところでエッジは足を 止め、 真紅の魔人へと向き直った。その顔に笑み 
が浮いて いる。「どうした、 反応できねえのかよ」 

対するルビ ヵンテは、 その挑発にも動じた様子はなかった。 まるで、 冷静に相手の力を推し 
量つているようにも見える。 

それがエッジの心に火をつけた。右手を懐へ忍ばせる と 素早く 引き抜く。 「舐めるな！」そ 
の手に握ったものを相手の足元へと叩きつけた。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


突然、 巨大な炎が立ち 昇る。 
r —— エブラ ー ナ 忍術、 火遁だ」 

炎が、真紅の外套を呑みこまんとして激しく燃え上がる。 

その熱気は、大気さえも焦がす勢いだった。 

しかし —— 

ルビカンテは嗤っていた。「所詮は人間の技に過ぎぬ。哀れなものだ」 

「何だと-」 

「覚えておくが よい。炎とは、 こうやって使うものだ」 

真紅の外套をひるがえし、ルビカンテが詠唱を開始す る。 

周囲の大気が揺らめいた。つぎの 瞬間、 エッジの火遁 とは 比べものにならないほどの業火が 
吹き荒れる。目を 閉じても、 まぶたを とおして 視界が真紅に塗り潰された。 

視力を取り戻したセシルたちが見た のは、 崩れ落ちたエッジの 姿。 

全身を走る激痛に耐えているのか、その背中が震えている。 

ルビカンテは、そんなエッジにとどめを刺すつもりはなかったよう だ。 

「エッジといったか。かなりの使い手だ……人間にしてはな」言って、エブラーナの王子に背 
を向ける。「しかし、まだまだ私には及ばぬ。さらなる修練を積むことだ」 

「待ちやがれ —— 」 
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懸命に起き上がろぅとする エッジ。 

ビカンテが外套をひるがえ すと、 その体は炎に包まれ—— 

そして跡形もなく消え失せた。 

「大丈夫か」 

倒れたままのエッジの 元へ、 セシルたちが駆け寄る。 

差し出された手を跳ねの け、 黒装束の男は立ち上がった。 

「くそ、信じられねえ。この俺が負けるなんざ……」 

「あなたがエブラ ー ナのエッジね」 と ロ ー ザ。 

「あんたたちは——？」 

「私たちもルビカンテを追ってるの」リディアは、セシル、カ イン、 ロー ザと順に 紹介し、 最 
後に自分の名を名乗った。「クリスタルを取り戻すために」 

「知ったことか」エッジは足元に唾を吐いた。「奴は俺の獲物 だ。 手を出すな」 

カ インが、 そんなエッジの胸倉をつかむ。 

「これだけの目に遭ったといぅのにな。やはり王子様だ」 

「俺は、エブラーナ王族に代々伝わる忍者の奥義を受け継いでるんだ。——お前らより一枚も 
二枚も上手だぜ」 

「-試してみるか」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「やめろ」殺気をみなぎらせる両者の間に割って入つたのはセシルだった。「ぼくたちは、君 
と争うために、ここへやつて来たわけじやない」 


「力を貸してほしい」 

「断る、と言つたら？」 

「君にとっても悪い話ではない」 

「そいつは聞き捨てならねえな。ルビカンテの野郎なんざ、俺ひとりで——」 

「倒せたのか」カインが遮った。 

エッジは目を細めた。「何だと？」 

「やめるんだ」とセシルはカインをたしなめたあとで、エッジに向き直る。「ぼくたちは、何 
としてもクリスタルを取り戻さなくてはならない」 

「それは、あんたらの理屈だ」 

「君は、この世界がどうなっても構わないというのか」 

セシルの問いにエッジは答えず、洞窟のさらに奥へと歩きはじめる。 

「どこへ行くんだ」 

「あの野郎をぶちのめしにな。邪魔しやがったら——」 

r ——いい加減にしてよ！」突然、リディアが叫んだ。「もう嫌。絶対に嫌よ。これ以上、誰 




かが犠牲になるのなんて——」 

「ぉ、ぉぃ……」 

「テラのお爺ちやん も、 ヤン も、 シドのおじちやん も . 」 

リディアは両手で顔を覆い、泣きはじめた。 

その涙が、エッジの態度を一変させた。「泣くな よ、 おい」 

「当面の目的は同じ だ。 ぼくたちもともに行かせてくれないか」 

頭を下げるセシルに 、エッジは 大きく息を吐いた あとで、 「—— まあ、 こんな綺麗な姉ちゃ 
んに泣かれたんじゃあ仕方ね えな。ここは 一発、手を組んでやるか」 

ロ ー ザが//療光☆を詠唱。 

瞬時に、エッジの負った傷が塞がって ゆく。 

「ありがとよ」エッジはローザに片目をつぶった。「あんたも美人だぜ」 



























「——どうして知らせなかったの」 

白魔道士のローザに問われ、エッジは内心、舌打ちした。 

バブィルの塔へとつづく道を発見したのに、なぜそのことをエブラーナの民に伝えようとし 
なかったのか、と彼女は訊いてきているのだ。 

「あいつらは、まだまだ未熟だ。足手まといは、ごめんだからな」 

と適当に返事を返すが、ローザには通用しなかったようだ。 

「嘘よ。仲間を巻き添えにしたくなかったからなのね」 

エッジはため息をついた。 

なら、わざわざ訊くなっての——〇 

ルビヵンテの軍勢との戦の傷跡は、今なお色濃く残されている。 

疲弊した彼らを、さらなる闘いへ駆り立てることなど、誰ができようか。 

これ以上の犠牲を出すことは、絶対にしたくない。 

だが、復響をあきらめられるわけもない。となれば、自分ひとりで行動するしかない、との 
考えに至り、エッジは単独行動に出たのだった。 

それが何の因果か、こいつらと行動をともにする羽目になるとは。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


まったく運命というのは、わからないものだ。 

エッジは、前方を行く純白の甲胄の背中を見つめた。 

不思議な野郎だぜ、とつくづく思う。結果的に、セシルの思惑どおりに事が運ぶことになっ 
たのだが、それに気づいても嫌な気分にはならない。ここまでの道中、彼がバロンの飛空艇団 
《赤き翼》をまとめ上げていた男だと聞いたが、納得できる話だった。 

いいだろう。今は、この命、お前に預けてやる。 

一行は、バブイルの塔の内部を慎重に進んでゆく。 

上層へとつづく階段が見当たらなかったため、下層に向かっていた。 

地熱にょるものなのか、進むたびに大気の温度が上昇してゆくょうだった。 

そのぬるい風の中に、かすかな気配が沸いた。 

三体の朧な影が、悪鬼の如き形相で一行へ襲いかかってくる。 

「へっ。 さっそく来やがったな」 

エッジは不敵な笑みを浮かべ、腰を浅く落とす。 

しかし—— 

そこでエブラ^~~ナの王子は、動きを止めた。 

「——エッジ？」それに気づいたのか、リディアが声をかける。 

セシルとヵインが、剣を手にした霊体を退けた。 




それでもなお、エッジは呆けたように立ち尽くすだけ。 

「王子様」カインが振り返る。「さっきまでの威勢のよさはどうした」 

「やめて」 

リディアの言葉に、竜騎士は肩をすくめた。 

「行こう」というセシルの言葉を合図に、一行は再び進みはじめる。 

エッジは顔を伏せ、そのあとについていった。 

——こいつは、どういうこった？ 

血の気が引くほど強く拳を固めている。嚙みしめた奥歯が砕けそうだ。 

今しがた目にしたばかりの霊体の姿が、エッジの心を凍えさせていた。 

霊体の存在に怯えているわけではない。 

肝を冷やしたのは、彼らの顔だった。 

エッジは、彼らの顔を知っていた。ルビカンテの軍勢とともに闘い、志半ばにして倒れてし 
まった仲間たちである。成仏できないというだけならわかる。だが、あれほどまでに憎悪の感 
情を剥き出して襲いかかって来るのは解せなかった。 

鉛のように重い足を引きずりながら、迷宮のような塔の内部を徘徊する。 

大気の孕む熱が、さらに上昇していた。 

「今度のは大物のようだ」ふいにカインが言った。「恐ろしいなら下がってるんだな」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


その言葉に、のろのろとエッジは顔を上げた。 

強烈な電撃を受けたかのように体が痺れた。「親父……お袋！」 

「何-」とカィン。「どういうことだ」 

エッジはそれには答えず、カィンの横を駆け抜けて両親の前へ。 

ふたり——エブラーナの王と王妃は、頭に宝冠を戴き、王族のみが着ることを許された紫を 
基調とした式典用の礼服に身を包んで いた。 

その顔に生気が感じられなかった。 

だが、エッジは気に もしない。 

その衣装が多量の血に濡れていた。 

だが、エッジはそれも無視した。 

最愛の両親と再会できた喜びが、正常な判断を狂わせる。 

ルビカンテの軍勢の襲撃を受け、エブラーナ城は陥落した。その直前にふたりは、民衆を逃 
がす時間を稼ぐため、魔物の群れの前に立ちはだかり、最後まで抵抗した。 

エッジがそのことを知ったのは、父王に命じられるままに民を率いて西の洞窟へ逃げこんだ 
あとだっ た。 慌てて城へ引き返したものの、そこにふたりの姿はなかった。 

ただ、王族の持ち物である宝剣が血にまみれ、玉座の前に転がっていただけだった。 

それを拾い上げ、エッジはルビカンテへの復警を誓った。 





——死んだとばかり思っていた両親が生きていた。 

エッジの 中で、 事実が捻じ曲げられて ゆく。 

「よかった。お前も無事だったのだな」 

王が微笑んだ。一切の温もりを感じさせぬ表情で。 

「エッジ、 お前も いらつしゃい。 私たちと一緒に」 

王妃も微笑んだ。血走った 目で、 悪鬼のようにくちびるを吊り上げて。 

「行くつて——いつたい、どこへ」 

不思議そうに問う息子に浴びせかけられたのは、ふたりの哄笑。「地獄に さ！」 

「危ない」 

セシルが呆然と立ち尽くすエッジの腕を 取り、 引き寄せる。 

豪奢な衣装を 引き裂き、 王と王妃の体が変容した。 

王の肉体は 膨張し、 その背から蝙蝠の如き翼が生えた。 

王妃は四肢が 消失、 下半身が大蛇と化して いる。 

悪夢をそのまま現実に引きずりだしたかのような姿であった。 

尻餅をついたままのエッジの前に、セシルとカィンが立ちはだかつた。 

「何だお前たちは——」エブラーナ王だった魔物は顔を 歪める。 「それほどまでに命が惜しく 
ないのなら ば、 地獄の砂としてやろう」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


かくして闘いの火蓋は切って落とされた。 

割り切れぬエッジだけが、傍観者となっていた。 

魔物と化してしまつたとはいえ、じつの親に刃を向けられようはずもなかつ た。 

かとい って、 世界のために闘、っセシルたちに何の非もないの だ。 

どうすればいいのかわからず、エッジはその光景を見つめるだけ。 

涙が溢れてきた。 

「どうしちまったん だよ、 親父、お袋——」 

両者の闘いに決着がつかないことだけを、ひたすらに祈る。 

だが、現実は無慈悲だった。生き残るためには闘わなければならない。生か死 か、 どちらか 
を手に入れるまで、この死闘はつづくのだ。 

セシルとヵィンの一撃が魔物の体をえぐるたびに、自分の体が傷つけられているような錯覚 
に 陥り、 胸が痛んだ。このような姿になったとはいえ、彼らが親であることに変わりはない。 
見た目などは、どうでもいい。大切なのは、心。 

せめて、人間として成仏してくれることだけを祈つ た。 

—と0 

その必死の願いが天に届いたのだろう か。 

依然として魔物の姿をしていたが、王と王妃の発していた殺気が消えた。 




それにセシルたち も 気づいた のか、 後方へ 跳躍し、 間合いを 広げる。 

魔物たちの濁った双眸に、温かみのある光が宿って いた。 

間違いない。親父とお袋の目 だ。 

エッジは、よろよろと 立ち上が つた。 

「エッジよ……わしの話を聞くのだ」エブラーナ王の両手が、だらりと垂れ下がった。闘う意 
思は、もはやないよう だ。 「我らは、すでに人ではない」 

「親父 —— 」 

「そう、 生きていることが許されない存在なのだ」 

王妃だった魔物の目に涙が浮かぶ。 r ごめんなさいね 、エッジ。 あなたに遺してあげられる 
ものが何もなくて . 」 

「何を言 うんだ、お袋。俺には、 エブラーナの民がいる」 

王が 頷いた。 

「この意識のあるう ちに、 我らはここを去らねばならない。あとを頼んだぞ」 

エッジの思考が空転した。 

それが別れの言葉だと理解す るのに、 短くない時間が必要だった。 

「嫌 だ、 行っちゃ嫌だ！お願いだ」 

エッジは叫んだ が、 心のどこかではそれが叶わぬ願いだと理解して いた。 






ファイナルファンタジー IV 下巻 


王の姿が少しずつ薄れて ゆく。 

「さょなら、エ ツジ」 

つぎは王妃の輪郭が霞みはじめた。 

「待って-」 

ふたりの気配が消える と、 エッジは床に両膝を つき、 天を仰いだ。 

それでも 涙は、 つぎからつぎへと溢れて きた。 

垂直に立てた喉から、悲痛な咆哮が上がる。 

——そのときだった。 

「 . またお前か」どこからともなく声が聞こえてきた。 

強烈な気配が 沸く。 

一行の 前に、 真紅の炎が渦巻いた。 

2 

熱を帯びた 大気は、 吸いこむ と 肺が焼けつ きそぅなほど。 

やがてその炎が人型の輪郭を持つ。 

それを見てエッジは弾かれたょぅに立ち上がった。涙が、一瞬にして 乾く。 





「ルビカンテ——てめえだけは絶対に許さねえ」 

「許さぬ だと？いったい、 何の こと だ」 

「とぼけるな。安らかに眠るはずだった親父とお袋を蘇らせ、辱めた。それだけじやねえ。戦 
で死んだ仲間たちも、てめえが——」 

「私ではない」 

「へっ。 この期に及んで言い逃れかよ」 

「部下のルゲィェが独断でやった ことで あろ、 っ。 その非道な 行ないは、ここに 詫びよう」 
r 言いたい ことは、 それだけか」 

「私は、お前のように勇気ある者が好きだ。しかしあの敗戦から、どれほどの時間が経った。 
どれほどの修練を積んだというのだ」ルビカンテは、駄々をこねる我が子を諭すときの口調に 
なっていた。「勇気と無謀は違う。その場の感情に振りまわされているようでは、真の強さを 
手に入れることはできぬぞ」 

言われて エッジは、 静かに 目を閉じた。 

精神を落ち着かせるためでは ない。 

思い浮かべ たのは、 大切な人たちの悲痛な表情。それが全身の血を沸騰させた。 

「見せてやるぜ」かっと目を見開く。「人間の怒りってもんをな！」 

r —— いいだろう I ルビカンテが、ク療光，/を詠唱。一行の傷ついた体を癒して くる。 「怒りが、 
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どこまで人間を強くするのか。それを私が見極めてやる」 

エッジ、セシル、カインが動いた。 

対するルビ カンテは、 身を守るかの ように 全身を外套で 覆う。 

雷光の如きエッジの一撃が、すれ違いざまに炎を操る魔人へ と 叩き こまれる。 つぎの 瞬間、 
真紅の飛沫が散った。 が、 それは血の赤では なく、 炎の紅蓮だった。飛散したその炎が、すで 
にルビカンテの間合いから離脱していたエッジへ襲い かかる。 

-そつ！ 

意思を持ったかのような炎撃を 喰らい、 エブラーナの王子は眉根を寄せた。 

つづいて跳躍したカ インが、 ルビカンテを頭上から 急襲。 

しかし、その切っ先 も 外套に 阻まれ、 炎に よる 反撃を誘発したに過ぎない。 

最後に セシル。 

掲げた剣を振り下ろそうとしたと き、 エッジが叫んだ。「やめろ！」 

それに反応し、セシルは後方へと跳躍した。「どうして——」 

エッジは声を落とした。「あの外套が、俺たちの攻撃を跳ね返す」 

「やはり、 そうか」 とカイン。 

セシルは奥歯を噛んだ。「では、どうすれば——」 

「反撃の機会は必ず 来る。 それまでは耐えるんだ」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


そんなエッジの 言葉に、 カィンが微笑んだ。「熱くなってい ると 見えた が、 冷静だな」 

「言っただろう。お前らよりも上手だってな」 

憎まれ口を叩く が、 そんなエッジの顔に も 笑みが浮かんで いた。 

ルビカンテが動いた。 

「——どうした、臆したか。ならば、こちらからゆく ぞ」 

詠唱が はじまると同時に、 外套を ひるがえる。 

周囲の大気が揺らめいたかと思うと、周囲に業火が吹き荒れた。 

あのときの——俺がこいつの前に屈した術 だ。 

それでも、なぜかエッジの心に恐怖や焦りはなかった。 

視界が真紅に染まった 瞬間、 全身を激痛が駆け抜けた。 

が、 それは一瞬の こと。 

すぐに ロ ー ザの々療光 / S が痛みを和らげて くれた。 

そうさ。今、俺はひとりじやねえんだ。 

悲鳴を上げる代わりに、エッジは叫んだ。「——今だ！」 

片膝をついていたセシルとカィンが立ち上がる。 

狙う は、 ひるがえされた外套からのぞくルビカンテの生身の肉体だった。吹き荒れていた魔 
法風が 収まり、 舞い上がっていた外套が再び全身を 覆おうと している。 




この機会を逃すわけにはゆかなかった。 

ともに疾るふたりを置き去りにして、エッジは加速。 

間に合って くれ！ 

その祈りに呼応するかの ように、 リディアの//呪毒//がルビカンテを仰け反らせた。一瞬だ 
け遅れて、エッジが両手の苦無を一閃。 

つづけてカ イン、 そしてセシルが銳い刃を突き立てた。 

「——なるほどな」 

ルビカンテの 口から、 大量の血とともに言葉が吐き出された。「力を合わせれば、強大な相 
手とて打ち倒すことができる。見事だ」 

セシルとカインが切っ先を引き抜き、間合いをはずす。 

「敗北を認めよう」ルビカンテは、片膝をついた。「だが、私は必ず蘇る。エッジといったな。 
そのときにこそ、再び合間見えようぞ」 

ルビ カンテが、 どこから ともなく 現れた青白い炎に呑み こまれ、 そして燃え尽きたかの よ、っ 
にして消えた。熱源を失った大気 も、 次第に もとの 冷たさを取り戻して ゆく。 

「親父、お袋……仇は討ったぜ」 

エッジは小さく眩いた。そこへ 

「若-」 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


聞き慣れた老人の声が響き渡った。 

見れば、 家臣の爺がふたりの 部下を引き連れ、 走ってくる姿が あった。 

「わしら も、 ともに闘いまする」ようやくエッジの前までやつてきた爺は、 肩で 息をしながら 
も鋭い 眼光で 周囲を 見 まわす。「して、 彼奴は——ルビ カンテは、いずこに？」 

「もう、 すんだぜ」 

「おお、さすがは若でございますな」 

「まあな——と言いたいところだが」エッジは、背後のセシルたちを振り返つ た。 「俺だけ 
じゃねえ。こいつらのお陰さ」 

聞いて爺は驚いたように目を丸く し、 深々 と 頭を垂れた。 

「で、セシルよ。クリスタルとやらは、どこにあるんだ」とエッジ。 

「恐らくは、この奥だろう」 

セシルが見やったのは、ルビカンテが現れ、そして消えていった場所にある大きな扉。 

「なら、 これで一件落着ってわけか」 

「いや、そうはいかないだろう」セシルの 表情が 曇った。「あのゴルべーザが、これしきのこ 
とであきらめるとは思えない」 
r ゴルべーザ —— 何者 だ、 そいつは」 

「クリスタルを集め、大いなる力を手にしようと画策する黒幕 だ。 先刻のルビカンテも、奴の 
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配下のひとりでし力ない」 

「なるほどな。すべてはそいつの……見過ごすわけにはいかねえな」 

そこに爺が割って入った。「しかし 若、 城の再建が——」 

「俺は、こいつらに借りがある。何より、こんな綺麗な姉ちやんが歯を食いしばって頑張って 
んだ。放っておくわけにはいかねえだろ」リディアに片目をつぶって見せる。 

「ゎ、 若 I 」 

「冗談だよ」エッジは爺に向き 直り、 表情を引きしめた。「エブラーナも大切だが、今は そ、 っ 
も言ってられね え。 わかるか、世界が危ねえんだ よ。 ゴルべーザを倒さない限りな」 
「わかりました。しかし、くれぐれも——」 

「心配すん なって。 留守は頼んだぜ」 

爺がふたりの部下を連れ、引き上げていくのを見送ったあとで、 

「さてと。それじや あ、 まずはクリスタルを取り戻すことにするか」 

エッジの言葉を合図に、一行は扉を開け、その内部へと足を踏み入れた。 

ローザが息を呑んだ。 

そこには、七つのクリスタルが安置されていたの だ。 

一行が台座へと近づいた瞬間だった。 

突然、足元の床が消失した。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「くそ——罠か」ヵインが叫んだ が、 もはやどうしようもなかっ た。 

闇の中へ落ちて ゆく。 

3 

「——なるほど」 

と、 一行からの報告を受けてドヮーフの 王ジオットは、 嘆息した。 

ドヮーフ城は玉座の 間。 

辛くもバブイルの塔から脱出した一行は、クリスタルの奪還をあきらめ、失意のうちにこの 
城へと帰還したのであった。 

頭を抱えるジオットを目にしてローザは、 

でも I と、 声の限りに訴えかけたかった。 

確かに七つのクリスタルを取り戻すことはできなかった。しかしこの決死の探索行が、まっ 
たく無意味だったというわけではないのだから。 

私たちは、エッジという心強い味方を得た。 

四天王の最後のひとりであるルビヵンテを倒した。 

そして、バブイルの塔を脱出する際に敵の新型飛空艇 —— エッジが//ファルコンゥと名づけ 




た——を 奪い、 相手に打撃を与えると 同時に、 この地底世界での移動手段を得たの だ。 

ローザは口を開いた が、 言いかけた言葉を寸前で呑みこんだ。 

今は何を言っても言い訳にしかならないと思ったから だ。 

「ところで-」 

と切り出したのは、セシルで ある。 「封印の洞窟の状況は」 

最後の クリスタルは、 封印の洞窟に隠されていると いう。 

一行がバブィルの塔へ行っている 間に、 ゴルべーザがどのように動いていたのかは、確かに 
把握しておくべき事柄だった。 

「時間の問題であろうな」 

「しかし、 あの洞窟には強固な封印が施してあると言っていたはずだ」とカ ィン。 

「いかにも」 

ジ オットは頷いた。「だが、それ以外にも洞窟へ入る手段があったとしたら ——J 
「まさか—— 」 セシルには思い当たる節があったよ うだ。 

「そう、 ゴルべーザは飛空艇からの 砲撃で、 封印の洞窟の ある 山を崩してきおった」 

封印は、洞窟の入り口にのみ施されているのだろう。山肌に穴を開けられては、封印など何 
の役にも立たない。確かにジオット王の言うよう に、 最後の々闇のクリスタル/,がゴルべーザ 
の手に渡るのは時間の問題だと思われた。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


「ゴルべーザょりも先に、私たちがクリスタルを手に入れれば……」 

リディアの言葉に、ジオット王が同意す る。 

「うむ。それしか打つ手はないであろうな」 

しかしセシルは、小さく首を振った。 

「残念だが、ファルコンでは溶岩の海を渡れない」 

このドワーフ城から封印の洞窟へ行く術はないということだった。 

突きつけられた厳しい現実に、そこに居合わせたすべての者が声を失った。 

何かにつけて軽口を叩くあのエッジでさえ、今は腕組みし、押し黙っている。 

このままでは、最後のクリスタルがゴルべーザに奪われるのを、ここでただ指をくわえて見 
ていることしかできない。 

そのときだった。 

「何を辛気臭い顔をしとるんじや」 

聞き慣れた声が、玉座の間に響き渡った。 

「-シド！」 

振り返ったローザは、我が目を疑った。「無事だったのね」 

リディアがシドに駆け寄ったかと思う と、 その胸で号泣した。 

「おじちやん……ょかった」 






それが気に食わなかったのか、エッジは 
「何 だ、 この爺は……」不満そうな顔だった。 

「爺だと？何じゃ、この無礼者は」 

「よく 覚えと きな。 俺はエブラーナの 王子、 エッジ様だ！」 

「止めて」涙を拭ったリディアが、エッジを睨む。「おじちゃんは怪我が治っていないんだか 
ら、怒らせる ようなことは言わないで」 

「何じ ゃ、 リディアの尻に敷かれとるのか」 

「う、 うるせえな . 」 

エッジが顔を 赤らめて、 老技師に背を向ける。 

そこでシドが真顔に戻った。「話は戻るが I セシルよ。あの新型飛空艇ならば、少々の改 
造で溶岩の海の上を飛ぶことができそうじゃぞ」 

「どうして、ファルコンのことを . 」 

「看護室で寝ておったんじゃが、聞き慣れぬエンジン音を耳にしてな、それでベッドから抜け 
出して様子を見てきたというわけじや」 

セシルとヵ インは、 顔を見合わせ、肩をすくめた。 

「どれ、 さっそく改造に取りかかるとするかな」 

「待って、 シド。 まだ怪我が治っていないのでしよ、っ」 







ファイナルファンタジー IV 下巻 


「ロー ザよ、 心配してくれるのはありがたいがな、今はそんなことを言つてる場合じゃなかろ 
う。事態は一刻を争うんじゃから」それから、シドは黒装束の男へと視線を転じた。「おい、 

エッジといったな。ちと手伝ってくれんかの」 

「な、 何で俺が-」 

そんなエッジに、シドは耳打ちす る。 

「リディア はな、 機械いじりや力仕事のできる男が好みらしいぞ。いいところを見せる絶好の 
機会だとは思わんか」 
r ……し、 仕方ねえな」 

ふたりが玉座の間から出て行ったあとで、セシルは ジ オットを振り返っ た。 

「どうやら道が開けたようです。封印の洞窟へ向かおうと思います」 

ジ オットは頷いた。そのあとでセシルから視線をはずし、かたわらの柱を見つめた。「そこ 
にいるのはわかつて おる。 出てきなさい」 

ふた呼吸ほどの間を置いてから、柱の陰からひとりの小柄なドヮ彳フが現れた。 

「——ルヵ」リディアが声を上げた。 

ルヵは、そんな彼女に「お帰り」と微笑んだあとで、父であるジオット王のもとへと駆け 
寄っ た。 首飾りを差し出す。 

「これこそが、洞窟の封印を解く鍵なのだ」 ジオットは、 娘から受け取った首飾りを、セシル 
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へと手渡した。「どうか、最後のクリスタルを守つてほしい」 

4 

シドに よって改造された飛空艇フ ァルコンに 乗りこんだ一行は、広大な溶岩の海を 渡り、 一 
路、封印の洞窟へと向かった。 

洞窟のある 山は、 あちらこちらが無残にも削り取られていた。ジ オットの 言うよう に、 ゴル 
ベーザは《赤き翼》を使い、新たな侵入経路を力ずくで作り出そうとしていたのだろう。 
しかし今は、その《赤き翼》の影は見えない。 

何事もなく封印を解いた一行は、その内部を足早に進んで ゆく。 

不気味な静けさに気圧された のか、 誰も口を開こうとしなかった。 

ルヵの首飾りに よって、 この最後の聖域は封印の加護を離れていた。つまり無防備な状態で 
ゴルべーザの魔手に さらされ ている ことになる。 

ゴルべーザに感づかれる前に、最奥部にあるとされているクリスタルを手に入れ、すみやか 
にドワーフ城へ帰還しなければならなかった。 

もしもその前に闇の軍勢が、ここへ押し寄せたら——。 

もう何度目になるのだろうか、ヵィンの心を再び不安が蝕みはじめる。 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


相手は、策士であるあのゴルべーザなの だ。 

命懸けで抵抗しても、結局のと ころ、 奴にクリスタルを奪われてしまうような気がした。 
そして、つぎは誰が命を落とすことになるのか。 

ヵィンは、自分が無意識のうちにセシルの死を望んでいることに気づき、身震いす る。 

己の心に闇が巣食っているのは否定しない。しかし、これまで親友へと向けられていた負の 
感情は、ゾットの塔での一件以来、鳴りを潜めている。そしてこの精神の平穏は、永遠の眠り 
につくその日まで、決して乱されることはないと信じていた。 

そう——俺は正気に戻ったの だ。 

探索をつづける一行は、やがて大きな扉の前へと 至る。 

セシルがその扉を押し開けた。 

「こいつか」とエッジが声を上げる。 

そこには台座に安置された漆黒の水晶——々闇のクリスタル / S があった。 

セシルは、それをつかむと仲間たちを振り返る。「戻ろう」 

クリスタルの置かれていた小部屋をあとにした一行は、ファルコンへと急いだ。 

ドワーフ城へ帰還すれば、目標は達せられたことになる。 

しかし、誰の顔にも安堵の表情はなかった。本当の闘いは、ここからはじまるの だ。 

封印の洞窟からクリスタルが消えたことに、ゴルべーザはすぐに気づくだろう。 
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そうなれば、ドヮ ー フたちの城が戦場と化すのは避けられない。 

敵味方を 問わず、 多くの血と涙が 流される。 

最悪の 場合、 この地底世界からあらゆる生命が失われ、すべてが溶岩の海へと 没し、 死の王 
国となることも考えられた。 そして戦火は地上世界に も 拡大す るのだろう。 

いったい、ゴルべーザは何を望んでいるのか。 

ヵ ィンには、 それがわからなかつた。 

月に眠るという強大な力を手に入れると言うが、ならば、その先に何があるというの だ。 世 
界を統べる王として 君臨し、 虚飾と飽食とにまみれた生活を送るため？あるいは己の破壊衝 
動を満たし、死せる大地を作り出す こと だけが目的なのか？ 

どちらも違う、 と ヵ ィンの直感は告げている。 これまで 接してきた 限りでは、 ゴルべーザは 
そういった欲望とは縁遠い存在のように 思えた。 奴の心が読めない。あの漆黒の面頰の 奥に、 
どのような素顔が隠されているのだろう か。 

やがて一行の 前に、 見た ことの ある扉が現れた。 

先刻まで強固な封印の施されていた、あの扉である。 

「何 だよ、あつさり と戻つて来られちまつたな」 

扉を抜ける ときに、 物足りないという口調でエッジが眩いた。 

そのとおりだつた。 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


洞窟の 出口は、 すぐ目の前 だ。 そこまでの距離は十歩にも満たない。 

しかし カイ ン には、 それが遥か彼方にあるかの ように 感じられた。 

何かが起こる。必ず。 

これまで様々な策を弄してきたゴルべーザが、クリスタルを奪うこの好機を見逃すとは思え 
なかった。奴の邪悪な気配の足音が、聞こえてくるよう だ。 

周囲の 闇が、 次第に濃くなって ゆく。 

足を止めた一行の 耳に、 鉛の声が届いた。 

「……帰って来るのだ。そのクリスタルを持ち、私のもとへ」 

それが自分に向けられた言葉だと 知り、 カインは締めつけられるような胸の痛みを覚えた。 
苦しみの あまり、 地面に片膝を つく。 

「カ イン -」セシルらが駆け寄ってく る。 

「大丈夫 だ。 俺は……正気に戻った」 

震える声で応える。その言葉に嘘や偽りなどない。 

ゴルべーザの送りこんでくる邪悪な波動に共鳴し、カインの心に眠る闇が、ゆっくりと鎌首 
をもたげる。大丈夫 だ。 今の俺なら ば、 この感情を抑えることができる。 

しかし—— 

この場を凌ぐことができたとしても、根本的な解決にはならない。この先もゴルべーザは、 






事あるごとに俺の心に囁きかけ、クリスタルを奪おうとしてくるだろう。昼夜を問わずに責め 
苦を受ければ、やがて精神は疲弊し、正常な判断が下せなくなる可能性もある。 

もはやクリスタルは、ゴルべーザの手の内にあるも同然なの だ。 

カインは、覚悟を固め、立ち上がった。 

訪れる結果は、いずれの道を選ぼうと変わりはしない。それならば —— 

「しっかりして」 ロー ザが気遣うようにカインの肩に触れた。 

そんな彼女に、竜騎士は微笑みかけた。「俺は正気に戻っている」 

「わかってる わ。 私たちは、あなたを信じて——」 

カインの動きが、ローザの言葉を断ち切っ た。 

セシルの鳩尾へ拳を叩きこむ。体をくの字に折ったところへ、その後頭部に手刀を落とした。 
崩れ落ちた聖騎士の手からクリスタルを奪うと、カインは出口へ急ぐ。 

すまん な、 セシル。だが、俺にできることは、これしかないのだ。 

氺 

地面に伏したセシルを見やったのは、一瞬だけだった。 

すぐに洞窟から姿を消したカインの背中を追い、 ロー ザは走りはじめる。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


——信じていたのに、心からあなたを。 

ローザの目に涙が溢れた。 

もちろん、 裏切られたとは思っていない。 

彼は、 ただゴルべーザに意の ままに操られ、 悪事を重ねただけに過ぎない。 

けれども、 心のどこかでは期待して いた。 

闇の誘惑を 退け、 自分たちとともに闘ってくれることを——〇 

ローザにしてみれば、それはささやかな望みのつもりだった が、 どうやら見るのも許されぬ 
夢だった ょうだ。 だから 泣く。 幼いころから育んできた友情を踏みに じり、 深めてきた絆を利 
用するゴルべーザに、自分たちは屈してしまったの だ。 

封印の洞窟から飛び出したローザの目の前で、《赤き翼》が浮上する。 

どこから ともなく、 ゴルべ ー ザの哄笑が聞こえて きた。 

「これですベてのクリスタルが揃った。月への道が開かれたのだ」 

ロ ー ザは、 甲板に ヵィンの 姿を捜した が、 見つけ出せな かった。 

5 

ドワーフ城へと帰還したセシルた ちは、 ジオットの待つ玉座の間へ 向かう。 




一行の姿を目に し、 ドヮ ー フの王が玉座から立ち上が った。 

が、 すぐにセシルの沈痛な面持ちに気づいた ように、 眉根を寄せた。 

「最後のクリスタルは——」恐るおそるといった口調で尋ねて くる。 

セシルは、深く頭を垂れた。「申し訳ありません。ゴルべーザの手に」 

言葉を失ったジ オットは、 倒れこむようにして玉座に身を沈める。「……そうか」 

封印の洞窟からゥ闇のクリスタルゥを持ち出そうとしたと きに、 そこに現れたゴルべーザに 
強奪された —— セシルが語った のは、 それだけだった。 

カィンのことには、まったく触れない。 

話せば士気が乱れるというだけでなく、このような状況になってしまっても、セシルはヵィ 
ン との友情を信じていたから だ。 ヵ ィンは、 決して臆病風に吹かれて逃げ出したのではない。 
今もきっと、己の心の中で強大な闇と向かい合い、闘っているはずだとの確信があった。そん 
な彼を、なぜ裏切り者と斬り捨てることができよう。 
r ゴルべーザは大いなる力を手にする ため、 これから月へ向かうのでしよう」 

セシルは、重い口調で言った。 

が、 言って から、 その言葉の重みを 痛感し、 後悔す る。 

我らには、 彼方に浮かぶ月へと向かうゴルべーザを止める術などない。 

案の定、玉座の間が沈黙に支配され た。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


つぎに打つ手が見つからない。 

自分たちにで きるのは、 ただ事の成り行きを見守るだけなの だ。 

「父上——」と、ふいにジオットの横に立つ少女ルカが口を開いた。「月までゆける船を造り 
出すことはできないかしら」 

「月までゆける船- ？」とセシル。 

「セシル 殿、 どうか本気にしないでほしい」ジ オットが 笑いはじめた 。「ルカは、 ご覧のよう 
に夢見がちな子で な、 ときどき突拍子もないことを言い出すのだ」 

「父上やみんなは、あんな鉄の鳥なんかいるわけがないなんて言っていました。でも飛空艇 は、 
実在したではありませんか」ルカは頰を膨らませた。 

「しかし、それと魔導船の伝説は、まったくの別物であろう」 

ジオットの言葉に、セシルは大きく目を見開いた。 r ——魔導船？」 

「遥か昔にあったとされる、星まで旅することができる船の伝説 だ。 ご先祖様より口伝にて受 
け継いできたものだが……それを真に受けている者はルカぐらいであろう」 

-と0 

ルカが目を 閉じ、 一片の詩句を吟じた。 

竜の口より生まれしもの 





天高く舞い上がり光と闇を掲げ 
眠りの地にさらなる約束をもたらさん。 

月は果てしなき光に包まれ 

母なる大地に大いなる恵みと慈悲を与えん。 

「それは ミシ ディアの——」 とセシル。 

ジ オットが 玉座の上で飛び上がった。「ご存じ か、ミシ ディアを！」 

「ぼくたちの地上世界に ある、 魔道士たちの里です」 

「 —— 父上！」 

ドワーフの 王は、 娘に向かって頷いた。「ょもやミシディアが実在す るとは な」 

「ミシディアの長老は、こぅおっしゃっていました。ただこの詩句を後世に伝え、祈りを捧げ 
るのが、我らミシディアの民の務めだ——と」 

「——祈りを捧げるのが務め、か」 

言ってからジ オットは、 床に 目を落とす。 しばらくの沈黙の あと、 顔を上げた。「これは偶 
然などではない な。 その ミシ ディアの長老は、魔導船を復活させるつもりであろぅ」 

セシルた ちは、 互いに顔を見合わせる。 

話が飛躍しすぎて、ついてゆけないのが正直なところだった。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


だが、 ジ オットは それを気にした風もな く、 声を上げた。「何を しとる。ミ シデ ィアだ。ミ 
シディアへ急ぐの だ！」 

「です が、 地上への穴は塞がってしまっています」ローザが言った。 

「パブイルの塔も駄目だろぅな」エッジが肩をすくめる。「この地底から地上へは、どぅやら 

俺たちじゃあ抜けられねえみたいだしよ」 

——そのときだった。 

「何じ ゃ 何じ ゃ、 またこのわしの出番か」 

玉座の間に響き渡る声に、一行が振り返る。 

「-シド！」 


セシルは、驚きに目を丸くした。 

シドは、飛空艇ファルコンを溶岩の上でも飛べるように改造した直後に倒れ、ドヮーフ城の 
救護室へと運びこまれていたのだ。 

あのときは寝台に横たわりながら、今にも消え入りそうな声で 
「どうやら、わしなんぞの出る幕じゃなくなつてきたの」 

と弱気な言葉ばかり口にしていた。それが今では——。 

「傷はもういいの？」 

ローザが心配そうに声をかけるが、当の シドは、 
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「こんな老いぼれの怪我を心配しとるときじやなかろう」と笑うばかり。 

「おじちやん、無理はしないでね」リディアは涙目になっていた。 

「へっ。 無理でもされて死なれたら、夢見が悪いからな」 

エッジが憎まれ口を叩く と、 それにすぐにリディアが反応した。 

「止めて よ！」 

エブラーナの王子は、両手を広げ、首をすくめた。 

「しかし、シド」とセシルが話を戻す。「地上への穴は塞がってしまっているんだ。いったい、 
どうやって地上の世界へ戻れば —— 」 

「な 一 に、 簡単なことじ やよ。 ファルコンの船首を改造して、岩を掘りながら進めるようにし 
てやればよい。それでお前たち は、 地上へ戻れるという寸法じや」 

シドの奇想天外な計画に、エッジが詰め寄った。 

「おいおい、本当にそんなことできんのかよ」 

「当然じ や。 飛空艇のシドに不可能の文字はないわい！」 

睨み合うふたりの 間に、 セシルが割って入った 。「今、 ぼくたちが頼れるのは、シドしかい 
ない。 ぼくたちも 手伝う、 ファルコンの改造を頼むよ」 

「任せとかんか」セシルに頷いた あとで、 シドはエッジの顔を視きこんだ。 

「な、何だよ……」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「さ、また 見せ場じゃぞ」 

言われてエッジは、ちらりとリディアの様子を窺った。 

彼女は不安そうな表情で、こちらを見つめている。 

エッジは、シドに向き直ると大きく息を吐いた。 
r —— わかったょ。任せておけって」 

6 

台座の上に、クリスタルが置かれている。その数、七つ。それぞれが放つ光が微妙に混ざり 
合い、ゴルべーザのまとう漆黒の甲胄を複雑な色へ染め上げていた。 

カ インは、 やや離れた場所に 立ち、 そんなゴルべーザを見つめる。 

手には、八つ目の々闇のクリスタルゥが握られていた。 

封印の洞窟でこのクリスタルをセシルから奪ったカインは、《赤き翼》に乗りこみ、ここバ 
ブイルの塔へと連れてこられたのである。 

この部屋には、ゴルべーザとふたりきり。 

相手の背中を見つめながら、カインはずっと沈黙を保っていた。 

対するゴルべーザも口を開こうとしない。 
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静寂の 中、 ただ時間だけが静かに流れて ゆく。 

-と0 

ゴルべーザの背中が、わずかに揺れた。 

「そのクリスタルをどうするの か、 まだ決めかねているか」嗤っていた。 

「俺に選択肢などあるとは思えんのだがな」 

槍を握り直す と、 カィンは浅く腰を 落とした。 

対するゴルべ ー ザは、 その切っ先が自分に向けられていることに気づかぬ のか、 振り返ろう 
ともしない。「私は、 お前の意思を尊重するつもりだ」 

カィンは鼻を鳴らした。「クリスタルを渡したが最後、俺を始末する気だろう。騙されると 
でも思っているのか」 

「騙すだと —— ？」 

ゴルべーザが振り返った。「いつお前を騙した」 

「-」 

「私の言葉に偽りはない」 

「なぜだ」 

問われ、ゴルべーザはわずかに首をかしげた。「意味がわからぬが」 

「お前は、庵がみずからクリスタルを差し出すのを待つている。力ずくで奪、っこともできるの 
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に、 そうしない。 その理由が聞きたい」 

「私にもわからぬ——」 

「ふざけるな！」怒りに任せ、槍を突き出す。しかしその切っ先は、ゴルべーザの甲胄に触れ 
る寸前で静止した。「くそ」カインは吐き捨てるように言ったあとで、槍を引いた。 

ゴルべーザを試したつもりだった。 

奴が動じる様を、この目で見たかっただけなの だ。 

だがゴルべーザは動かなかった。それが余計にカインの心を乱す。 

「私はお前を 信じ、 期待しているのだ」 

カ インは、 言葉を返そうとしなかった。 

ゴルべーザがつづける。「誰の心に も、 光と闇が ある。お前は、 その生まれ育った境遇から 
心の中の闇が光よりも少しだけ大きかったに過ぎない」 

「それが、お前の術によって光の力が弱められた —— 」 

「そのと おり。 だが光に生きる か、 闇に生きる か。 最終的には、本人が選ぶこと」 

カ インは、 右手に握っている//闇のクリスタル//に視線を落とした。 そして、 そのまま眩く 
ように言った。「俺に選択権があると」 

「私の右腕と なり、 闇の宴で舞い踊る か。 ここで英雄を 気取り、 命を捨てる か。 いずれを選ぼ 
、っと、 私はお前を咎めぬ一 
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尤黙。 

カインは 思い知つ た。 

ふたつの選択肢が あるが、 両者は決して等価ではないの だと。 

脳裏をょぎったのは、ローザの顔だった。 

かつて カインは、 彼女を幸せにできる のは 自分しかいない と 思っ ていた。 

今では、それが間違いだったのだと、ょくわかる。 

ローザに必要な のは、 俺ではなくセシルな のだ。 

ならば- 

カインはクリスタルから顔を 上げ、 ゴルべーザを見つめる。 

「お前は、俺に偽りの言葉を吐かないと言った」 

ゴルべーザが、無言で 頷く。 

「お前は、 すべての クリスタルを 手に入れた あと、 どうする」 

「言つたはず。月に眠る大いなる力を手にするのだ」 

「俺が訊きたい のは、 力を手に入れたあとだ。全能の王として君臨するの か、 それとも世界を 
破滅に追い やり、 それで満足するのか」 


「どぅした」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


ゴルべーザの視線が 動いた。 カインから己の爪先へ と。 

失意にうな垂れているようにも見えないこともない。 

「——わからぬ」消え入りそうなほどの小さな声が返って来た。 

カインは自分の耳を疑う。 

それは予想もしていなかった答えだった。 

ならば、どのような衝動に突き動かされ、世界をこのような戦乱に巻きこんだの だ。 

怒りを鎮めようと、カインは大きく息を吸い、そして吐き出した。 

「俺が気にかけているのは、仲間のことだ」 

ゴルべーザが、ようやく顔を上げた。 

カ インはつづけた。「だが、お前の目的が世界の破滅でないのなら ば、 あいつらの生は保証 
されるのではないかと考えた」 

「勘違いするな」いつもの鉛の声に戻っていた。「我が望みは、月の力を得ることのみ」 

「-そうか」 

「奴ら が、 そこまで心配か」 

言うとゴルべーザは、右の掌を薄闇にかざす。そこにひと抱えほどもある巨大な鏡が出現し 
た。 映し出されているのは、溶岩の海を飛行するファルコンだった。 

「安心するがよい。彼らには、この地底世界から抜け出す術はない。私とセシルは、もはや交 
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わることはないのだ」 

鏡の映像を見つめる ヵ インの 顔に、 あるかなしかの笑みが浮いた。 

その視線が注がれていたのは 、ファルコンの 船首だった。 

ヵ インは、 手にしていた槍を光の疾さで突き出す。 

鏡が粉々に砕けた。 

それからゴルべーザへと向き直り、//闇のクリスタル//を放り投げた。 

「そいつは、お前にくれてやる」 

ゴルべーザが、受け取ったクリスタルを台座へと 置く。 

八つの水晶は、共鳴するかのょぅに耳障りな音を発した。 

つぎの瞬間、バブイルの塔が、大気が震動をはじめる。壁の至るところが発光し、室内を満 
たしていた闇を駆逐。ついに塔が稼動したの だ。 

「月への道が開かれた」 

鉛の声が高らかに宣言した。「これょりバブイルの巨人を、この大地へと降ろす。我らに歯 
向かぅ者あら ば、 容赦なく殲滅する」 
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「——待っておったぞ」 

背後に生じた気配に向かっ て、 目を閉じたままで言った。 

日課の祈りを妨げられるのを何よりも嫌う が、 相手が待ちわびた者たちならば話は違う。 
長老は 微笑み、 そしてゆっくりと目を開いた。 

祈りの塔の最上階から見下ろすこの景色が、ミシディアの長老ミンゥは何よりも好きだった。 
特に太陽が彼方の水平線へ没する瞬間、一面の海が青から黄金に染まりゆく光景は、何度眺め 
ても決して飽きることがなかった。 

「長老、まずご報告しなければならないことがあります」と背後の男が言った。 

「-ほう」 

「ともに旅をしていたバロムとポロムが——」 

「その話なら ば、 あとでゆっ くりと 聞くことにしよう」 

「しかし——」 

食い下がる 男に、 ミンゥは固い口調で言い放つ。 

「我らに残された時間が、それほど多いと思っておるのか」 

それでようやくセシルが沈黙した。 




-と。 

背後の気配が、つぎつぎと増えて ゆく。 

村のすべての魔道士たち に、 ここへ集まるように申しつけてあつた。 

やがて、「準備が整いました」という緊張した声が聞こえた。 

長老は頷く と、 ゆつ くりと 目を 閉じ、 精神を集中させた。 

無意識が意識を呑みこんだ瞬間に、くちびるが 動く。 

祈りの塔へ集いし者たちの声が、心がひとつになる。 

高く、低く。長く、短く。 

古より伝えられてきた詩句が、独特の旋律を 得て、 まるで生き物のように大気中を 漂う。 や 
がて祈りを含んだ風が光を まとい、 天へ と 昇つていつ た。 

竜の口より生まれしもの 
天高く舞い上がり光と闇を掲げ 
眠りの地にさらなる約束をもたらさん。 

月は果てしなき光に包まれ 

母なる大地に大いなる恵みと慈悲を与えん。 
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眼下の大洋に、巨大な渦が生じていた。 

長老は目を開いた。声が歓喜に震える。 

「おお、見るがよ い。 我らが祈りに光が応えたぞ」 

大渦の中心から、異物がゆっくりと浮上していた。 

「あれは、 いったい—— 」 セシルが息を呑んだ。 

「大いなる眩き 船、 魔導船」 

長老は、そこでようやくセシルたちを振り返っ た。 

「祈りの最中に、どこからか暖かな声が聞こえて きた。 その声は、こう告げた。月へ 参れ、 と。 
月で、 そなたらを待っている者がいるようだ」 

「月へ——」 

「そのための魔導船であろう」 

長老の言葉に、セシルは考えこむように沈黙した。 

ふた呼吸ほどののちに、聖騎士は力強く頷く。「やってみます」 

「頼んだぞ」 

長老も頷き返した。と、そこで思い出す。「ところでバロンの状況は」 

「すでにゴルべ j ザより解放し、治安も回復しております」その問いの意味するところを、セ 
シルも理解したようだった。「しかし、バロムとポロムが——」 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


「また、 あいつらがやらかしたか」 

「いえ、 違います」 

セシルは、双子が石化して自分たちを救ってくれたのだと説明した。「あのふたりがいてく 
れなかつ たら、 ぼくたちは、こうやつて生きていることはできなかつたでしよう」 

祈りの塔に集まった魔道士たちがざわめいた。 

しかし、 長老は それを 意に 介さず、 

「石化したのであれば、それを解けばよい」 

「それが —— 」 

セシルの あとを、ロ ー ザが引き継いだ。「私も試してみたのですが、みずからの意思で石化 
している ため、// 解呪，/では何の効果も表れないのです」 

「あの賢者テラ も、 同じことを言つていました」 

聞いて長老の ミン ゥは 、笑った。 

それが意外だったのか、セシルと ロー ザは目を丸くする。 

「あの—— いつたい、どういうことなのでしよう か」 

「案ずるな。長旅の疲れから居眠りでもしておるのだろう」 

「そ、そんな-」 

「どうやら私の目に狂いはなかったようだな I 長老の顔に、孫を見つめるときの笑みが宿って 
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ぃた。 

「心配はいらぬ。あやつらの ことは、 私に任せておけ」 

セシルとローザは、しばらく互いの顔を見つめ合ったあとで、破顔した。 
「さてと、それじゃあ行ってみるか、あのお月さんへ」エッジが拳を突き上げた。 
リディアも頷く。「ええ。ゴルべーザを止めないと」 

氺 

一行が祈りの塔から姿を消したあと も、 長老は、ひとりそこに佇んでいた。 
思い描くのは、パロムとポロムの笑顔。 

あのやんちゃな子供たち が、 ここまで逞しく成長したかと思うと感慨深い。 
ふたりを石化から解放した あとに、 何と言葉をかけて やろう。 

これまで長老は、双子を一度も褒めたことはなかった。 

だが、今回ばかりは別だ。 

その行ないを賞賛してやろうと心に決めた。 
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無意識の海に沈んでいた意識が、ゆっくりと浮上する。 

永い永い眠りだった。 

半身を起こして周囲を見まわす。 

同胞たちが目覚めた形跡は ない。みな、 いまだに夢の世界を漂っているょぅ だ。 

適度に湿度を含んだ大気が、青く明滅をくり返していた。 

老人の鼓動は、それょりももっと速かった。それで目覚めた理由を知る。 

待ち望んでいた♦約束の刻// が、 ついに訪れたのでは ない。 

予兆 だ。 破壊と破滅の—— 〇 

寝台から降りる と、 夢に耽る同胞たちに背を 向け、 眠りの部屋をあとにする。 

水晶の回廊を進みながら、予兆について思いを巡らせた。 

しかしいくら思考を積み重ねてみても、その糸口さえつかむことができない。あれはただの 
悪夢に過ぎなかったのかもしれないと思えて くる。 

-と。 

一陣の風が、老人の腰まである白髪と豊かな髭とを揺らし、消えていった。 

そこに色濃く溶けていたのは、邪悪な想念。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


久しく触れていなかったその強烈な負の感情に老人は身震いした。 

間違いない。奴が目覚めたのだ —— 。 

光の牢獄で肉体を拘束、心を封じたはずだった が、 それでもあきらめなかったのだろぅ。何 
事にも決して屈することのないその精神力に、老人は舌を巻いた。 

とはいえ今一度、強固な封印を施せば、この平穏が乱されることはないはず だ。 

やがて老人は地下の回廊を 抜け、 館の大広間の中央部へと 出た。 

ゆっくりと 視線を巡らせ、確認するょぅに八つの台座を順に見つめる。そのひとつずつに美 
しい光を湛えたクリスタルが安置されていた。 

老人の表情が曇った。 

心に安らぎをもたらしてくれるはずの 光が、 今はなぜか冷たく感じられる。 

つぎの瞬間、八つのクリスタルが微細に振動をはじめた。 

それは一切の音を伴わない大気の震えと なり、 彼の臓腑と鼓膜とを直撃す る。 

老人は両耳を 押さえ、 背を 丸めた。 

—— 封印されていた次元エレべ一夕が稼動したの だ。 

苦悶の表情を浮かべながら も、 老人は懸命に歩を 進め、 館をあとに する。 

彼方を見やると、暗天に浮く青い星が見えた。 




ふいに現れた人影に、セシルは腰の剣を抜き放ち、浅く腰を落とした。 

魔導船に乗った一行は、星々の海を航行し、月へと降り立った。 

そこで発見した奇妙な建物へと足を踏み入れた 瞬間に、 その影が現れたので ある。 

「ょくぞ、参られた」 

腰まで届く髪と豊かな髭は 白。 青みがかった法衣をまとった老人だった。 

セシルを見つめる老人の目が大きく見開かれた。 が、 それは一瞬の出来事。すぐに満面の笑 
みを浮かべ、一行を館の奥へと招き入れる。 

「あなたは —— 」 

セシルたちは緊張を解かなかった。老人の姿をしている とはいえ、 油断はできない。 

「私は、フースーヤ。月の民の眠りを守る者だ」 

「月の民……ですか」訊いたのはローザ。 

フースーヤと名乗る老人が頷く。 

「まさか、月に人が住んでるとはな」とエッジ。 

遠まわしにフースーヤの正体を探ろうというのだろう。 

それに気づいた のか、 老人は背を 向け、 一行に無防備な姿を さらす。 「気が遠くなるほど昔 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


のことだ。 我らが故郷が絶滅の危機に 瀕し、 生き延びるためには別の星へ移住する他なくなっ 
た。 そこで私たちは船に 乗り、 青き星へたどり着いた」 

「——青き星？」剣を握ったま ま、 セシルは訊いた。 

「そなたらの 住む、 あの美しい星だよ」 

「俺たちの大地を奪おうって魂胆かよ」エッジが吐き捨てるように言った。 

それにフースーヤは小さく首を振った。「我らが求めた のは、 共存共栄 だ。 しかし、そなた 
らの先祖の築き上げてきた 文明は、 私たちから見ればまだまだ発展途上だった。我らが移住す 
れば、彼らの未来を壊してしまうかもしれなかった」 

セシルは、剣を収めた。 

老人の 話を、 じっくりと聞いてみたくなったのだった。 

「そこで 我らは、 青き星の近くにもうひとつの小さな星を 作り出し、 永き眠りについた」 
「それが、この月なのですね」 

フ ースーヤ は、 セシルの言葉に 頷き、 先をつづけた。「そなたらの文明が成熟したのちに、 
改めて共存のための話し合いの場を設けるつも りだった。 しかしある 者は、 眠りにつく ことを 
拒んだ。そなたらの先祖を滅ぼし、青き星を我が物に しようと 考えたのだ」 

「ひどい……」リディアが眩いた。 

「私は、奴を——ゼムスを光の牢獄へと封印し、眠りについた。しかしその永き間に も、 ゼム 
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スは己の心に棲む闇を育て、そなたらの星へと邪念を送りつづけていたようなの だ。 そして、 
その呼びかけに応えた者が現れた」 

「それが、ゴルべーザ —— 」とセシル。 

「いかにも」老人は、そこで大きく息を吐いた。 

「ゴルべーザは、ぼくたちの世界にあるすベてのクリスタルを手中に収めました」 

「そのようだな。ゼムスの発する思念を解読して、私もそれを知った」 

「教えてください、フースーヤ 。月に ある大いなる力とは何なのでし よう。 ゴルべーザの目的 
は、 その力を手に入れることだといいます」 

問われて、月の民の老人がセシルらを振り返っ た。 

「クリスタルには、 膨大な魔力が宿って いる。 ゴルべーザが—— いや、 ゼムスがそれを欲した 
のは、 バ ブイ ルの塔を稼動 させ、 次元エレべ一夕でバ ブイ ルの巨人をそなたらの星へ降ろそ、 っ 
と画策したからであろう」 

「パブイルの-巨人ですか」 

「恐ろしい兵器だと聞く」そこでフースーヤは遠い目をした。「いずれ来る脅威のために造ら 
れたと伝えられて おる。 私が生を享けるよりも遥か昔のこと だ。 その脅威と やらが、 いったい 
何なのかさえも忘れ去られて久しい」 

「へっ。 そんな大昔の代物で、俺たちの世界を支配しようってのかよ」 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


エッジが吐き捨てるように言った。「ずいぶんと舐められたもんだな」 

「甘く見てはならぬぞ。その力は海を蒸発させ、森を枯らし、大地を引き裂くとか。あまりの 
恐ろしさ ゆえ、 封印されていたほどなのだ」 

「止めないと——」リディアが体を震わせる。 

そんな彼女の肩を、ローザはやさしく抱いた。「でも、どうやって……」 
r パブイルの塔へと潜入し、次元エレべ一夕を破壊す る。 それしか方法はない」 

「しかし、バブイルの塔は不気味な光に包まれていて、近づくことさえ——」 

「私ならば可能 だ。 そなたらの青き星へと連れて行ってくれぬか」 

セシルは、フースーヤのその真っ直ぐな視線を正面から受け止める。 

両の瞳に宿った光に、なぜかある種の懐かしさを感じた。 

睡魔にも似た心地よ さが、 セシルの心を包んで ゆく。 

「——頼む。時間がないのだ」 

老人の声で、セシルは我に返った。 

そうだ、急がなくてはならない。 

故郷の大地で、みんなが待っている。 

一行は、フ ースーヤ とともに館をあとに し、 魔導船へと乗りこんだ。 
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月面から離陸した魔導船は、全速力で青き星を目指す。 

その船内——。 

「——懐かしいものだ」ふいに、フースーヤが眩いた。 

それに 気づき、 セシルは魔導船を制御するクリスタルから顔を上げた。 

懐かしい？ 

その言葉の意味を 考え、 思い当たることがあ った。 だから訊いて みる。 

「この魔導船は、月の民が造り出したものなのでしょぅか」 

「ああ。遠い昔、私の弟クルーヤがな」 

「あなたの弟が —— 」 

なぜか老人の顔に寂しげな表情が浮かんだ。「クル ー ヤは、 青き星に憧れを抱いておった。 
みなの反対を押し切ってこの船を建造し、たったひとりでそなたらの母なる大地へと降りて 
いつた。そして——月へは二度と帰つてこなかつた」 

「そのクル ー ヤといぅ人は、 ぼくたちの先祖と一緒に……」 

「クルーヤは、己の持っている知識を惜しげもなく与え、青き星の民たちの成熟と進化とを促 
した。それが正しい行為だったのかは、私にはわからぬがな」 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「飛空艇の技術も」横からローザが口を挟んで きた。 

フースーャは微笑んだ。「飛空艇だけではない ぞ。ゥ 魔の道//を作り出すのに骨を 折り、 パブ 
ィルの塔の建築にも携わったという」 

「そんな——いったい、何のために」ローザは言葉を失った。 

「月と青き星をつなぐ、物質の移送装置——それが次元エレべ一夕だ。バブィルの塔は、その 
次元エレべ一夕を支える柱に過ぎぬ」 

そこで老人は一度言葉を切った。前方の 船窓から、 次第に大きくな って ゆく青き星を見つめ 
ている。ややあってから、 再び口を 開く。 「クル ーヤは、 青き星の民の進化に手応えを感じて 
いたのだろう な。 いずれ やってくる、 ふたつの星の民の邂逅のために用意した。それが、この 
ょうな事態を弓き起こすとは」 

「で、そのクルーヤってのは、今は何をしてやがるんだ」とエッジ。 

「亡くなったょ」 

聞いてエッジは頭を搔いた。「そいつは、すまねえ」 

しかし、 老人の 顔からは、 寂しげな表情が消えて いた。 

「奴は幸せだった。青き星で出会った娘と恋に 落ち、 ふたりの子供を授かった」 

魔導船の船内が静まり返った。 

それは、 月の民の子孫が青き星に いる、ということを 意味して いた。 
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「その子供といぅのは——」ローザが訊いた。 

フースーヤ は、 答えなかった。ただ目の前に立つ若者を静かに見つめているだけで ある。 
セシルの心臓が早鐘を打つ。 「まさか、 ぼくの体には月の民の血が——」そこで心に引っか 
かっていた、あの出来事を思い出す。「試練の山で聞こえた 声は、 ぼくの…… 」 

「そなたの 父、 クルーヤの魂だ」老人が頷いた。「そなたをはじめて見た とき、 私は自分の 目 
を疑つ た。あまりに 若いころのクルーヤに似て おつた からな」 


「ゼムスの謀略を食い止めるために、クルーヤはそなたにその力を授けた」 

言われて、セシルは自分の両の掌に視線を落とす。 

父さんがくれた、聖騎士としての力——〇 

セシルは顔を上げると、老人の視線を正面から受け止めた 。「必ず、 ゼムスを止めてみせま 
す。 大地に生きるみんなの、そして月の民のために」 

3 

月の民の血-〇 

そのよぅなものが自分の体に流れているな ど、 想像したこともなかつ た。 
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フースーャにょれば、クルーャは青き星で出会った娘と恋に 落ち、 ふたりの子供を授かった 
という。 ぼくたちの世界に文明を築き上げ、父は亡くなったらしい。だが、それでは母は、そ 
してもうひとりの子供は、どうなったの だろう。 

フースーヤに訊けば、教えてくれると思う。しかしセシルは、そうしなかった。この歳にな 
れば、理解している。世の中には、知らないほうがいいことも少なくないのだと。 

セシルは、孤児だった。 

森をとおりかかった亡きバロン王が赤子の泣き声を聞きつ け、 配下の兵士に調べさせたとこ 
ろ、 置き去りにされていたセシルを見つけたのだそうだ。 

両親には、ぼくを捨てなければならない理由があったのだろう。 

それを今 さら 知ったと ころで、 悲しみしか生まれない。 

ぼくには、たくさんの 大切な仲間が いる。 それで十分じゃない か。 

そう思いこもうとしたが、心は正直だった。知らぬうちに涙が零れる。 

故郷の大地が見えてきたと、誰かが言った直後のことだった。 

「 —— 何 だ、 ありゃあ！」突然、エッジが声を上げた。 

セシルは涙を拭い、船窓へと駆け寄る。 

そこで言葉を失った。 

バブィルの塔の外壁を、縦横無尽に無数の稲妻が疾っている。 
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「遅かったか」 

フースーヤのその 言葉に、 一行の肌が粟立った。 

「見よ、バブイルの巨人が誕生する」 

塔の外壁をでたらめに駆け抜けていた 稲妻に、 秩序が生まれた。それは光の束と なり、 塔の 
入り口付近へと収束。そこで眩い光の球と なった。 

轟音に大気が 震える。それは、 どこか獣の咆哮にも似て いた。 

-と0 

光の球が消失すると同時に、巨大な影が姿を現す。人型をした城という形容が一番適切だと 
思われる外観だった。双眸に真紅の光が点ると、巨人が動きはじめた。 

一歩踏み出すたびに大地が揺れる。規模のそれほど大きくない町なら ば、 その片足で踏み潰 
されただけで一瞬にして瓦礫の 山と 化して しまうだろう。 

巨人が、両腕を真横に広げた。それぞれの指の先から発せられた光の束が、周囲の大地をつ 
ぎつぎと撃ち抜いた。着弾地点に天を突くほどの火柱が上がる。 

「——ひどい」と ロ ー ザが口を押さえ、震えた。 

エッジも拳を握りし め、 「ちくしよう」と眩く。 

リディアがフースーヤに駆 け 寄った。 「もう、 どうしようもないの？」 

そのと き、 セシルが気づいた。 r ——あれは！」 
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上空から距離を詰める四艇の《赤き翼》、大地をゆくのはドヮーフの戦車隊。バブイルの巨 ■ 
人に対して包囲網を敷いているのが見えた。 I 

戦車隊の陣頭指揮を執る のは、 ドヮーフの王ジ オット。 I 
みずからを鼓舞するかのよぅに拳を振り上げ、仲間たちの士気を上げる。 I 
その隣に立つ のは、 ジ オットの 娘である ルヵ。 I 
彼女は、 頭上をゆく魔導船を見上げる と、 両手を振った。 I 
「あたしたち も 闘ぅ わ、リディア！」 - 

別の 戦車には、 バブイルの塔で散った と 思われていたヤンの姿があった。 - 
「遅くな ってす まぬ、 セシル 殿」 | 
ヤンの周囲を飛び まわるのは、 掌ほどの大きさの 光。 | 

幻獣シルフの群れだった 。 r …… ヤン、 無理をしないで」 ■ 
それにファブールの拳闘士は笑みを返す。 | 
「そなたら に 救われし 命を、 この闘いの ために！」 | 

■ 3 

《赤き翼》には、ビッグスとゥエッジが乗っていた。 120 





ふたりは、魔導船を見上げると敬礼。 

「お帰りなさい、セシル隊長！お待ちしておりました！」 

その後ろを飛ぶ《赤き翼》の舵輪を握っているのはシド。 

魔導船に片目をつぶって合図す ると、 前方へ向き 直る。 

「わしが来たからには心配はいらんぞ 。それ、 エンジン全開じや あ！」 

さらに後方の《赤き翼》の甲板には、ミシディアの長老ミンゥだけでなく、元気そぅに飛び 
跳ねるパロムとポロムの姿があつた。 

三人は魔導船に気づくと、 

「久しぶりだな、あんちやん！」 

「ご心配おかけしました。長老に助けていただきましたの」 

「セシル 殿、 この 戦は、 そなたたちだけの問題ではない。生きとし生ける者すベての未来がか 
かった闘いなのだ」 

ギルバ ー トは、殿を ゆく《赤き翼》に乗船していた。 

「セシル……閉ざされていたぼくの未来は、君に出会ったことで開かれた。だから、ぼくも闘 
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君たちに教わった勇気で！」 

「みんな——」セシルの目に涙が浮かんだ。 

ローザも目頭を 押さえる。 「ヤン . 生きていてくれたのね」 

「シルフが助けてくれたんだわ」と リディア。 

「泣くのはまだ早いぜ」そこでエッジはフースーヤを振 り返り、 「おい、爺さん。どうす り や 
いいんだ。何か策はねえのか？」 

「巨人の 口から、 内部へ入る」 

「なるほどな。それで奴の心臓部を叩くってわけか」 

「しかし、この船では大きすぎる」セシルは言う と々 飛翔のクリスタル/,に駆け寄っ た。 

魔導船の高度が下がって ゆく。 

それに呼応するかのように、シドの《赤き翼》が上昇。 

二艇の飛空艇が並ぶ形になったところで、セシルは魔導船を自動操縦に切り替え、ハッチを 
開いた。コクピットに突風が吹きこんで くる。 

「シド、 そちらの船に移る」 

そう声をかけてから、同船している仲間に向き直った。 

「行くぞ」 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


セシルを先頭に、つぎつぎと《赤き翼》へ飛び移る。 

最後のエッジが甲板に降り立った ところで、 シドが訊いて きた。 

「どぅするつ もり じや」 

「あの巨人の口へ近づくのだ」答えたのはフ ー ス ー ャ。 

シドは眉をしかめた。「何じ や、 こやつは」 

「月の民のフースーヤだ」とセシル。 

「-月の民じやと？」 

フースーヤは、それには答えず、「できるのか？」 

「わしを誰 だと 思っ とる、 飛空艇のシドじやぞ 。任しと かんかい！」 

シドが怒鳴ると同時に《赤き翼》が急加速した。 

バブイルの巨人の顔が近づいてくる。すでに視界に収まりきらないほどに大きい。 
セシルが叫ぶ。 

「奴の口が開いたところを見計らって飛び移る。 シド、 船を寄せてくれ！」 

4 

ヵ インと ゴルべーザは、バ ブイ ルの巨人の心臓部にいた。 
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巨人が出現したと 同時に、 ゴルべ ー ザの術によってここへ転移したのである。 

制御施設の奥に ある、 薄暗い部屋だった。 

豪奢な椅子に腰を下ろしたゴルべーザは、中央の大きな鏡に右の掌をかざす。 

鏡に巨人の見る光景が映し出された。 

ヵインは奥歯を強く嚙ん だ。 

ドワーフたちの戦車隊、そして四艇の《赤き翼》 が、 巨人に向けて砲撃をくり返している。 
無駄な攻撃と、彼らもわかっているはずな のに、 その手を緩めようとしない。 

だが、それも時間の問題だろう。 

あれだけの攻撃を受けながら も、 バブイルの巨人はかすり傷ひとつ負っていない。弾が尽き、 
燃料が枯れ、やがて彼らの心は折れる。 

そうなれば、この魔人に逆らう者はいなくなる。 

さぞかし満足であろう—— とヵインは、 ゴルべ ー ザを見やっ た。 

そのときだった。 

ゴルべ彳ザの四肢が突然、がくがくと震えはじめる。 

全身に強い電流を流されているような動きだった。 

ふいにその動きが止んだかと思うと、立ち上がる。 

「おのれ……フースーヤめ」 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


漆黒の兜の 奥から、 声が漏れた。 

カインには、その言葉の意味がまったく理解できなかった。 

フースーヤとは、 いつたい誰の ことなの か。 

だが、それ以上に竜騎士の肝を冷やしたのは、その声音で ある。 これまでの鉛のように重々 
しいものでは なく、 しわがれた声だった。 

r ——ゴルべーザよ」ゴルべーザが己の名を呼ぶ。「はびこる虫けらどもを 一掃し、 この大地 
を焼き尽くすの だ。 奴の力が及ぶ前に」 

「しかし——」と言ったのもゴルべーザだった。 

カ インは、 この罪にまみれた魔人にも葛藤があることを意外に思った。 

バブイルの巨人が動いた。 

突き出した指先からつぎつぎと放たれる のは、 光の 束。 それは瞬時にして着弾した大地を え 
ぐり、 巨大な火柱を上げた。樹々は 燃え、 川の水が干上がる。 

「やめろ-」カインは叫んだ。 

しかしふたつの人格と闘う 男に、 その声は届かなかった ようだ。 

「未熟な文明を破壊しこの地に我らが民の王国を築き上げるそれを貴様も望むのであろう違、っ 
私は確かに人々を憎んでいたならばその憎悪に耳を傾けよ違うこの地にもたらされた様々な技 
術が我らを変えたのだだから私が憎むべきはそういった黙れ我に従わぬ者には——」 
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ひとつの声で吐き出される、ふたりの言葉が複雑に交じり合う。 

カ インには、 もはやその内容を聞き取ることができなくなつていた。 

天を睨む ようにして 姿なき自分と罵り合うゴルべ ーザ。 

そんな彼を見ているう ちに、 ふとある考えが浮かぶ。 

今なら逃げ出せるのでは ないか、と。 

いや——とカインは小さく首を 振り、 その甘い誘惑を払いの ける。 

それでは何にもならない。 

すべての元凶であるゴルべーザを倒さなければ。そして今がその時なのか もしれ ない。 
カ インは手にしていた槍を強く握る と、 腰を 落とし、 頭上めがけて跳躍す る。 

上昇する途中で体の上下を入れ替えて頭を下にした。 

ゴルべ ー ザは、こちらに 気づいた素振りを見せない。 

祈るような気持ちで、カインは天井を力強く蹴った。 

槍の切っ先を漆黒の甲胄へと突き出す形で急降下する。 

手応えが あった。 

カ インの槍に貫かれたゴルべ ー ザは、そこで 言葉を 失い、崩れ落ちる。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


氺 

全身を疾る激痛に、視界を覆っていた闇が瞬時にして消え失せた。 

半身を起こすと、槍を手に身構えるカインの姿が目に入っ た。 

それで何が起こったのかを 悟る。 

ゴルべーザは目を 閉じ、 胸の傷に意識を集中させた。 

止血が終わるとゆっくりと起き上がり、竜騎士を睨みつける。 

「裏切ったか——」 

「俺が忠誠を誓ったのは、バロン王ただひとり。だがその陛下 も、 もはやこの世にはいない。 
俺に命を下せるのは、自分自身だけだ」 

「それは、どうであろうな」 

ゴルべーザの言葉に、カインが眉根を寄せた。「貴様、まさか——」 

「お前の心を操るな ど、 造作もない」 

そのとおりだつ た。 

ゴルべーザは、カインのすべてを知つている。決して表に出てこられないようにと、無意識 
の牢獄に閉じこめられていた感情までもその目で見ていた。 

——カインの抱えている闇は大きく、そして濃い。 
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それがわかったから こそ、 ゴルべ ー ザは術に頼らなかった。いかに強力な暗示をかけた とこ 
ろで、 やがては破られる。ならば、みずから己の光を消し去るように 仕向け、 ふたりで闇の雜 
を結ぶべき と 考えたのだった。 

この 男は、 私にどこか似て いる。 

それは錯覚などではなかったはず だ。 

私を理解してくれる者が、ようやく現れたと思っていた。 

しかし、どうやら それは幻想に過ぎな かったようだ。 

ゴルべーザは、失望とともにヵインへの興味を失った。 

残ったのは、臓腑が沸騰するほどの怒りだけ。 

バブイルの巨人は、もう誰にも止められない。 

愚かな人間どもに制裁を加える準備は、完全に整った。 

すべての望みを叶えた 先に、 いったい何が待ち受けているのかはわからなかった が、 たとえ 
それが己の死であろうとも喜んで受け入れるつもりだった。 

ゴルべーザは嗤 った。 

裏切り者への処遇が決まったの だ。 すなわち、 死。 

-と。 

それに感づいたのか、ヵインが動いた。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


突き出された槍を払いの け、 ゴルべーザは一気に間合いを詰める。 

無防備な竜騎士の腹に右の掌を 押し当て、 念をこめた。 

後方へと吹っ飛んだカ インは、 背中から壁に激突し、その場に崩れ落ちた。 

ゴルべ ー ザは、 立ち上がろぅと必死でもがく裏切り者の前に立つ と、 

「ひと足 先に、 地獄で待っているがょい」 

とどめを刺そぅとした瞬間だつ た。 

床の振動が消えた。大気を震わせていた動力音も、今は聞こえなくなっていた。 

「来たか —— 」カインがにやりと笑い、眩いた。 

ゴルべーザの背中を冷たいものが滑り落ちる。 

このバブイルの巨人を止めた者が いる。 恐らくはセシル——〇 

ゴルべーザは、カインに背を向ける と、 足早に巨人の制御施設へ と 向かっ た。 

氺 

巨人の制御装置は、民家ひとつ分は優にある巨大な代物だった。 

その中核をなすの が、 三つの システム。 バ ブイ ルの巨人の行動を司る 制御システム、 そして 
侵入者があった場合に起動する迎撃おょび防衛のふたつの システムである。 
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だが制御施設の中央に鎮座するそれらは、今は火花を散らし、煙を吐いていた。 

「おのれ、よくも——」 

ゴルべーザの体が怒りに震えた。 

煙の 中から、 セシルたちが姿を現す。 

そこで気づいた。一行の 中に、 見た こと もない老人が混じっている。 

腰まであろう白髪を揺らし、その老人が一歩進み出た。 

「お 主、 自分が誰だかわかっておるのか」 

老人の意外な言葉に、ゴルべーザは気勢をそがれた。と同時に胸の奥に小さな痛み。 

—— 私が誰な のか、だと？ 

だが、そこで己の名 —— ゴルべーザに強烈な違和感を覚えた。 

胸の奥にある 小さな、 しかしとても大切な何かが 疼く。 老人の視線に晒されているからなの 
か、 それが少しずつ大きくなってゆくような気がした。 

私は、いったい誰なのだろう。 

やめろ、 と無意識の奥で誰かが叫ぶ。心の闇が血を欲して吠える。そして、みなぎる殺意。 
そのとき老人が右腕を大きく振るのが目に入った。 

眩い光に視界が閉ざされた。 

固く閉じられていた扉が、ゆつくりと開く ィメージ。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


耳を聾するのは、朝日に照らされて溶けてゆく夜の断末魔の悲鳴なのだろう。 

「-やめろ！」 

絶叫した が、 ゴルべーザはそれが自分の発した言葉ではないことを理解して いた。 

そして、永い夜が明けた。 

「私はなぜ、あれほどまでに憎しみに駆られていたのだ」ゴルべーザは眩いた。 

力を使い果たしたのか、あの老人が片膝を床についていた。だが、顔に疲労の色はなく、か 
すかな笑みが浮かべていた。「ようやく自分を取り戻したか」 

「自分を-？」 

「お 主、 父の名を覚えているか」 

問われ、記憶の海へと潜って ゆく。 懐かしいあのころの思い出を見つけ、引き上げた。 

「父……クル1^-」 

ゴルべーザが眩くように言うと、老人の背後に控えていたセシルが体を震わせた。 

「それ じゃあ、 セシルの——」ローザが口を押さえる。 

エッジは信じられないといった表情となった。「兄貴だってことかよ……」 

老人が、ゆっくりと立ち上がる。 

「クル ー ヤ は、 私の弟。すなわち、お主も月の民だということだ」 

「月の民——」 
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「お 主は、 ゼムスの強力な思念で利用されていた。その体に流れる月の民の血が、奴の邪悪な 
思念に よっ て 反応し、 心を縛られていたのだろう」 

「私は、操られていた —— 」 

老人が頷いた。 

「では、ぼくは——」セシルは拳を握りしめた。「兄を憎み、闘って……」 

「仕方があるまい。セシル、お前は正しい。そうするしかなかったの だ。 私が悪しき心を持ち、 
闇の誘惑に耳を貸した•ばかりに」ゴルべーザが言った。 

「でも、もしかしたら逆の立場になっていたかもしれ ない。 ぼくがゼムスの思念を受けてし 
まっていたら、あるいは——」 

「それは、あるまい。私がゼムスの思念に屈した とき、 お前はまだ生まれたばかりだった」 
セシルが、うな垂れるように顔を伏せた。 

そんな 弟に、 ゴルべーザは背を 向けた。 

「待って、どこへ——」とリディア0 
「私自身で決着をつける」 

その背中に、老人が声をかけた。 

「ゼムスと て、 奴が月の民であることに変わりはない。私もともに行こう」 

こ/っしてふたりは、セシルらに別れを告げ、バブイルの塔へと転移した。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


クリスタルの力を再び使い、次元エレべ一夕を作動させる 0 
目指す は、月。 そこにゼムスがいる。 


予想だにしなかった事実を突きつけられ、セシルの心は麻痺していた。 

思考は空転をくり返すばかりで、ただ立ち尽くすことしかできない。 

そんなセシルに痺れを切らしたのか、 

「おい。いいの かよ、 セシル」とエッジが言った。 

その言葉は耳に届いていたが、セシルは何の反応も示さなかった。 

ローザが言葉を添える。「あの人……自分の命で償うつもりよ」 

わかっている。わかっていたが、そう簡単に割り切れるものではない。 

彼の犯した罪に よって、 たくさんの血と涙が流された。 

操られていたから、というたった一言で片づけるには重過ぎる罪で ある。 

それに加え、兄だとはいっても、今はじめて顔を合わせたにも等しい。 

憎しみをぶつけていた時間のほうが遥かに長いのに、急に気持ちを切り替えられるわけもな 
かった。いくら血がつながっていようと、愛隋を感じられようはずもない。だから、彼を追い 
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かけ、ともに 手を 取り、 ゼムスを倒そうという気力が沸いて来ないの だ。 

-と。 

突然、足元が揺れた。それは崩壊を意味する震動だった。 

エッジが舌打ちした。「こいつは……やばいぜ」 

「早く逃げないと」と周囲を見まわしながら 、リディア もそれに 同意。 

「-セシル！」 

ローザに肩を揺さぶられ たが、 セシルは自分の爪先に視線を落としたままだった。 

もう何を信じるべきなのか、わからなくなってしまっている。 

「ったく、 何してんだよ」エッジがセシルの胸倉をつかんだ 。「早く 逃げね えと、 このまま死 
ぬことになるぞ」 

それをなだめるようにリディアが 、「でも、 出口が——」と言ったときだった。 

「——こっちだ」という言葉が聞こえた。聞き覚えのある声だった。 

セシルは弾かれたように顔を上げた。 

「ヵイン！」ローザが息を呑む。 

エッジは目を細めた。 「へっ。 もう、その手には乗るかよ」 

「話は あとだ。 死にたいのか」 

その言葉に最初に反応した のは、 ローザだった。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


カインへと駆け寄ると、一行を振り返る。 

「-急ぃで！」 

* 

「-すまな力つた」 

そう言う と カ インは、 うつむくように顎を引いた。 

一行は、カインの手引きによって崩壊するバブイルの巨人から脱出。バロン城の左の塔の最 
上階に ある、 セシルの私室へと集まっていた。 

「許しても らおうな どとは思っていない」 

「当たり前だ。てめえのせいで巨人が現れたも同然だろ」 

エッジが、飛びかからんばかりの勢いで、カインに詰め寄った。「一歩間違えれば、国のひ 
とつやふたつ、消し飛んでいたかもしれねえんだぜ！」 

「やめて！」ローザが、ふたりの間に割って入った。 

「おいおい、何でこんな奴の肩を持つんだよ」 

収まりのつかないエッジに、ローザは小さく首を振った。「あなただってわかってるはずで 
しよう。 カインに非はない。あのゴルべーザだって……」 
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「奴が-どうかしたのか」とカ イン。 

r ゴルべーザは、セシルのお兄さんだった——」 

言われて、カインは言葉を失った。 

そのあとを、リディアがつづける。 r セムスという月の民が、ゴルべーザの体に流れる月の 
民の血を利用していたの」 

「つまり——」カインはセシルを見やる。「セシルも月の民だったのか」 

セシルは 目を閉じ、 顔を伏せて いた。 

くちびるは真一文字に結ばれて おり、 答える意思はないように見えた。 

「そうだったのか」とカインは大きく息を吐いた。 

ゴルべーザも操られていたとは —— 〇 

バブイルの巨人での彼の不可解な言動と行動の意味が、そこでようやく理解できたような気 
がした。ふたつの人格を持っていたので はなく、 邪悪な思念に支配されていたの だ。 

許容量を超えた闇が精神へ流入し、異常をきたしたといったところであろう。 

だが、それでもカインは、ゴルべ j ザの心が弱かったのだとは思わない。 

操られていても なお、 彼は己の美学を 貫いた。 

数々の悪事をくり返しながら も、 虚言を吐くような真似は一切しなかったのだから。 

それは、ゴルべーザの心にも光があったという証なのだと思う。 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


ゴルべーザは、ゼムスに操られることを望んでいなかったはずだ。だからこそ奴は、俺の心 
を闇の鎖で縛って服従させよ、っとはしなかった……。 

カインは、再びセシルを見つめる。 

強く握られた拳。眉間に皴を寄せ、奥歯を嚙みしめている。 

彼のその複雑な心のうちは、そういった様子からもよくわかった。 

「それでゴルべーザは、ゼムスを倒すためにフースーヤと月へ向かったの」 

リディアが、小さく眩いた。 

誰に向けた言葉だったのだろうか——ふとカインは、そんなことを考えた。 

これ以上、セシルに何かを背負わせることはできない。そして、俺は犯した罪を償う必要が 
ある。覚悟が固まった。 

「 —— 俺が、月へ行く」 

カインは、そ、っ言い放った。 

全員の視線が、竜騎士に注がれる。 

エッジが鼻で笑った。「また操られなけりやいいがな」 

「そのときは遠慮なく俺を斬るがいい」 

「いい覚悟だ。なら、俺がそいつを見届けてやるぜ」 

「エッジ……」 
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「ま、 俺もゼムスとかいう奴に一太刀浴びせてやらんと気がすまねえからな」 

にやりと笑うエッジ。 

カ インは、 その友情に心から感謝した。 

そのときだった。 

「行こう」セシルが顔を上げた。「ぼくも月へ行く」 

カ インは、 セシルへ と 視線を転じた。 

迷いなきセシルの眼光が、こちらへ向けられていた。 

「すまなかった な、 セシル」 

カインが頭を下げると、セシルは微笑んだ。「お前らしくもない」暖かな笑みだった。 
「しかし-」 

「お前が、そんなでは張り合いがない。ゼムスを倒すのは、ぼくだぞ」 

言われて カインは、はっとした。 

どこかで聞いたことの ある、否、 どこかで自分が口にした台詞だと気づいたの だ。 
「そうだな」 

カインの顔にも笑みが浮いた。「俺も負けはしない」 



























魔導船の コクピットは、 薄闇に沈んでいた。 

船窓から差しこむ は、 月明かり。 

その寂しげな光が、床に座りうつむく三人の男を照らしている。 

エッジが、ため息をついた。あれこれと思いを巡らせるのには、もう飽きていたの だ。 

そっと視線を 上げ、 セシルとカインの様子を 窺う。 

ふたりは、まだ膝を抱え、視線を床に落としたままだった。 

ロー ザたちのことを考えているのだろう な、 とエッジは思った。無理 もない、 これが永遠の 
別れとなるかもしれないの だ。 だから、エッジは彼らに声をかけられずにいた。 

—— あれは、つい先刻のこと。 

俺たち三人が、月へ向かう決意を固めた直後、セシルは言った。 

「ローザとリディアは、ここに残ってくれ」 と。 

セシルにしてみれば、未知の危険が伴うこの旅に、彼女たちを連れて行きたくないのだろう。 
しかも相手は、あのゴルべーザを手玉に取ったゼムスで ある。 最悪の状況を考えれば、セシル 
の言動に何らおかしなところはない。 

だが、ローザとリディアは、それに異を唱えた。 
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ここまで己の命を 削り、 世界のために闘ってきた。ようやく首魁の存在を突き止めたという 
のにお役目御免では納得できるはずもない。 

月へ向かうことに彼女たちが恐怖を感じていないわけがない。それでも行きたいと願うのは、 
心から仲間を心配しているからなのだろう。特にローザは、セシルを愛している。彼を失うぐ 
らいなら ば、 生きている意味などないとさえ考えている様子 だ。 

しかしセシルは、決して首を縦に振らなかった。 

やがてふたりは折れ、涙ながらに部屋を出て ゆく。 

セシルの自室をあとにするとき、リディアがエッジを振り返っ た。 

「馬鹿！」 

別れの言葉としては最悪だった。 

——馬鹿、か。 

ああ、 そのとおりなのだろう な。 

俺はリディアを守るためなら ば、 命を懸けることだってで きる。 だが、その俺が死んでし 
まったら、彼女はどうするのか。いったい、誰が彼女を守る。 

普段のエッジな らば、 自分の死や敗北などは一切考えない。いくらだって強がりを口にする 
ことができる。しかし 今度 ばかりは 話が 違った。 

後海があるとしたら、ひとつだけ。 
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自分自身にけじめをつける意味で言ったつもりだった が、 あんな状態じゃあ気の利いた言葉 
になんかなりつこない。 

「——ガキ は、 いい子でお留守番でもしておきな」 

形として売り言葉に買い言葉となってしまつた。まったく最悪 だ。 

エッジは、また深くため息をついた。 

船窓から視く空が、白んできているのが見えた。 

夜明けが 近い。 出航の時間 だ。 

エッジにつづいて、ふたりも立ち上がった。 

言葉はない が、 心は通じ合っている。 

セシルが魔導船の動力を 司る，/ 飛翔のクリスタル，/に手をかざした。 

同時に微細な振動が足に伝わってく る。 

つぎの瞬間、月の民の叡智が造り出した船は急速上昇。瞬く間に大地を離れ、やや青みが 
かつた空へと吸いこまれていつた。 

船首の船窓に月が見えて いる。 

それが大きくなってゆくにつれ て、 空から色彩が抜け落ち、黒く染まっていった。 

月の地表が確認でき、間もなく離陸の態勢に入ろぅかといぅときだった。 

三人は息を呑んだ。 
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コクピットに、ロ ー ザが姿を現したので ある。 

セシルが顔を伏せた。「どぅして —— 」 

「私がいなかったら、誰があなたたちの傷を癒すの」 

無言を貫くセシルに、ローザはなおも言った。「あなたの側にいられるのなら、どんな危険 
なことだつて——」 

「 ——仕方ない な、 セシル」 とカィン。 

セシルが弾かれたように顔を上げた。「カ イン、 お1刖 —— 」 

「やつとわかつ たよ。 お前たち ふたりは、 似た者同士なんだつてな」 


エッジが笑っ た。 「まった く、 羨ましいねぇ」 

しばらくの沈黙の あと、 セシルは頷いた。 

「わかった ょ、ロ ー ザ。何があっても、ぼくが君を守ってみせる」 
-と。 

そこへ もぅ ひとつの声が上がっ た。「ぅまく 行ったわね！」 
エッジの笑みが凍りつ いた、 「お、おめぇ……」 

つづいてコクピットに姿を現した のは、リディア だった。 
「リディア、 君 も 乗っていたのか」セシルが大きく息を吐く。 
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「幻獣たちの力が、きっと役に立つと思う。みんなも世界を守るために闘いたがっている」 

「 —— 幻獣たちが？」 

「そう……これは、みんなの闘い。人間だけじやなくて、ドヮーフも幻獣も、それからたくさ 
んの花や動物たちも」 

「ああ、そのとおりだ」セシルが破顔した。それから船首へと向き直る。 

月の地表が、船窓から溢れている。 

セシルがク飛翔のクリスタルゥに触れる と、 魔導船は着陸態勢に入った。 

「行こう、ぼくらの闘いに！」 

2 

「——何を考えておる」 

ふいに、そう訊かれて我に返った。 

フースーャに導かれるょうにして進むゴルべーザは、改めて周囲を見渡す。母なる大地から 
いつも見上げていた月の地下に、このょうな渓谷があるとは想像もしていなかった。 

天然の洞窟かと思ったが、やがてその景観は一変。切り出した水晶の立方体を敷き詰めた通 
路となっている。頭上を仰ぐ と、 これまでとおってきた道筋が、淡い光の線となって浮かび上 
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がっているのが見えた。ため息の出るような光景だった。 

「昔のことを思い出していました」ゴルべーザは、眩くように答えた。 

月からやってきた父。彼もまた、遠い昔に、これと同じ景色を眺めていたのだろうか。 
そういえば父は、事あるごとに暗天に浮かぶ月を見上げていた。 

「ねえ、父さん。どうして、いつも月を見ているの」 

と訊いたことがあつた。 

それに父クルーヤは 、こう 答えた。「教えてやるよ。お前がわかるようになったらな」 

今になって思えば、父は苦悩していたのだろう。 

父のもたらした魔法の概念は、凄まじい勢いで世界中へ 広まり、 人々の生活は激変した。よ 
い意味で も、 悪い意味で も。 一番の問題は、人間同士の争いに魔法が使われるようになったこ 
とだっ た。 父は率先して、そうしたことを禁じるための活動に身を投じた。 

理想と現実の隔たりに心を痛めていたクル ー ヤ。 

故郷の月を見上げるたびに後悔の念に駆られていたとしても不思議ではない。 

そして父は死んだ。 

父の教えに反対する者が、魔法でその命を奪ったの だ。 

クルーヤは、一切抵抗することがなかったという。いまわの際に父が眩いた。 

「間違っていたのだろう か。 私の思いは—— 」と。 
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話を聞いていたフースーヤ が、 やりきれないといったように首を小さく振った。 

ゴルべーザは言った。「あのとき、私ははじめて人を憎みました」 

それから半年も経たぬ うちに、 今度は母セシリアがこの世を去った。 

無理な出産が原因だった。 

「それで生まれたのが、セシルか」 

「はい」ゴルべーザは、静かに目を閉じた。「母の葬儀が終わり、幼い弟とふたりきりで薄暗 
い部屋に取り残されたときに、どこからか声が聞こえてきました」 

「——ゼムスの声か」 

「両親の死は、セシルによって引き起こされたものだと声は言いました。馬鹿げた話です。し 
かし当時の私は、この冷たい現実を受け入れるための捌け口を求めていたのでしよう。すべて 
を弟に押しつけてしまえば、楽になれる。……私は弱い人間です」 

「いや、そなたもまだ幼かった。無理もない話であろう」 

「しかし、私は弟を捨てたのです。生まれたばかりで、まだ泣くことしかできないセシルを、 

あろうことか獣や魔物の徘徊する森に-」 

そして故郷を捨てて辺境の地に身を 隠し、 黒魔法の修練に明け暮れた。 

闇からの声を師と仰ぎ、父と 慕い、 友として寂しさを紛らわせた。セオドールと い、っ 名を捨 
て生まれ変わった。朽ちた竜の骸から生まれし毒虫——ゴルべーザとして。 
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* 

地下渓谷を進むに従って、ゼムスのものと思しき邪悪な思念が強くなって ゆく。 

々月のクリスタ ルゥが語つ たとおりだ、とカインは 思つ た。 

月の民の館に置かれていた//月のクリスタル/,によれば、バブイルの巨人が破壊されたこと 
でゼムスの封印が解けたら しい。 

状況は最悪だった。 

懸命に先を急ぐが、まだフースーヤとゴルべーザの背中は見えてこない。このままでは、力 
インたちが追いつく前に、彼らはゼムスと命のやり取りをはじめてしまうだろう。 

フースーヤたちがゼムスを倒せればいい。 

だがカインは、その可能性は低いのではないかと考えていた。 

鍵を握るのはゴルべーザで ある。 彼はフース彳ヤによって心の闇から解放されたという が、 
再び邪悪な思念によって操られないとも限らない。そうなれば月の民の老人は孤立し、戦況は 
一気に劣勢へ と傾くことになる。 

だから急ぐ。 

しかしカインの心には、焦りと同じだけの幸福も あった。 

自分とセシル、そして口^ —ザ。三人で行動をともにすることの幸せを喃みしめていた。 
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まるで幼いあのころに戻ったかのような錯覚さえ覚える。 

そう、 ずっと三人は一緒だっ た。 

日が暮れるまで野山を駆け まわり、 夜がくると明日が待ち遠しくてたまらなかったあの懐か 
しい 日々。 それが永遠につづくことを信じて疑わなかった。 

やがて成人を 迎え、 各々が国を支える重要な任に就く と、 すべてが変わった。 

激務に追われ、三人がそろって顔を合わせる ことは、 ほとんどなくなった。 

とはいえ、それはカイン自身が望んだことでもあった。 

セシルとローザが一緒にいるところを見るのがつらかったの だ。 

ローザがセシルに見せる笑顔は、カインへ向けられたことがないものだった。 

それに気づいてから、カインは三人でいることを避けるようになった。 

あの胸が締めつけられるような想いをするぐらいならばと、あえて孤独を選んだ。 

そんなカインが 今、 そういった苦痛を感じずにいられる のは、 

—— これが最後 だ。 

と、 わかっていたからだった。 

ゼムスを倒して我らが大地へ帰還した ところで、 もはやバロンに自分の居場所はない。生き 
恥を さらしてまで、 竜騎士団の長という地位にしがみつくつもりはなかっ た。 

だからこそ、心に重荷を感じず、ふたりと行動をともにできる。 
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最後ぐらいは己を殺し、ふたりのために生きよう。 

いずれ結ばれるであろう彼らへの、それがヵィンなりの祝福だった。 

氺 

—— 近ぃ。 

とセシルは思った。明確な理由があるわけではない。本能が、そう告げている。 

邪悪な気配が、すぐそこまで迫ってきているのがわかった。 

フースーヤとゴルべーザは、どうしているのだろう。 

急がなければと焦りに背中を押される が、 同時にセシルの襟首を つかみ、 足を鈍らせようと 
する感情も あった。 それは——ゼムスへの恐怖だった。 

セシルは、ゼムスが恐ろしかった。 

再び兄ゴルべーザが操られてしまったら…… 。いや、 今度は自分がその邪悪な思念に囚われ、 
奴の言いなりになってしまうのではないかと考えてしまう。 

己の歪な心の 闇を、 ゼムスに気づかれたらと不安になる。 

自分の抱えている負の感情を、完全に肯定してくれる存在が現れたとしたら、ぼくは果たし 
てその邪悪な誘惑に打ち克つことができるのだろう か。 
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自信のなさが、歩く速度に表れた。 

立ち止まってしまいたい。 

足が鉛のょうに重くなって ゆく。 それでも懸命に歩を進めるのは、なぜだろう。 

愛のために？友情のため？平和のため？それとも——。 

ついにセシルの足が止まった。 

その目が捉えた のは、 フースーャとゴルべーザの背中だった。 

全身を雷に似た衝撃が駆け抜ける。 

セシルは、知らずに走りはじめていた。 

-兄さん！ 

3 

黒い法衣の男が、宙に浮かんでいた。 

目は虚ろで生気が なく、 肌さえもが闇に染まっていた。 

ゼ ムスを前にして、 ゴルべーザの体に緊張が 走る。 

言葉など必要なかった。何か言うつもりも、また相手の言葉に耳を傾ける気もない。 
も 早く、 この悪夢の元凶を滅ぼしてしまいたい衝動だけがある。 
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ゴルべーザの心を焦がす炎が、//炎獄〃として具現化する。 

フ ー ス ー ヤも同じ想いだ ったのだろう。 ゼ ムスへ々 遅延％ 

矢継ぎ早にゴルべーザは//氷塊々。 

フースーヤはゥ呪縛//を詠唱。 

さらに々轟雷/そして//聖光% 

息をつく暇を与えずにゼムスを追いつめて ゆく。 

「もうひと息だ」フースーヤが眩いた。 

本当だろう か、 とゴルべ ー ザは不安になった。これだけの魔法を喰らいながら も、 ゼムスの 
表情にまったく変化はない。また反撃の素振りさえも見せなかった。 

まるで傷つくことを望んでいるかのようだった。 

フ ースーヤも、 気づいているはずだ。何かがおかしい、 と。 

となると、あれは、 みずからを鼓舞す るた めの言葉だったのか もしれない。 

そんなゴルべ ー ザの心を読み取ったかの ように、 

「すべての精神力を——☆堕星ゥに変えるのだ」 

フースーヤが叫んだ。 

ゴルべーザに異論があろうはずもない。封印されていた最強の黒魔法ならば- 

ふたりの詠唱がはじまっ た。 
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-と。 

ゼムスが口を 開いた。 「使ぅがよ い、 すべての力を」 

ゴルべーザの心を不吉な予感が よぎる。 しかし詠唱を止めるわけにはゆかない。 

魔法の威力を信じるしかないのだ。 

かくして呪文が発動す る。 

頭上に現出した無数の 岩が、 術者の怒りの炎によって燃え滾 った。 

つぎの 瞬間、 それらが容赦なく降り注ぐ。 

ゼムスの顔に浮かんだ のは、 苦悶を意味する表情ではなかった。 

「この肉体が滅びよぅとも、魂は不滅なり」 

歓喜の笑みを浮かべながら、崩れ落ちていった。 

氺 

「ひやっほ^-」 

エッジの上げた声で、セシルは我に返った。 

目の前でくり広げられていた光景が信じられなかった。 

フ ー ス ー ヤと ゴルべ ー ザのゥ堕星クの前に、あのゼムスが何もできずに倒れた。悪夢は終わ 
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りを告げ、平和が戻ってきたのである。 

エッジが、フースーヤたちに駆け寄った。 

一行も、急いでそのあとを 追う。 

「ちぇ。ひと足遅かったか」とエツジは、絶命したゼムスをちらりと見たあとで、フースーヤ 
へと向き直った。「俺がぶちのめすはずだったのにょ」 

ゴルべーザが振り返った。「セシル——」 

しかしセシルは、顔を伏せて、その視線を避けた。 

そのときだった。 

ゼムスの遺体が、ゆっくりと起き上がった。首は後方に 傾き、 両の腕がだらりと垂れ下がっ 
たままで。まるで見ぇない糸に操られて いる、 出来の悪い人形の ょう だっ た。 

体が縦にふたつに裂ける。その亀裂から、闇が立ち昇った。 

闇は竜巻のごとき渦と なり、 見る見るうちに巨大な柱と化した。 

「我は、完全なる暗黒物質」闇が言った。「ゼムスの憎しみが増大せしものなり」 

一行の周囲を黒い突風が吹き荒れる。 

まともに目を開けていられないほどの勢いだ った。 

それでもフ^ -- ス^~ ヤと ゴルべ^~ ザは、 歯を食いしばり、ゼムスの もとへと向かう。 
r ゼムスめ……光の牢獄に囚われている 間、 密かに心の闇を育てておったのか」 
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月の民の老人は、奥歯を強く嚙んだ。「それに気づかなんだとは」 

闇の声が風に 混じる。 「我が 名は、 ゼロ ムス。 すべてを……憎む」 

「セ ムス —— いや、 ゼロ ムス。 今度こそ私の手で消し去る」ゴルべ ー ザが叫んだ。 

再び、 フースーヤがゥ堕星/,を詠唱。 

ゴルべーザ も、 それにつづく。 

しかし、究極の黒魔法も完全なる闇の前では何の効果も表さなかった。 

「ゴルべ j ザよ、今こそクリスタルを使ぅときだ」 

漆黒の 男は、 老人の言葉に頷く と、 懐からひとつの クリスタルを取り出す。 

様々な色彩の交じり合った不思議な光を放っていた。 

それを頭上高くへと 掲げる。 

しかし —— 

ゼロムスの哄笑が響き渡っ た。 「暗黒の道を歩んだ貴様がクリスタルを手にしよぅとも、そ 
こに輝きなど戻るわけもあるまい。——死ね！」 

突然、上空から燃え滾る無数の岩が降り注いだ。 

ゼロムスによるゥ堕星 / S だった。 

まともに食らったのは、フースーヤとゴルべーザだけではなかった。 

セシルたち一行 も、 その余波を受け、そのまま床に伏す。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


風が止んだ。 

一条の光もない闇の 中、 悪鬼のごとき顔が浮いていた。 

「光の牢獄へつながれていたのは、肉体があればこそ。だが訪れた死によって、そこから抜け 
出した私は、完全なる自由を得たのだ」 

セシルは、 自分が死の一歩手前にいる ことを 自覚しながら も、 必死で立ち上がる。 

倒れているゴルべーザと目が合った。 

「 . 兄さん」 

「セシル、 これを」差し出され たのは、クリスタルだった。 「お前が使ぅ の だ」 

クリスタルを 受け取つ たセシルは、ゼロムスへと向き直る。 

仲間たち は、 みな動けない。ゼロムスの//堕星，/によって、肉体から急速に生命力が失われ 
てしまつているの だ。 

だが——それでも負けるわけにはゆかなかった。 

4 

ミシディアの祈りの 塔、 最上階——。 

祈りを捧げていた双子の魔道士が、弾かれたよぅに顔を上げた。 
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「長老！」とポロム。 

同時にパロムも叫ぶ。「あんちゃんたちが！」 

「今 こそ、 彼らの……」長老が目を開いた。「いや、すべてのために祈るときだ」 

そこに集まっていた者たちは 頷き、 目を閉じて顔を伏せた。 

r ——セシル殿」ヤンは己の無力を 呪い、 この体に残されているすべての力を差し出す覚悟で 
一心不乱に祈りを捧げた。 

「今こそ、本当の勇気を……」未だに体の傷は癒えていなかったものの、それでもギルバート 
は信じていた。セシルたちが敗れるはずなどない と。 

「わしらが待つとるんじ ゃ！」 シドが叫ぶ。セシルたちと再会する日がやつてくることをまっ 
たく疑わなかった。 

「この大地のためにも」ドヮーフと人間の、種族を超えた絆を結んでくれたセシルたちに、ジ 
オットは感謝していた。 

「立ち上がって！」ジオットの娘ルカも一行のために祈る。リディアたちのあの笑顔を、また 
見たくてたまらなかった。 

バロンの《赤き翼》の隊員である ビッグスと ゥ エッジ、 そして トロイ アの神官たちの姿も 
あった。 彼ら もまた、 セシルたちの力を心から信じて いた。 

「しっかりし ろょ、 あんちゃん」バロムが月に向かって眩いた。 






ファイナルファンタジー IV 下巻 


「セシルさん……みなさん……」ポロムの声が涙に溶けて ゆく。 

「——月よ！」長老ミンゥが、両手を頭上に掲げた。「我らの 祈り、 受け取りたまえ」 

立ち昇った光が、彼方に浮かぶ月へと吸いこまれるようにして消えていった。 

5 

闇の中に生じた淡い光が、セシルたちを包みこむ。 

母なる大地で帰りを待っているみんなの顔が、つぎつぎに現れては消えていった。 

やさし さ、 勇気、耐える 心、 力強 さ、 そして聖なる光——。 

青き星より届けられた数々の祈りが、仲間たちを蘇らせ、闘う力を与えた。 

「お前に秘められた聖なる力をクリスタルに託すのだ」 

どこから か、 兄ゴルべーザの声が聞こえて きた。 

セシルは、迷わずそれに従った。 

-と。 

掲げたクリスタルに亀裂が入つたかと思うと、砕け散っ た。 

その八つの破片は、土水火 風、 そして闇のクリスタル となり、 それぞれの持つ八つの眩い輝 
きでゼロムスを照らした。 






闇に浮いていた悪鬼の首が歪んだ。 

つぎの瞬間、地下渓谷を支配していた闇が消失し、ゼロムスがその正体を見せる。 

それは、奇怪な姿だった。 

あらゆる 生き物の容姿を掛け合わせたかのよぅな外観で ある。 

だがその混沌とした悪夢じみた姿にも、一行は決して恐怖しなかった。 

自分たちがここで敗れれば、すべてが闇に閉ざされることになる。 

両肩にのしかかるその使命の重さも、今では心地よ い。 闘いが終われば、みんなにまた眩し 
いほどの笑顔が戻るとわかつているのだから。 

セシルとエッジが飛び出した。 

ふたりがゼロムスの注意を引くその背後で、ヵインが頭上へと跳躍。 

ローザは、ク防殼ゥとゥ障壁ゥで支援にまわる。 

初撃を加えた のは、 エッジだった。手にしていた風魔手裏剣を投げつける。 

ついでセシルの剣による一撃。 

そこへリディアのゥ炎獄//が追い討ちをかけた。 

と——昆虫を思わせるゼロムスの眼が、リディアに向けられた。上空から舞い降りたヵイン 
の槍に貫かれても、その視線を動かそぅとしない。 

「てめえの敵は、こっちだ」 
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エッジがそう叫び、捨て身の攻撃を仕掛ける。 

しかしゼロムスの憎悪を自分へ向けるには至らない。 

大気中に生じた凄まじい熱量が、瞬時にしてリディアに収束。小さな悲鳴とともに彼女の緑 
色の髪が舞った。ゼロムスによる々核爆//だった。 

「——リディア！」エッジが崩れ落ちた召喚士へと駆け寄る。 

ぐっ たりと 動かない その 細い体を抱き起こ すと、 ローザを 見やる。 「頼む」 

死の一歩手前にある彼女を蘇らせようと、ローザが詠唱を開始。 

しかし—— 

「駄目よ」というリディアのか細い声が、それを中断させた。 

「どうして-」 

「エッジ、 あなたの言うとおりだった」 


「お留守番しておけばよかつた」リディアは目を閉じたまま、微笑んだ。「ゼロムスは、これ 
までの相手とは比べものにならない」 

「わかつてる」 

リディアの顔から笑みが消えた。「それなら、私のことは放つておいて」 

「そんなことで きる わけねえだろが！」 
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ファイナルファンタジー IV 下巻 


「今の私 じゃあ、 ゼロムスに太刀打ちできない。みんなの足を引っ張りたくないの」 

エッジはリディアをやさしく抱きしめ ると、 その耳元で囁いた。 

「わかった、待っ てろ。 あんな野郎、すぐに片づけてやるから」 

肩越しにゼロムスを睨みつ けた。 そこで異変に気づく。ゼロムスの体が振動をはじめたの だ。 
エッジの本能が警告す る。 身を守れ、と。 

r ——来るぞ！」叫ぶと同時に、リディアに覆い被さるようにして、それに備える。 

ふた呼吸ほどののちに、内臓が破裂するかのような衝撃が襲いかかってきた。 

全身を引き裂かれるような痛みが全身に 走る。 思わず悲鳴を上げそうになる が、 エッジは奥 
歯を嚙み しめて、 それを必死で呑み こんだ。 

腕の中で震えるリディアに、そんなものを聞かせるわけにはゆかないのだから。 

無意識の底に沈みそうになる意識を、懸命に奮い立たせる。 

「お前は、俺が 守る。 絶対に —— 」 

エッジは自分に言い聞かせるように叫ぶ。そしてリディアが小さく頷くのを確認して から、 
彼女の体を静かに床に横たえた。ゼロムスに向き直る。「——どうした、この程度かよ！」 
「ぼくらは、 負けるわけにはゆかない」膝を折っていたセシルが立ち上がる。 

それにカインもつづいた。「勝負は、ここからだ」 

「絶対にあきらめない」ローザの，/極癒ゥが仲間たちの傷を癒す。 
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果てしない消耗戦がつづいた。 

何度も瀕死の窮地に陥りながら も、 セシルたちは怯むことなくゼロムスに立ち向かう。 
自分たちのうしろにはローザがいる。 

彼女がいてくれるからこ そ、 己の身を心配せずに闘うことだけに専念で きる。 

ローザ もまた、 そんな三人を心から信頼して いた。 

幾たびも絶望の危機に陥りはしたが、いつか必ず彼らと鬨の声を上げられる瞬間がやってく 
る——そう信じて、仲間たちの援護と回復に徹していた。 

「待っ てろ。 もうすぐだ」エッジは、背後に倒れているリディアを 振り返り、 折れそうになる 
心を奮い立たせようとした。 

しかし召喚士は、身動きひとつしていなかった。 

呼吸さえもしていないように見える。 

不安に駆られたエッジは 、リディアの 駆け寄ろう とした。 

そのときだった。周囲に、淡い光を放つ霧が満ちた。 

『我らが大地のために——』どこから ともなく 声が する。 

一行とゼロムスの間に立ちはだかるようにして、それが実体化した。 

見上げんばかりの巨躯は、竜そのもの。純白の翼を 開き、 咆哮を上げた。 

その衝撃に、ゼロムスが苦悶の声を漏らす。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


白き竜が姿を消してから、ようやくエッジは言った。「幻獸か——」 

「リディアのお母さんだ」とセシル。 

ついで大地が鳴動する。ローザが小さく悲鳴を上げた。 

土くれでできた巨人としか形容のしようがない幻獣がゼロムスの前に現出す る。 

巨人——タイ タンは、 大樹を思わせる両の腕を頭上高く掲げたかと思う と、 つぎの 瞬間、 そ 
のふたつの拳を振り下ろす。轟音とともにゼロムスの体が揺らいだ。 

タイ タンが消えた のちに、 再び 声。 

『我らの力を光のために—— J 慈愛に満ちた声だった。 

現れた のは、 姿形 こそ 人間に酷似して いたが、 明らかに幻獣とわかる女性だった。三つの顔 
と六本の腕を持っ ている。 『立ち上がりなさい 、リディア！』 

王妃アスラによって呼び出された光が、緑の髪の召喚士を包み こむ。 

つぎの瞬間、リディアがゆっくりと顔を上げた。 

エッジは目の奥が熱くなるのを感じた。 

リディアが小さく頷くを見てから、ゼロムスへと向き直る。 

アスラの姿はすでになく、代わりに青みを帯びた巨大な竜がそこにいた。 

「——リヴ ァイ アサ ン！」 言った のは、 セシルだった。 

幻獣王リヴ ァイ アサンは 、頭上 高く舞い上がったかと思う と、 ゼロムスへ向けて急降下す る。 
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その姿が次第に透きと おり、 大気に溶けて ゆく。 

いつしか竜は巨大な波へと変容して いた。 その圧倒的な質量の水の塊が、闇に蝕まれた月の 
民へと激突し、呑みこんでい った。 

『小さき者たちよ、あとは頼んだぞ』 

それでエッジは我に返った。「幻獣たちに負けてられるかよ！」 

「ああ」とセシルが剣を握りし める。 

ヵインも頷いた。「行くぞ！」 

そして、ついにその瞬間が訪れる。 

セシルに剣を突き立てられたゼロムスの 肉体が、 ゆっくりと崩壊して ゆく。 

「我は……滅びぬ。この世に闇がある 限り、 邪悪なる心を糧に何度でも蘇る——」 

断末魔の悲鳴を上げ、悪夢の元凶は消滅した。 

6 

死の淵から帰還した リディアは、 ローザの肩を借りて立ち上がる。「勝ったのね」 

「ええ」 と ロー ザ。 その目には、涙が浮かんで いた。 

ゼロムスの消えた空間を見つめる一行の背後で、 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


「見事であったぞ」 と 声が した。 

振り返る と、 そこにはフ ー ス ー ヤとゴルべ！ザの姿が あつた。 

月の民の老人がつづける。「そなたら が、 あれほどの力を秘めているとは な。 青き星の民は、 
すでに我ら月の民を超えたのかもしれぬ」 

その賛辞に エッジは、 「いや あ、 そのとおりかもな」と頭を搔 く。 

「しかし、ゼロムスの最期の言葉——」 

ヵインのその言葉に、ローザが頷いた。「この世に闇がある限り……」 

「闇が消え去ることはない」フースーヤは 、遠い 目を した。 「どんな者の心に も、 聖なる光と 
邪悪な闇が潜んでいる。それが大きい か、 小さいかの問題でしかないの だ。 しかし心配はいら 
ぬであろう。青き 星には、 そなたらのような者たちがいるのだから」 

「爺さん、結構いいこと言うじやねえか」エッジはリディアの肩に手をまわした。「まあ、そ 
こまで褒められると、さすがの俺も照れちまうけどな」 

リディアが、その手をつねった。 

「いててて」 

と 飛び跳ねるエッジを横目で 睨む。 「調子に乗らないの。あんたなんか、ゼムスに利用され 
なかったのが不思議なぐらいなんだから」 

「へへ っ、 俺は正義を愛してるからな| 
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胸を張るエッジに 、リディアは 我慢できずに吹き出してしまった。 

「さて-」フースーヤ が、 一行の顔を見まわした。「そろそろ私も眠りにつこうと思う」 

それを聞いて、セシルは眉根を寄せた。 

「眠りに-？なぜです」 

「我ら月の民は、そなたらとの共存を夢見て、これまで永き眠りについていた。青き星の文明 
が成熟したときにこそ、その交渉を持とうと考えておった」 

「それなら、どうして . 」 

「私の先刻の言葉が、単なる世辞だと思っておるのか」 


「今、 我らが青き星へ移住した ところで、 そなたらが得るものなど何もない。そればかり か、 
無用な混乱を持ち こむことに もなりかねん。 そう、 我らはあまりにも永き に渡り、 惰眠を貪り 
過ぎた。だから こそ、 旅立たねばならん」 

「でも、どこへ-」 

「永住できる星を探す。私たちは、みずからの文明を過度に 誇り、 慢心していたのであろう。 
だが、これからはもっと謙虚に生きようと思う。そなたたちを良き手本と し、 月の民のさらな 
る成熟と進化を目指してな」 

フースーヤが、セシルに向かって頷いた。 





ファイナルファンタジー IV 下巻 


セシルは、それに頭を下げた。 

「では、ぼくらは故郷の大地へと戻ります。みんなが待っているのです」 

「そぅか、素晴らしい仲間を持ったな。また会える日が来るのかはわからんが——」 

そのときだった。これまで沈黙を貫いていたゴルべーザが、口を開いた。 

「私も……一緒に行かせてはもえませぬか」 

「お主が、か」フースーヤは、片方の眉を吊り上げた。 

「私は、戻れません。あれほどのことをしたのですから」 
r —ふむ」 

「それに父クルーヤの同胞と会ってみたいのです」 

「お主にも、月の民の血が流れておる。断る道理はない。しかし——」そこでフースーヤの双 
眸が強い光を帯びた。「永き眠りになるやもしれんぞ」 

「はぃ」 

ゴルべ ー ザが頭を垂れる と、 老人はやさしい目へ と 戻った。「ょかろぅ。では、参るぞ」 
ふたりが、一行に背を向けて歩きはじめた。 

r ——セシル」 小さく、 しかし鋭い声で言ったのはローザだった。 

ヵインがセシルの肩をつかむ。「いいの か、 行かせて」 

「お兄さんなんでしょーリディアも言葉を添える。 





しかしセシルは応えず、/っつむくだけだった。 

ふたりの姿が、次第に小さくなって ゆく。 

その 背中が、 闇に溶けようかというと きに、 ようやくセシルは顔を上げた。 

「ひとつ……ひとつだけ訊かせてください」 

セシルの 声に、 ゴルべーザが足を止めた。 

だが、振り返らない。沈黙を守ったままで弟からの言葉を待つ。 

「——あなたは、ぼくが憎かったのでしようか」 

さらに沈黙。 

「……どうして、ぼくを殺そうとしなかったのでしよう」 

「そんなことができると思っているのか」ゴルべーザが声を荒げ た。 「だから森に捨てた。修 
羅の道へ踏みこむことを決意した私の 姿を、 お前だけには見られたくはなかった」 

ゴルべーザの背が震えている。泣いているようだった。 

セシルの胸のつかえが取れた。 

あれは、 当時の彼にできる精一杯の思いやりだったとわかったのだから。 

「さよなら、兄さん」いつしか、セシルも涙を流していた。 

「 ——ありがとう、 セシル」 

そしてゴルべーザは暗がりの奥へと消えていった。 


























故郷の月が、次第に遠ざかってゆくのが感じられた。 

と 同時に、 忘れかけていた様々な思い出が心に去来す る。 

あの ころの私は、何と 精神的に未成熟であった のだろう。 理想と いう 熱病に うなされ、 みず 
からの 行動に一切の疑念を はさむことなく、この 青き星へ とやって来た。 そんな 自分を、 仲間 
たちが なぜ 必死で 制止しょうとしたのか、 その意味 さえ考えょうともせずに。 

クルーヤは、ひとつの土地にとどまることを嫌い、世界各地を放浪し、まだ未成熟だった青 
き星の民たちの心へ、たくさんの知識の種をまいていった。 

やがてその種は 芽吹き、 人々の間に魔法の概念が浸透して ゆく。 

未知の力を得たことで彼らは強く、逞しく、そして賢くなっていった。 

月の 民は、 青き星の者たち に比べ、 途方もなく永い刻を生きることができる。ひとつの土地 
に永住すれば、やがて彼が青き星の民でないことが知られてしまう だろう。 

そうやって奇異の目を向けられるのを避ける ために、 クルー ヤ はいくつもの名を使い分けて 
は旅をつづけ、文明の成長を陰ながら見守っていた。 

しかし、そんなクルーャに 転機が 訪れる。 

訪れた 街で、セシリアという 少女と出会ったの だ。 

聡明で献身的、いつも笑顔を絶やさない彼女は、みずから進んでクルーャの身のまわりの世 
話をする だけでなく、 魔法の基礎を 学び、 彼の助手としても活躍して くれた。 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


幸せな 日々 がつづく。 

そろそろこの街を去らなければならない —— そう思いながらもクル ー ヤは旅立つことができ 
ずに、十年にも及ぶ月日が過ぎ去ってしまった。 

セシリアが成人したその日、クルーヤは彼女にだけ、自分の秘密を明かした。セシリアの反 
応は、予想外のものだった。つぎの日の 朝、 ふたりはともに手を 取り、 街をあとにした。 

ミシディアにほど近い森のはずれに、粗末な家を建てた。 

ふたりを慕う者たちが、 ひとり、 また ひとりと そこに移り住んで きて、 やがて小さな村とな 
る。 クル^ — ヤは、ここに永住しようと決めた。 

長男セオドールが生まれてから間もないころだった。魔物を撃退し、生活を豊かにするため 
の魔法の数々 を、 武力として行使しようとする者たちが現れた。 

クルーヤ は、 自分の教えに背く者を説得しようと努力をつづける。しかし彼らは聞く耳を持 
たぬばかり か、 あろうことかクルーヤを糾弾しはじめたのだった。 

日く- 

クルーヤは、魔法の始祖としての地位を守りたいがため に、 我らがそれを使うことを制限し 
ようとしている。彼は不老長寿の魔法を編み出しながらも決して広めようとはせずに、自分だ 
けがその恩恵にあずかっている。奴は魔法によって人々の煩悩と欲望とを刺激し、この大地を 
戦乱の渦に巻きこもうとしているに違いない。 
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次男の出産を控えたある日。 

クルーヤは、自分の存在を嫌悪する者の魔法の前に倒れ、そのまま帰らぬ人となった。 
しかし —— 〇 

竜の口ょり生まれしもの 
天高く舞い上がり光と闇を掲げ 
眠りの地にさらなる約束をもたらさん。 

月は果てしなき光に包まれ 

母なる大地に大いなる恵みと慈悲を与えん。 

絶える ことなく 捧げられる 人々 の祈りに ょって、 クルーヤの魂は天へは召されず、 この 青き 
星に とどまつた。 

次男の出産で命を落とした妻セシリア、ゼロムスの闇の誘惑に道を踏み外したセオド ー ル、 
そして孤児として生きる運命を背負ったセシル——。 

残された家族たち を、 様々な苦難が 襲ぅ。 

それらを目の当たりにしながらも、クルーヤは彼らに救いの手を差し伸べることをしなかつ 
た。 できなかったのでは なく、 あえてしなかった。怖かったの だ。 


256 




ファイナルファンタジー IV 下巻 


この地に魔法をもたらした ことで、 自分はたくさんの人々の未来を変えてしまった。変革と 
進化に犠牲はつきものだ——そう言い切れるほどの自信が、クルーヤにはなかった。私の勝手 
な理想のために、涙した者たちは決して少なくないだろう。 

だからクルーヤは 、ただ 見守るしかなかった。 

この青き星では、所詮、自分は異邦人に過ぎない。どのような形であれ、もう彼らに干渉す 
ることはやめよう。ただ人々を見守り、その行く末に光があるようにと祈ろう。 

そう固く心に決めたはずだった。 

だが、試練の山を訪れたセシルと心を通わせたことで、決心が揺らぎ、誓いは破られた。 
そして——。 

未来への扉が、こじ開けられた。 

* 

クルーヤの墓碑が建てられている試練の山の山頂を、爽やかな風が吹き抜けていった。雲ひ 
とつない青い空には、もはや月がひとつしか浮いていなかった。その違和感のある光景に一抹 
の寂しさはあったが、やがてそれにも慣れてしまうのだろう。 

みずから月の民として生きる決断を下したセオドールの意思は尊重すべきだとクルーヤは考 
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えた。 離れて いても、 絆が断ち切られたわけでは ないのだから。 

——セシリア。 

愛する妻の名を呼んで みた。 

返事はなかつたが、きつとこの声は彼女に届いていると確信していた。 

見えるかい、息子たちの姿が。 

あの ふたりは、 私の誇り だ。 彼らが いなかつたら、 私は今でも不安の 迷宮から 抜け出すこと 
がで きずに、 後悔の闇の中で涙を流しつづけて いただろう。 

ありがとう、セオドール。ありがとう、セシル。 

そして、君にも。ありがとう、セシリア。 

私が君のもとへ向かう のは、 もう少しだけあとに なりそうだ。 

寂しい想いをさせてしまつてすまない が、 辛抱して くれ。じきに、 たくさんの土産話を 手に、 
きつと君のもとへ 行く。 だから、もう少しだけ-〇 
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「解説にかえて I 紡がれる姅 I 」 

『final fantasy IV 』初のノベラ イズ、 いかがでしたか？ 
オリジナルのスーパーファミコン版の発売が1991年7月 19 日。 
湾岸戦争の年でした。 

いつものよぅに会社に泊まり、朝コーヒーを飲んでいると総務の女性社員が 
「戦争が始まつた！」と駆け込んできました。 

慌ててテレビをつけ、ニユースを見たのを鮮明に覚えています。 

当時の 僕は、 旧スクウェアの社員になつてまだ1 年。 

グラフイックのアルバイトとして4年ほど開発に携わつた後 
プランナーとして初めて関わつた作品が、この 『FFIV 』 でした。 

シナリオ や キヤ ラクタ^ — 、モンスタ^ — のアイデイア出しから始まり 
脚色、 マップのキャ ラ 配置から、 イベント 演出な ど、 最終的には 
僕が繋げないとゲームにならないといぅ恐ろしいプレッシャーを感じつつも 
しやにむに楽しんで仕事をしていました。 

ゲーム業界の黎明期と はいえ、 勢いだけの若造にそんな機会を与えてくれた 
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デイ レクタ 1 の坂 口さん の懐の 深さには、 改めて感謝し ます。 

当時は、テストプレイ も開発 スタッフのリフレッシュ エリアで行われており 
休憩がてら様子を見に行って は、 自分たちの作ったゲームを一喜一憂して 
プレイして くれてい ることに 喜びを感じたものです。 

最終の通しチェックでゼロムスを倒し、エンデイングを迎えた頃には 
朝日が昇っていました。 

その中で祝杯をあげ、スタッフー同で共有したあの喜びは今でも忘れられません。 
あれから 17年。 

様々な作品を作ってきました が、 『FF IV 』 とは要所々々で再会してきました。 

同じスーパーファミコンでの イー ジ ータイプ、 初移植となる プレイステーショ ン版 
携帯機初のワンダースワンヵラー版、追加要素も加えたゲームボーイアドバンス版 
そして記憶に新しいフルリメイクの DS 版。 

その DS 版を制作している 時、 社内のモバイル開発と何か一緒にできないかといぅ話が 
持ち上がり、 DS 版から続けて遊んで もらえたら！といぅ理由で、 思い もよらな かった 
続編の制作が進んでいきました。 
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それが現在携帯電話で配信中の 

『final fantasy IV THE AFTER — 月の帰還丄です。 

当時の グラフ イッ クそのままに、 手軽に遊んで もらえる。 

けれど、 携帯電話ゲ ー ムの域を超えた王道の RPG を。 

そして、17 年た ってい る作品だから こそ、 世代を超えた物語を。 

といったコンセプトの もとに、 DS 版と並行して制作がすすめられました。 

そんな 中、 オリジナルの 『FF IV 』 に惚れ込んでいただき、アルテイマニアなどで 
ゲームにも精通しているベントスタッフの手塚一郎さんにシナリオで協力 
いただくことにな りました。 

『月の帰還』の配信が開始され、好評を得ている最中開催された打ち上げの席で 
このノベライズの話が出てきました。 

是非！ とご快諾いただいて、この 『FFIV 』 初のノべ ライ ズが実現したのです。 
ゲ^―ムのスト^ — リ- ―とキヤラクタ^―を大事にしつつも、小説として新たな物語を 
紐いでくれた手塚さん。 

多忙な 中、 カバーだけでなく多数の 口絵、 揷絵を描き下ろしてくれたオグロさん。 
お二人のおかげで、 また 新しい形での 『FF IV 』 が、ここに 誕生し ました。 
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17 年前の作品が時を 経て、 新たな形で紡がれて いく。 

『FF IV 』 のテーマは、 『心』 でした。 

多くのキャラクター達が、それぞれの思いを胸に秘めながらも、大きな流れの中で 
その思いが紡がれ、大きな物語となつて ゆく。 

ゲーム制作 もまた、 ユーザーのみなさん も含め、 多くの人たちで紡ぐ大きな物語。 
生きて いくこともまた、 同様なのか も 知れません。 

この 『FF IV 』 こそが、僕の原点であることは間違いありません。 

セシル や ヵィン、 この物語のキヤ ラクタ1たち。 

そして 、 『FF IV 』 に関わつたすベての方々。 

プレィしてくれたユ-—ザーのみな さん。 

そして、この本を読んでくださつているみなさん。 

これからも絆が紡がれていくことを信じて——。 


2 0 08年11月時田貴司 
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